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2006年10～12月カリキュラム（第23号）
─救済史に基づく二年サイクルカリキュラムの一年目─

月　日
教会暦・行事

主　　題 聖 書 箇 所 暗 唱 聖 句 対
応
表単 元 の 目 標

10月1日
洗礼を受ける主イエス マタイ3:13－17 ガラテヤ3:26－27

罪人と等しくなられた主イエスを与えられている幸いを知ろう

10月8日
荒れ野での誘惑 マタイ4:1－11 ヘブライ2:18

私たちのために誘惑に打ち勝たれた主イエスの恵みを知ろう

10月15日
弟子の召命 マタイ4:18－22 マタイ4:19－20

45
主イエスに召されて、主イエスの弟子とされた喜びと使命に生きよう

10月22日
幸いの説教 マタイ5:1－12 マタイ5:3

心貧しい者の幸いとは何か。主イエスと共にある幸いに生きよう

10月29日
宗教改革記念

思いわずらいからの解放 マタイ6:25－34 マタイ6:33

御父を信頼し、神の国を求めて、思いわずらいから解き放れて歩もう

11月5日
人をさばくな マタイ7:1－6 マタイ7:1

赦されて、私たちも赦す者として生きよう。互いに仲良くしよう

11月12日
岩の上に家を建てる マタイ7:24－29 マタイ7:24

55
キリストの御言葉こそ人生の土台である。御言葉を行う人になろう

11月19日
一羽の雀でさえ マタイ10:26－31 マタイ10:30

神に価高く尊いものとして愛されている幸いを知ろう

11月26日
重荷を負う者への招き マタイ11:25－30 マタイ11:28

主イエスのもとにある平安に安らぎ、主イエスのくびきを共に負おう

12月3日
アドベント

待降節・平和の主 イザヤ52:7－10 イザヤ52:7

平和の主の降誕を喜び、平和を告げる喜びに生きよう

12月10日
アドベント

待降節・真の羊飼い エゼキエル34:1－16 エゼキエル34:11

真の羊飼いを与えられ、真の羊飼いに養われることを喜ぼう

12月17日
アドベント

待降節・大いなる光 イザヤ9:1－6 イザヤ9:1

大いなる光として来られた方のみもとに進み出よう

12月24日
クリスマス

降誕祭・御子の降誕 ルカ2:1－7 ルカ2:6－7

へりくだって生まれ、飼い葉桶に寝かされたキリストを喜び祝おう

12月31日
年末

少年イエス ルカ2:41－52 ルカ2:52

へりくだられた神の子が御言葉に親しまれた。主イエスにならおう

※「対応表」欄は、『神の救いの歴史』（日本基督改革派教会教育委員会発行、1999年）の該当す
る単元を示しています。
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　子供に語ることは、大人に語るより難しいこ

とです。大人はある程度聞く耳を持っています

から、足りない所を補って聞いてくれますし、

説教者に優って受け取ってくれることさえある

でしょう。ところが、子供はその点正直です。

分からなければ、すぐに違うことをし出します

し、興味を持たなければ、心ここに非ず状態と

なることは、皆さんも経験しているのではない

でしょうか。中高生なら何とか付き合ってくれ

ても、幼児科、嬰児科ではそうはいきません。

その辺が、教会学校の奉仕者の悩みであり、工

夫のしがいのあるところです。

　ですから第一に大切なことは、子供が興味を

持つかどうかの判断は、単に分かり易いかどう

かではなくて、私は「感銘」するかどうかであ

ると思います。細かいテクニックではなくて、

一番肝心なことは、どれだけ話に感銘するかで

はないでしょうか。語る言葉である聖書のテキ

ストから、まず語る前に、どれだけ自分でその

箇所から福音を読み取っているかであると思い

ます。そうしたら、語るときに喜びにあふれて

生徒たちに語ることができます。当然、子ども

たちも引きつけられるでしょう。

　次に、どのような方法によって説明するかで

す。私が神学生であった時、宝塚教会に派遣さ

れました。ここでは教会学校ではなくて、礼拝

説教を担当した時の説教批評です。説教をどの

ように語るか、伝えるかは、大人の礼拝でも子

供の礼拝でも変わりないと思います。今は亡き

蔭山博長老の的確な批評で、感謝していること

があります。「私は海が好きだ、太陽の光を映し、

刻一刻と変化する美しさは何ものにもたとえよ

うがない。その美しさを伝えるときに、ただ美

しいとか、ただきれいだと何回言われても、いっ

たいどのように美しく変化するのか相手には分

からないでしょう」と言われたことです。

　では最後に、具体的にどのように臨むのかと

いうことです。子どもたちには小手先のことで

は通じません。真剣勝負で、取り組みまなけれ

ばならないでしょう。

　取り組み方としては、子どもたちの心を理解

すること、子どもと同じ目線に立つこと、子ど

ものように素直な驚きと共感と興味をもって物

事を眺めること、探求することです。たとえば、

男の子であったら、大好きな昆虫採集で、カブ

ト虫の構造や習性などを友だちに説明する時

は、まさに相手に感動を伝えられるのです。そ

れは虫たちのことをよく知っている上に、虫が

大好きだからできることです。また女の子でし

たら、美しい洋服やお菓子のおいしさ、時には

格好の良い男の子をどのように表現するか、と

いう臨み方です。「好きだ」だけでは相手に伝

わらないでしょう。これと同じ臨み方で、聖書

を語るためには、当然聖書を食べるぐらいによ

く読んで味わわなければなりません。その上で

初めて、注解書や参考書を読み、時には牧師や

信仰の先輩たちに聞き、さらにめい想して初め

て語るための原稿をつくることになります。

　かつては私たちも子どもでした。その時代の

ことを思い出しつつ、子どもに向かうことで、

大人として上から見るのではなく、子どもにむ

しろ教えてもらうという視点にたって、聖書に

親しみ、共に主イエスの恵みと神の愛に触れて

成長していきたいと願っています。　教会学校

を奉仕される先生方、兄弟姉妹の方々の努力に

心から感謝します。忙しい合間をぬって、幼い

魂の救いのために準備する労を主イエス・キリ

ストがねぎらい、励まして、力を与えてくださ

るように祈っています。

	 （前清和女子中・高等学校宗教主任）

ま え が き
中山　仰（東広島伝道所宣教教師）
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　「種まきのたとえ」は、ヨハネによる福音書

をのぞく三つの福音書に記されています。一度、

聴いたら忘れられない、はっきり、くっきりと

したお話です。もともと、「たとえ話」という

のは、聞き手の理解を助けるために語る方法で

す。むつかしいたとえ話ということは、我々の

常識からすれば、言葉の矛盾のように感じます。

ところが、主イエスが語られたたとえ話には、

その常識が通用しません。

　確かに、このたとえ話を読むだけで、私ども

は、まさに絵画的なイメージすら浮かんでまい

ります。子どもに語るときなどは、それこそ、

それぞれの場面を描きだしてあげられたら、記

憶に鮮明に残るでしょう。鳥がサーと舞い降り

て、パクリと種をついばんで逃げ去ってゆく光

景。小さくても青々と芽生え始めた芽がしおれ

て行く光景。明るい日差しを浴びて成長し始め

た芽が、だんだんと茨が伸びて行き、ついには

芽を覆って、日陰の下で立ち枯れてしまう麦の

穂の光景……。

　しかし、同時に、たといそれが成功しても、

それだけで、自動的に子ども達に福音の真理が

届いたことにはならないと思います。

　主イエスのたとえは謎めいています。この謎

は、ついに謎のままで終わってしまう人もまた

少なくありません。どうして謎のままになって

しまうのでしょうか。理由は、ただ一つです。

巻頭説教

「あなたはよい土地に落ちた種である」
─マタイによる福音書13章1～9、18～23節による説教─

相馬伸郎（名古屋岩の上伝道所宣教教師）

　その日、イエスは家を出て、湖のほとりに座っておられた。すると、大勢の群衆がそば

に集まって来たので、イエスは舟に乗って腰を下ろされた。群衆は皆岸辺に立っていた。

イエスはたとえを用いて彼らに多くのことを語られた。「種を蒔く人が種蒔きに出て行っ

た。蒔いている間に、ある種は道端に落ち、鳥が来て食べてしまった。ほかの種は、石だ

らけで土の少ない所に落ち、そこは土が浅いのですぐ芽を出した。しかし、日が昇ると焼

けて、根がないために枯れてしまった。ほかの種は茨の間に落ち、茨が伸びてそれをふさ

いでしまった。ところが、ほかの種は、良い土地に落ち、実を結んで、あるものは百倍、

あるものは六十倍、あるものは三十倍にもなった。耳のある者は聞きなさい。」

（マタイによる福音書13章1～9節）

　「だから、種を蒔く人のたとえを聞きなさい。だれでも御国の言葉を聞いて悟らなければ、

悪い者が来て、心の中に蒔かれたものを奪い取る。道端に蒔かれたものとは、こういう人

である。石だらけの所に蒔かれたものとは、御言葉を聞いて、すぐ喜んで受け入れるが、

自分には根がないので、しばらくは続いても、御言葉のために艱難や迫害が起こると、す

ぐにつまずいてしまう人である。茨の中に蒔かれたものとは、御言葉を聞くが、世の思い

煩いや富の誘惑が御言葉を覆いふさいで、実らない人である。良い土地に蒔かれたものと

は、御言葉を聞いて悟る人であり、あるものは百倍、あるものは六十倍、あるものは三十

倍の実を結ぶのである。」	 	 　　（マタイによる福音書13章18～23節）
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それは、心が鈍いからです。悔い改めて聴かな

いからです。信じて聴かないからです。信仰を

もって聴くときに、たとえは、神の国の奥義を

鮮やかに啓くのです。ですから、主イエスは、

舟から身を乗り出さんばかりに、「耳のあるも

のは聞きなさい」と語られたのです。

　それなら、私どもは改めて信仰をもってこの

物語を読み、そして語りたいと思います。

　わたしは、毎週、説教を始めるようになって

20年になりますが、このたとえを説教で、求

道者との個人的な学びの折に、あるいは求道者

がおられる集いなどで、何度も聞いてまいりま

した。「自分は、道端に落ちた種かもしれません。

せいぜい、道端かもしれません。」

　思えば、このたとえを初めて聴いた方のなか

で、「自分は、良い土地に落ちた種かもしれない」

と考えられた方は、残念ながら一人もおられま

せんでした。他人事ではなく、わたしもかつて

はそうでした。

　しかしそのような私も恵みによって洗礼を受

けることができました。やがて、このたとえの

理解は、徐々に修正されてまいりました。それ

は、恵みの信仰、私どもの教会の言葉でくっき

り申しますと、予定の信仰、選びの信仰が深め

られて来たからです。

　いったい、洗礼を受けたということは、どう

いうことなのでしょうか。それは、ローマの信

徒への手紙第６章の言葉で申しますと、「神に

対して生きている」人間となったということで

す。「罪に対しては死んでいるが、キリスト・

イエスに結ばれて」いるのです。実際の洗礼の

礼典を施すのは牧師ですが、洗礼の礼典を現実

のものとするのは、神ご自身です。言うなれば、

父と子と聖霊なる御神は、第７章４節の言葉を

用いれば「神に対して実を結ぶようになるため」

に洗礼を施してくださるのです。それは、神ご

自身が、主イエス ･キリストを通し、聖霊によっ

てご自身の前に、ご自身に対しての実り、霊的

な実りを結ばせること、生み出すことなのです。

　そうであれば、このわたしという存在、あな

たという存在の丸ごとが、主イエス ･キリスト

における神の実りそのものを意味します。つま

り、洗礼を受けたあなたは、今、神の実りなの

です。

　ですから洗礼を受けた者として主イエスのこ

のたとえを改めて聴き取るとき、私どもの眼の

前に、新しい幻がいきいきと描き出されます。

それは他ならない自分自身が、「100倍、60倍、

30倍」の豊かな実を結ぶ存在であるという、

すばらしい幻です。

　また同時にこの幻は、種を蒔かれるその人に

他ならない主イエス ･キリストが見ていてくだ

さる、私どもキリスト者の姿なのです。信仰と

は、この主イエス ･キリストが信じて描き出し

てくださった私どもの姿を信じること、受け入

れることです。つまり、わたしが、良い土地に

落ちた種であることを信じることです。

　しかしその一方で、洗礼を受けて間もないキ

リスト者ならいざ知らず、すでに、艱難を受け

て教会生活につまづいた経験、世の思い煩いや

富の誘惑で教会中心の生活を貫けなかった経験

……、いへ、ここに描き出されていないまだま

だ多くの惨めな経験を味わってしまった方も少

なくないはずです。しかしだからこそまた、こ

のたとえは、私どもの信仰生活を常に恵みを

もって正す力、あるべき姿へと引き戻す力を

持っているのです。フィリピの信徒への手紙第

２章12節にあるように「恐れおののきつつ自

分の救いを達成するように努め」るように、励

ますのです。

　わたしどもの教会は、幼児洗礼を重んじます。

生まれたばかりの赤ちゃんに洗礼を施します。

この幼子が将来、どのような大人に成長するの

か、教会員を初め牧師も、そして契約の親たち

も分かりません。極端な例ですが、大変な犯罪

者になるという可能性もゼロではないと思いま
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す。しかし、私どもは、親の信仰と誓約に基づ

いて、喜んで洗礼を施すのです。そしてそれに

よって、幼子の上に天が開け、主イエス ･キリ

ストのものとされ、主に結ばれる恵みが実現す

ることを信じるのです。それは、この幼子を「良

い土地」として信じる信仰を誰よりも親に、そ

して教会に求められるのです。

　そうであれば、私どもが子どもたち、とりわ

け契約の子達に、御言葉を説くときの「語り

口」すら変わってくるかもしれません。「あな

たは神さまに選ばれて、説教を聴いている。礼

拝をささげている。今、イエスさまは、先生を

用いて皆に種を蒔いておられる。そのお話を信

じて聴いたら、神さまがすばらしい実を実らせ

てくださるからお楽しみに！」そのような福音

を告げ、祝福を宣言することができるはずです。

「君たちは、まだ、右に行くか、左にそれるか

分からないからね。途中で鳥に食べられるかも

しれないよ、途中で枯れてしまうかもしれない

よ、そんなことがないように、しっかり聞きな

さい。」というのではないはずです。

　私どもの信仰の旅路は、主の日から主の日へ

と、そのようにして天国を目指しての歩みです。

「安心して行きなさい。」と派遣されて始める一

週が、どのような実りを結ぶのか、具体的には

誰も分かりません。しかし、いよいよ実る歩み

として祝福のうちに神は、定めておられます。

しかしそこで私どもがわきまえ続けていたいこ

とがあります。使徒パウロは、ガラテヤの信

徒への手紙第３章３節の中でこう言いました。

「“霊”によって始めたのに、肉によって仕上げ

ようとするのですか。」ガラテヤのキリスト者

たちが、律法を守ることへと傾斜して行ったの

です。しかし、他人事ではありません。「自分

はちっとも実らない」とあせって、自力でがん

ばる必要はありませんし、してはならないので

す。洗礼へ、信仰告白へと導いてくださったの

は、聖霊なる神の御業であったはずです。これ

を完成してくださるのも同じお方です。聖霊の

お働きにあずかることなしに、神に対して実ら

せるまことの実り、つまり霊的実りは、ありえ

ません。

　何よりもこのたとえ話は、主イエス ･キリス

トが舟から身を乗り出すようにして語られた御

言葉であります。実際に、舟から身を乗り出し

たら、海に転落して大変危険です。しかし主は、

十字架の上からも語られたのです。ヨハネによ

る福音書第12章において主は仰せになられま

した。「一粒の麦は、地に落ちて死ななければ、

一粒のままである。だが、死ねば、多くの実を

結ぶ。」まさに、語られたお方こそが、一粒の麦、

種となられたのです。

　今、統計上では世界中に20億人余りのキリ

スト者がいると言われています。2000年の歴

史から見れば、既に数え切れないほど、驚くば

かりに「多くの実」であると思います。そのか

けがえのない実りがわたしであり、あなたなの

です。この種の命の力が、今年もまた私どもを

慰め、豊かに生かし、実らせます。

　そのために、日々、御言葉と祈りに慣れ親し

む生活をつくってまいりましょう。それが、「霊

で仕上げる」道筋だからです。それは、主の日

の礼拝式から始められ、主の日の礼拝式を目指

してなされる営みです。

　こうして、自分自身をはじめ、日曜学校に来

る子ども達も、豊かに実を結ぶ幻を見ることが

できるのです。信仰の望みを新しくし、大きく

して励むことができるのです。

　私どもの奉仕もまた、必ず実ります。やがて

実ります。既に実っています。主イエスのいの

ちの御言葉は必ず大きく実るのです。

　アーメン。
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1. はじめに

　通常は、各個教会・伝道所の日曜学校・教会

学校が紹介されていますが、今回は、中部中会

中高生会を紹介させて頂きます。中部中会は現

在、24教会・伝道所があります。その中にあっ

て、中高生・学生・青年の教育を、青年育成委

員会（4名）が担っています。

　中高生会は、以前は「連合高校生会」でしたが、

数年前から役員会を構成することができなくな

り、昨年「中部中会中高生会」と名称を変更し、

高校生のみならず、中学生、さらには小学生高

学年の子どもたちにも門戸を広げ、継続的な教

育と交わりを行えるようにいたしました。そし

て、中高生会としての集会は、毎年、下記の三

つの集会を持っています。

　・春の修養会（今年は3月28～29日）

　・夏のキャンプ（8月1～3日）

　・信徒研修会（中会全体の修養会）における

中高生クラス（9月17～18日）

　春の修養会と夏のキャンプは中高生を対象と

した集会ですが、信徒研修会は中会全体の集会

（例年約400人参加）です。中高生会は、研修

会の別プログラムとして開催されています。こ

の点、前二つの集会とは、多少趣が異なるかと

思いますが、現住倍餐会員が約1200人の中会

において、子どもたちが中会の交わりを覚える

ことができる集会となっています。

2. 夏のキャンプ

　中高生キャンプは、例年、7月末か8月上旬

に二泊三日の日程で、雀のお宿キリスト教会館

で行っています。今年も8月1日火～3日木に行

われました。雀のお宿では、食事の準備なども

自前で行うことが求められるため、中会的にボ

ランティアを募り、協力していただいています。

　近年は、キャンプの参加者も減少していまし

たが、小学生の高学年の参加も認めたことと、

さらには各教会・伝道所の協力もあり、今回は、

小学1年生から高校3年生まで、11の教会・伝

道所より、約30名の子どもたちが集いました。

教師・奉仕者・ボランティア・保護者などを

含めれば、40名を超える大きな集会を行うこ

とが許されました。キャンプとしては、中高生

が対象なため、小学生（特に低学年）の子ども

たちにとっては、学びの時間は退屈な時であっ

たかも知れませんが、小学科の分級を行いフォ

ローに努めました。また、小さな子どもたちが

集うことにより、中高生も、子どもたちの世話

をしてくれました。その結果、学びにおいても、

食事やキャンプ生活に関わるすべてにおいて、

受講者として受け身の立場に留まることなく、

お兄さん・お姉さんとして、小さな子どもたち

の世話も行い、積極的にキャンプに参加してい

る姿勢が出てきたのではないかと思います。

　今年のテーマは「信仰告白へ導かれるために」

です。中高生の時期にしっかりと信仰告白を行

い、キリスト者としての歩みをスタートするこ

とを意識したテーマです。特に今回は、教師が

講師として立てられて語るのではなく、中高生

と同じ目線に立っている青年たち（木村正志兄、

川越教会。ヨシュア＝ラウア兄、北神戸キリス

ト伝道所）に信仰の証しを行って頂きました。

教師が子どもたちに対して基本的な教理を教え

ていくことは大切ですが、自分たちの少し前を

歩んでいる青年たちの証しを聞くことにより、

日曜学校・教会学校訪問

中部中会中高生会の紹介
中部中会青年育成委員会　辻　幸宏
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中高生にとっては、より身近に自らの信仰を考

えることが出来たのではないかと思います。

3. 今後の目標

　中高生会に対する継続的な信仰教育を行うた

めには、年に三回の中会的な集会の他にも、毎

週・毎月行う定期的な集会を行うことが求めら

れています。しかし、現状では中会として青年

担当の専属スタッフがいないため、また教師が

多くの委員会を兼任している現在、こうした試

みは、各教会・伝道所（あるいは地域）に担っ

て頂く必要があります。そのために青年育成委

員会としては、三つの集会の開催に留まること

なく、各教会・伝道所ともきめ細かな連絡を取

り合い、子どもたちの信仰の成長のために、時

間を割いて、協力し、祈り続けなければならな

いと思っています。

全体集合！ 開会礼拝時の様子

讃美の様子 高校生

バーベキュー 遊んでいる子どもたち
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　「本誌の基本方針～教会（日曜）学校像につ

いて～」（相馬伸郎編集長執筆、第21号掲載）（以

下、基本方針）を展開するための学びを、前回

から三回のシリーズで掲載しています。今回は

その二回目です。基本方針は、下記のとおり六

つの項目に分けられていますが、今回は3と4

を取り上げることとなります。

〈基本方針〉

1. 	子どもの「礼拝共同体」としての日曜学校

2. 	分級中心より、礼拝式中心

3.	 子ども礼拝式における説教の重要性─日曜

学校の目標─

4. 説教の完成としての牧会─分級の目標─

5. 	教会形成の一環としての日曜学校─教師会

と教師─

6. 伝道する日曜学校像

1. 御言葉から信仰へ、信仰から祈りへ

　基本方針において、日曜学校の目標は、「祈

りへの生活へ導くこと」、「信じることは祈るこ

と」であると語ります。この目標は、ただ日曜

学校に留まることではなく、すべての神の民、

キリスト者の目標でもあります。このことは、

ウェストミンスター小教理問答問86において

確認することが出来ます。

　問　イエス・キリストヘの信仰とは、何です

か。

　答　イエス・キリストへの信仰は、救いの恵

みです。それによって私たちは、救いのた

めに、福音において提供されているままに

キリストのみを受けいれ、彼にのみ依り頼

むのです。

　「依り頼む」とは、まさに主の御働きを全て

信じて、主に委ねる祈りと共にある信仰生活そ

のものであります。自分の力で生き抜くのでは

なく、全てを統治し支配しておられるお方に生

活における全てのことを委ね、依り頼んで祈り

つつ、主によって与えられている環境、賜物な

どを用いて努力することにより、主の愛と恵み

に生きる者へとされていきます。

　そしてさらに小教理問答では、主は救いに至

るあがないの祝福を私たちに伝える外的手段

として、キリストの規定、特に御言葉・礼典・

祈祷をお与え下さっていることを教えていま

す（ウェストミンスター小教理問88）。つまり、

信仰が与えられ、主にすべてを委ねた祈りの生

活に導かれるためには、祈りと共に、御言葉と

聖礼典が共に必要なのであり、ただただすべて

を主に委ね、熱狂的に主に祈り求めればよいも

のではありません。つねに、御言葉と共に祈る

生活が求められているのです。

　もちろん、ここの教理問答の答えを正確に語

るならば、御言葉と聖礼典と共に祈る生活であ

ります。しかし、日曜学校においては通常、礼

典（洗礼と聖晩餐）の執行は行っていないでしょ

う。しかし私たちは、聖礼典のことも常に意識

し、信仰告白・洗礼と主の晩餐に繋がる神の民

の形成を目指したものとなるよう心がけなけれ

ばならないでしょう。

　また、ウェストミンスター小教理問98は、

次のように語っています。

　問　祈祷とは、何ですか。

　答　祈祷とは、神の御意志に一致する事のた

教師会の学びのために２

御言葉を語ること・フォローすること
辻　幸宏（『教会学校教案誌』編集委員）
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めに、キリストの御名によって、私たちの

罪の告白と神のあわれみへの感謝に満ちた

お礼を添えて、神に私たちの願いをささげ

ることです。

　つまり、御言葉の朗読と御言葉の説教抜きに

は、罪の告白も悔い改めもないのであり、御言

葉の説教により、罪と救いの提示がしっかりな

されなければ、主なる神さまへの信仰も与えら

れず、真の神への祈りに促されることもありま

せん。このことを御言葉の説教を語る教師の立

場から語りますと、主なる神さまによる救いの

恵みだけを語っていても真の悔い改めを迫る説

教とはなっていないのであり、恵みと共に、人

間自身、そして私たち自身の罪の提示と悔い改

めを迫ることも必要なのです。

　このような、日曜学校の方向性は、礼拝指針

における教会学校の目的を確認することにおい

ても、理解することが出来ることかと思います。

　　礼拝指針第28条（教会学校の目的）

　　……（教会学校の）目的は、キリスト者の

成長と完成であって、それは、主イエス・

キリストにおいて啓示された神への信仰・

キリストに対する救い主また主としての告

白・キリストとの生命的交わり・キリスト

者生活と教会員生活とへの明確な献身・教

会の全活動への参与などによるのである。

　つまり公的神礼拝と別個に教会学校、あるい

は日曜学校が存在してはならないのです。そし

て、教会学校は、公的神礼拝の補助的な働きが

委ねられていますが、特に日曜学校においては、

公的神礼拝と切り離して考えることは出来ない

のです。

　こうしたことを考える時、必然と、日曜学校

の礼拝式において語られる御言葉の説教が重要

となってくることを理解して頂けるかと思いま

す。言い換えれば、日曜学校の礼拝式が、御言

葉中心の充実したものにならなければ、信仰の

継承はおろか、信仰の養いを受けた教会役員を

育てることも困難となり、教会形成・教会成長

はあり得ないのです。

　そして、一人の神の民が、御言葉の養いによ

り、信仰が確立していくことにより、自ずと、

信仰告白へ、祈りの生活へと導かれていくので

す。御言葉と信仰を抜きにして、主に全てを委

ねた祈りの生活は、あり得ないのです。

2. 牧会としての役割を担う分級

　以上見てきましたように、礼拝式において、

御言葉の説教が語られることにより、聖霊の働

きにより、信仰へと導かれます。

　しかし、概して御言葉の説教は、教師の側か

ら子どもたちに対して一方的に御言葉が届けら

れるのであり、子供たちは、一人ひとり聖書の

理解度が異なりますし、さらには信仰の度合い

も異なります。さらには、契約の子どもであれ

ば、家庭において家庭礼拝などにも与ることに

より、さらなる聖書教育の機会がありますが、

家族の中で一人、日曜学校に来ている子どもで

あれば、そうした機会は少なくなってしまいま

す。

　だからこそ、分級において、一人ひとりの聖

書の理解度や信仰の度合いを確認しながら、共

に祈る牧会が必要となってくるのです。

　ですから、私たちは、分級といえば、礼拝式

における御言葉の説教の理解を助け、整理する

ことに目が行ってしまいます。御言葉の解き明

かしの理解を確認することも必要なことです。

すべての子どもたちが同じ聖書理解に立たなけ

ればなりません。

　しかしそれと同時に、教師が一人ひとりの子

どもたちと向き合い、彼らの魂に目を向け、語

り合い、祈りあうことが必要なのです。従って、

分級の時間は、教師が教えるのではなく、教師

が子どもたちの声に耳を傾け、子どもたちが自

分の状態について語ったり、工作などにおいて

表現出来る時間にしていかなければならないで
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しょう。

　このようにして、分級を、牧会的なものにし

ていく時、教案誌において提供している分級展

開例をそのまま用いるのではなく、子どもたち

の聖書理解度や信仰にあわせて、教師たちが工

夫してアレンジして用いていくことも、必要で

はないかと思います。

　※注意

　　本稿においては、「教会学校」と「日曜学校」

の言葉を使い分けています。

　　「教会学校」とは、礼拝指針によって定め

られる教会の教育事業全体（日曜学校、青年

会、婦人会、壮年会……）のことであり、「日

曜学校」とは、子どもたちを中心とし、礼拝

と分級からなるクラス（本誌が中心的に扱っ

ていること）のことを示しています。

（大垣伝道所協力牧師）
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教師の声

聖書学校は大きな恵み！
玄元清子（神港教会聖書学校教師）

　浄土真宗の家に生まれ、教会とは無縁の生活

をしていた子ども時代に、友達に誘われて初め

て行った教会学校（当時通っていた教会での呼

び名）は、どこか異国の雰囲気がして、あこが

れのような感情を抱いて毎週通っていたことを

思い出します。子どもの頃の記憶は鮮明で、の

ちの生き方に影響を与えるばかりでなく、その

とき歌った讃美歌や聞いた聖書の話が、人生の

さまざまなステージにおいて思い起こされ、信

仰への入口や道しるべになること知っていま

す。聖書学校に通いキリスト教信仰へ導かれた

者として、また職業から実感したことをもとに、

聖書学校がどれほど素晴らしい働きで大きな恵

みであるかをお話したいと思います。

子どもの頃の経験は人生に影響を与える

　子どもの頃の経験や学んだこと、覚えたこと

は、その人の人生の基となり、何かを決断する

際に少なからず影響を与えるのではないかと思

います。私事ですが、小学生のとき通っていた

教会学校で教えてもらった聖書の話や暗唱した

聖句、歌った「こども讃美歌」など、ことある

ごとに口ずさんだり心のなかで言ってみたりし

ていました。中学高校と進むなかで、勉学やク

ラブなどで忙しくなり、ときどきしか教会に行

かなくなりましたが、大学受験を前に将来のこ

とや進路のことを考えた時、自然と教会に足が

向いていました。再び教会に通い始める背景に

は、教会学校の先生方からの折々にいただいた

葉書や手紙が大きな励ましであったと思います。

教会へ通った記憶が芽を出し実を結ぶ

　聖書学校に通っていた記憶が信仰の種まき

になり、のちになって実を結ぶことがありま

す。このことはキリスト教病院で働いていた経

験から実感しました。キリスト教病院では、患

者さまへの伝道のために、牧師とクリスチャン

スタッフが、毎日院内放送で讃美歌と短いメッ

セージを流したり、患者さまを訪問したりして

います。患者さま訪問をした時、その放送を聞

かれた患者さまが「今日、知っている讃美歌が

流れてきてうれしかったわ。実は、子どもの頃

に教会に通っていたことがあるのよ。懐かしい

わぁ」とおっしゃるのを何度か聞いたことがあ

ります。このような患者さまは、もっと聖書の

話が聞きたいとおっしゃったり、わたし自身の

信仰の証をする機会が与えられたりしました。

　病気になったり、人生における危機に直面し

たりすると、人はいろいろなことを考えたり、

どこかに助けを求めて人生の意味についての答

えを見出そうとするのではないでしょうか。そ

してそのようなとき、昔、聖書学校で聞いた御

言葉や讃美歌の一節が思い出され、キリスト教

信仰への一歩へと向いていくのではないかと思

います。

　聖書学校に繋がっているなかでの信仰の芽生

え、そして教会に通ったことの記憶がキリスト

教信仰への第一歩となりえることを述べてきま

したが、教師をさせていただくなかでも大きな

恵み受けています。

教師として仕える喜び

　神港教会で聖書学校の教師をさせていたくよ

うになってから３年になります。聖書学校で子

どもたちと接するなかで、どのように子どもた

ちと接したらよいのか、どうしたら子どもたち
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に神さまや信仰を伝えることができるのかなど

迷うことの多い日々です。しかし、礼拝や分

級、教師会のなかから、他の先生方から学んだ

り励ましをいただいていることが、どれほど大

きな励ましとなっていることでしょう。未熟な

がら教師として用いていただけることはとても

感謝なことで、わたし自身の信仰の成長や教会

生活の礎となっていることを心から感謝してい

ます。

　最近よく「今の子どもたちにとって聖書学校

とはどういうものなのだろうか」と思い巡らし

ます。多くの情報が氾濫するなか、判断基準を

見失ったり、疎外感や孤独感を感じることが多

い社会において、聖書学校に通うことは何を意

味するのだろうと。人としての関わりが少なく

なり、常に競争のなかにある子どもたちにとっ

て、聖書学校は、温かい交わりを経験する場で

あり、何よりも創造主、救い主である神さまを

知り信仰の道を歩む大切な場であるのではない

かと思います。それゆえ、聖書学校の働きを主

から委ねられた大切な仕事として、神さまが

導いておられる子どもたちとまっすぐに向き合

い、ひとりひとりを大切にしながら接していき

たいと思います。

　御言葉の種をまき、それぞれの人生の必要な

ステージで芽が出て実を結ぶことを信じ、また

信仰の土壌を耕すように子どもたちとかかわり

を大切にしながら教師として主に仕えたいと思

います。
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教会学校教師研修会のご案内

主催　中部中会教育委員会

日時　2006年11月23日（木・休）

　　　午前10時～午後3時15分

　　　（受付＝10時～、開会＝午前10時30分）

場所　名古屋教会

　　　（名古屋市西区浄心本通3-37-1、

　　　 Tel,052-531-9768）

主題　「日曜学校教師会の形成

　　　　　～魅力ある日曜学校を目指して～」

プログラム

　午前10時～　　受付

　午前10時30分　開会礼拝

　午前10時50分　発題講演

　　1. 望月信牧師（高蔵寺教会牧師）

　　2. 辻幸宏牧師（大垣伝道所協力牧師）

　　3. 木下裕也牧師（名古屋教会牧師）

　午前12時～午後1時　昼食休憩

　午後1時～2時30分　 アンケート報告と分科会

　午後2時30分～3時　 全体会

　午後3時～3時15分　 閉会祈祷会

　終了・解散

　昨年に引き続いて、教師会の形成について話

し合います。教師会が日曜学校の働きの鍵とな

るからです。各教会にお願いしている、教師会

についてのアンケートにもぜひお答えくださ

い。課題と祈りを分かち合いましょう。
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副読本のご案内
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中部中会教育委員会からのお願い

　教会のかしらなる主イエス・キリストの御名をあがめます。

　中部中会教育委員会は、日本キリスト改革派教会をはじめとする改革・長老主

義諸教会の教会学校・日曜学校教育に資することを目的として、『教会学校教案

誌』を発行しています。2001年４月に始まり、すでに満５年となり、第23号ま

で発行して参りました。中部中会では７割ほどの教会により採用され、改革派教

会全体でもおよそ50教会で採用されています。大会教育委員会もご支持を表明

してくださっています。皆様のご支援に心からの感謝を申し上げます。

　『教案誌』の発行は中部中会の事業として行われておりますが、中部中会教育

委員会では、あわせて皆様からの自由募金によってご支援いただきたいと願って

います（2006年４月中部中会第一回定期会にて自由募金願いを可決承認）。子ど

もたちの信仰教育のために、ぜひ皆様からのお祈りと募金のご支援をいただきた

く、よろしくお願い申し上げます。教案誌を購入していただきやすくするために、

教案誌の頒布価格を印刷・製本単価ぎりぎりにおさえています。『教案誌』をご

購入くださることも発行のための支援となりますので、ご購入いただくことに

よってもご支援くださいますよう、お願いいたします。

『教会学校教案誌』発行のための

自由募金のお願い

　目標金額　　　30万円

　送 金 先　　　郵便振替　伊藤治郎

　　　　　　　　　　　　　00890-2-148183
※通信欄に「教案誌のための自由募金」と明記してください。
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聖書研究・説教展開例・分級展開例　
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〈洗礼とは〉

　洗礼は罪が洗われたということの目に見える保

証です。この洗礼という事実を通して、私たちの

救いが、神の側から客観的に保証されており、ヨ

ハネ福音書に「あなたがわたしを選んだのではな

い。わたしがあなたを選んだのである」とあるま

さにそのことを、私達は洗礼を通して目に見える

かたちで知ることができます。

〈14節～15節〉

　主イエスは、ガリラヤ地方から、ヨハネのいる

荒れ野に踏み込んで来られました。聖書には「そ

れはヨハネから洗礼を受けるためである。」と書

かれています。しかしこのことが、ヨハネにとっ

ては予想外のことでした。この部分のこのやりと

りは、四つある福音書の中でも、このマタイによ

る福音書の中にだけにしか出てきません。ですか

らそれだけ、福音書記者マタイは、主イエスがヨ

ハネから洗礼を受けるということを、特別なこと

として扱っています。救い主、神の御子であり、

悔い改めと洗礼を必要とする罪人ではなかった主

イエスが、なぜヨハネから洗礼を受けられなけれ

ばならなかったのでしょうか。

〈罪人と等しくなられた主イエス〉

　主イエスは全く罪のない、悔い改めを必要とし

ないお方であられながらも、しかし罪人の中に

入って来られます。罪なき方が、しかし罪人と肩

を並べてくださり、罪人の中のひとりとして、罪

人と共なる者として、洗礼を受けられたのです。

しかも主イエスは、それがふさわしいことである

と言ってくださいました。この言葉が、この福音

書の中では主イエスが発する最初の言葉として語

られています。主イエスは、自ら罪人の中に加わっ

てくださることで、罪人の主となってくださった

のです。

〈16節～17節〉

　そしてこの主イエスのへりくだりを、父なる神

が受け入れられました。ここに主イエスが神の子

であるということが、高らかに宣言されます。こ

のお方が、洗礼を受けて水から上がられると、天

がイエスに向かって開きました。洗礼は、罪の

洗いを通して天国への道を開くものです。神の御

子主イエスが、十字架と復活の御業を通して、天

への道を開いてくださった。私たちは、この主イ

エス・キリストによって開かれた天への道を、こ

の道のみを通ることによって救われるのです。洗

礼とは、天への道を開いてくださったこの主イエ

ス・キリストに結ばれるということです。このキ

リストを通らないで、キリストによらずに救われ

る、ということはあり得ません。

〈主イエスと共に受ける祝福〉

　主イエスは洗礼を受けられ、ご自身から私たち

罪人の中に加わってくださいました。さらに主イ

エスは罪人と同様に洗礼を受けられたばかりか、

さらに私達罪人と堅く結び付いてくださり、罪人

が受けなければならない裁きまでも、自ら御自身

の身に引き受けてくださいました。私達はキリス

トにあって、キリストと共に、神の子供とされる。

父なる神のことを、今や主イエスと口をそろえ

て、「アッバ、父よ」と呼ぶことが許されるのです。

そして主イエスと共に、神の恵みの相続人となる

ことができるのです。

　洗礼を受ける時、私達は、私達自身のものであ

る以上に、神様のもの、神の霊に導かれる者とな

るのです。そこで私達は、天から聞こえた神の声、

「これはわたしの愛する子、わたしの心に適う者」

という呼びかけをも、私達の先頭に立って歩まれ

るキリストと共に、私達にも向けられている呼び

かけとして、それを受け取ることが許されるので

す。	 （吉岡契典）

	 10月1日　「洗礼を受ける主イエス」	 聖書研究

	 テキスト　マタイによる福音書3章13～17節
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　先週まで旧約聖書の御言葉を学びました。今日

からしばらくは、主イエスさまのご生涯をたどっ

て御言葉を聴きます。今日は、主イエスさまが洗

礼を受けられた御言葉です。主イエスさまは、ご

自身の福音を宣べ伝える御業を始める前に、まず

洗礼を受けてくださいました。福音書はそのこと

を大切に伝えています。

　最初に、洗礼について、少し考えてみましょう。

ここには、洗礼を受けているお友だちがおり、洗

礼を受けていないお友だちもいます。聖書はみん

なが洗礼を受けるようにと命じているのですが、

わたしたちが受ける洗礼には、いったいどんな意

味があるのでしょうか。

　洗礼では水を使いますね。水を頭の上にしたた

らせます。なぜ水を使うのかというと、洗礼には、

よごれを洗い落とすという意味があるのです。水

で顔を洗ったり、お風呂に入ったりして、よごれ

を洗い落としますね。毎日生活する中で、わたし

たちの体にはいろいろなよごれがつき、ホコリま

みれになりますから、水で洗い流さなければなり

ません。それは体だけではなく、わたしたちの心

や魂にもよごれがつき、ホコリまみれになってし

まうのであって、洗い流さなければなりません。

心のよごれ、魂にまとわりつくホコリは、水では

洗い流せません。神さまが、聖霊の御業によって、

よごれやホコリを洗い流してくださいます。洗礼

は、その聖霊のお働きをあらわす、目に見えるし

るしです。水が体のよごれを洗い流すように、聖

霊がわたしたちの心のよごれを洗い流し、きよめ

てくださいます。

　ですから、洗礼を受けるとは、心によごれのあ

る罪人であるということなのです。わたしたちは、

心によごれがあり、神様から離れて罪を犯す罪人

だから、洗礼を受けなければならない。その通り

です。わたしたちは罪人なのです。

　あれ !?　それでは、主イエスさまは、どうし

て洗礼を受けられたのでしょうか。イエスさまは

まことの神さまで、罪のないお方ではなかったで

しょうか。心によごれのない、父なる神さまにす

べて従われた、まったきお方だったのではないで

しょうか。いったいどうして、洗礼を受ける必要

があったのでしょうか。

	 10月1日	 「洗礼を受ける主イエス」	 説教展開例

	 テキスト	 	 マタイによる福音書3章13～17節

	 参照カテキズム	子どもカテキズム 問22、30、71、72、73

〔単元のねらい〕

　先週まで続いた旧約の学びを中断し、今日から始まる年度後半は新約の学び、とりわけ主イエス・キ

リストの生涯を取り扱う。今号では、主イエスの洗礼に始まり、主イエスの福音宣教の初期、そしてア

ドベント、クリスマスを迎えて、主の降誕の御言葉に耳を傾ける。

　マタイによる福音書において、主イエス・キリストの公生涯は4章12節から始まる。今日の御言葉は、

その公生涯に先立って、主イエスが洗礼を受けてくださったことを物語る。洗礼とは罪を赦す神の御業

の目に見えるしるしであり、洗礼を受けるとは罪人であることを意味する。すなわち、主イエスは、ま

ことの神でありながらまことの人となられ、しかも罪人と等しくなるまでにへりくだって、罪人の一人

として洗礼を受けてくださった。この驚きを分かち合いたい。そして、私たちも信仰を告白して洗礼を

授けられる。その洗礼は、私たちを主イエスに結び合わせ、一つとする神の御業である。洗礼によって、

主イエスと結び合わせられ、神の子とされる。私たちの歩みがこの洗礼を目指すものであること、洗礼

を受けた者として生涯を歩む幸い、それらを分かち合い、共に喜びたい。

「主イエスさまが洗礼を受けられた！」
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　このとき、ヨハネがヨルダン川の川岸で洗礼を

授けていました。このヨハネは、主イエスさまの

母マリアの親戚であるザカリアとエリサベトの夫

婦に与えられたヨハネです。ヨルダン川で洗礼を

授けていたので、「洗礼者ヨハネ」と呼ばれます。

ヨハネは、主イエスさまの福音宣教の御業に先

立って、イスラエルの民に罪の悔い改めを求める

ために、神によって遣わされていました。

　主イエスさまは、このヨハネから洗礼を受けよ

うとされました。ヨハネは、主イエスさまが自分

のところに来たことに、たいへん驚きました。主

イエスさまがまことの神さま、罪人の救い主であ

ることに気づいたからです。主イエスさまに洗礼

を授けることにとまどい、躊躇して、ヨハネは、「わ

たしこそ、あなたから洗礼を受けるべきなのに、

あなたが、わたしのところへ来られたのですか」

と言いました。主イエスさまに思いとどまるよう

に勧めたのです。主イエスさまは罪のないお方で

あり、ヨハネは罪人にほかなりません。ヨハネこ

そ、主イエスさまの洗礼を受けるべきです。これ

は、その通りなのです。

　しかし、このとき主イエスさまは、「今は止め

ないでほしい」とおっしゃって、洗礼を受けさせ

てほしいと願われました。今はこのことが正しい

ことなのであるとおっしゃって、ヨハネから洗礼

を受けることを求めました。ヨハネは、この主イ

エスさまの求めに従って、主イエスさまに洗礼を

授けました。

　まことの神さま、罪なきお方である主イエスさ

まが、罪人であるヨハネから洗礼を受けたとは、

何と驚くべきことでしょうか。しかし、このこと

には、主イエスさまがへりくだっておられること、

まことに罪人の一人となられたことがあらわれて

います。まさにこの洗礼によって、主イエスさま

は、罪ある者の一人に数えられ、罪人と等しくなっ

てくださったのです。主イエスさまの洗礼は、主

イエスさまがまことの人であること、そして、ご

自身を低くして、罪人の一人に数えられることを

引き受けてくださった、そのしるしなのです。

　天の御父は、この主イエスさまのへりくだりを

喜んで、天から「これはわたしの愛する子、わた

しの心に適う者」と呼びかけられました。主イエ

スさまのへりくだり、洗礼は、御父の御心にかな

うものでした。罪人の一人となり、罪人の罪を引

き受けられるからこそ、まことの救い主なのです。

このようなへりくだられた神の御子を、天の御父

が喜び、祝福しておられます。

　わたしたちも洗礼を受けます。主イエスさまは、

洗礼を受けるようにと、わたしたちに命じていま

す。それは、洗礼によって、わたしたちが主イエ

スさまに結ばれるからです。わたしたちが受ける

洗礼とは、主イエスさまの受けられた洗礼なので

あって、洗礼によって主イエスさまと一つに結び

合わせられるのです。主イエスさまが十字架につ

けられて死んでくださった、その死に結び合わせ

られてわたしたちも罪に死にます。主イエスさま

が復活された、その復活に結び合わせられてわた

したちも復活するのです。洗礼とは、わたしたち

の罪が取り除かれ、きよくされて、主イエスさま

と共に生きる新しい命が与えられている、そのし

るしです。洗礼を受けるとは、主イエスさまが共

にいてくださることにほかなりません。

　洗礼を受けてくださったイエスさまに感謝しま

しょう。そして、わたしたちの教会生活はこの洗

礼を目指す歩みであり、洗礼を受けて主イエスさ

まと一つにされて歩む歩みです。洗礼の恵みに守

られて、主イエスさまに結ばれて、生涯を神の祝

福を受けて歩みます。みんなが洗礼を受けること

をお祈りしています。みんなも、お互いの洗礼の

ためにお祈りしましょうね。	 （望月　信）

	〔今週の暗唱聖句〕	 ガラテヤの信徒への手紙3章26～27節

あなたがたは皆、信仰により、キリスト・イエスに結ばれて神の子なのです。

洗礼を受けてキリストに結ばれたあなたがたは皆、キリストを着ているからです。
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	 10月1日　「洗礼を受ける主イエス」	 幼稚科

〈ねらい〉

　主イエスは全く罪のない神の子でありながら、

やがて人々の罪を負うために、人間と同じ立場に

なられるため洗礼を受けてへりくだられ、私たち

罪人が受けなければならない裁きをも身に受けて

くださった。

〈展開例〉

1. 教会の礼拝で行われている洗礼の様子を話し、

洗礼を受ける意味－私たちは心に汚れのある罪

人であり、神様の御霊の御業によってのみ、そ

の汚れがおとせる－を伝える。

2. 本日の聖書箇所に基づき、主イエスがバプテ

スマのヨハネから洗礼を受けられた時の様子を

話す。

3. 主イエスは罪人ではないが、罪人のひとりと

なって洗礼を受けられた。このことによって私

たちの罪を引き受けて下さるまことの救い主と

なられた。洗礼を受けてくださった主イエスに

感謝しよう。

〈おいのり〉

　神様、何の罪もおかしていないイエス様が、私

たち人間の罪を身代わりとなって背負い、罪人の

一人として洗礼を受けてくださって、私たちの救

い主となってくださったことをありがとうござい

ます。小さい私たちもいつか洗礼を受けることが

出来るように、神様が助けてください。幼児洗礼

を受けている人々に、やがて罪を告白し、キリス

トを救い主として信じ、信仰告白できるようにし

てください。
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	 10月1日　「洗礼を受ける主イエス」	 小学科下級

〈ねらい〉

　わたしたちは洗礼の意味と、その恵みをどれほ

ど理解しているでしょうか。洗礼は決して単なる

入会儀式ではありません。洗礼は素晴らしい神様

の恵みそのものです。子供たちに話す時、少し難

しいかもしれませんが、その恵みの意味を共に分

かち合いましょう。

〈展開例〉

1. 今日のお話で「洗礼」という言葉が出てきま

した。洗礼とは一体何でしょう。

　→「子どもカテキズム」の問71～73を参考に

を通して、子供たちと洗礼の意味について話

し合ってください。その場合のポイントは、

①洗礼は目に見える神様からの恵みの保証で

あるという点、②洗礼はわたしたちがキリス

トに結ばれて神の子供とされていることを保

証するものである点、③洗礼はわたしたちの

罪を洗い流し、罪の赦しを保証するものであ

るという点、これらの三点を分かりやすく説

明してください。

2. どうしたら洗礼を受けることができるでしょ

うか。

　→恵みの契約の下にある幼児洗礼の場合と、自

らの意思で信仰告白して洗礼を受ける場合が

あることを分かりやすく説明する。特に契約

の子供と、未信者の子供が共にいる場合は、

どちらも素晴らしい神様の恵みであることを

強調してください。

3. ヨルダン川でイエス様に洗礼を授けた人は誰

ですか。

　→洗礼者ヨハネはイエス様とどのような関係に

あったかを聞いてもよい（ルカ福音書1章を

参考にする）。

4. イエス様は神の子で罪の無いお方なのに、ど

して洗礼をお受けになったのでしょうか。

　→イエス様がわたしたち罪人の友となってくだ

さるためであり、わたしたちを愛し、わたし

たちの罪の責任をすべて背負って十字架にか

かってくださるためであったことを話してく

ださい。

〈おいのり〉

　愛する天の神様。イエス様がわたしたちのため

に洗礼を受けてくださいましたことを感謝しま

す。どうか、わたしたちも神様から洗礼を与えら

れ、イエス様に結ばれて神様の子供として生きる

ことができますように導いてください。

これはわたしの愛する子、わたしの心に適う者
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	 10月1日　「洗礼を受ける主イエス」	 小学科上級

〈ねらい〉

　主が洗礼を受けられたことの意味を考える。

〈展開例〉

1. どうしてイエス様が？

　洗礼は罪がゆるされ、洗われたというしるしで

す。洗礼式の中で必ず聞かれることがあります。

それは「あなたは自分が神のみ前に罪人であり、

神の怒りを受けて当然の者であることを認めます

か」という問いです。私たちが洗礼を受けるのは、

清められる必要がある罪人だからです。

　しかし、イエス様には罪が全くありませんでし

た。罪を一度も犯したことがなく、悪いことを一

度も思ったこともなかったのです。その聖い神の

御子であるイエス様が、どうして洗礼を受けられ

たのでしょうか。

2. 想像してみよう

　バプテスマのヨハネの前には、大勢の人たちが

並んでいます。洗礼を授けてもらうために並んで

いるのです。

　「悔い改めよ」というヨハネの前で、自分が犯

してきた罪を告白する人々がいます。自分の中の

醜い思いを嘆く人々がいます。神に許しを求める

人々がいます。その列の中にひっそりと立たれる

方がおられます。罪のない方が、罪ある人たちと

共に立っておられるのです。罪人によりそって、

自分もその一人であるかのように、洗礼を受ける

側に立っておられるのです。

　洗礼を授けるべきはずのイエス様が、私たち罪

人と同じ側に立ってくださり、罪人の一人のよう

に洗礼を受けてくださったとは何という驚きで

しょう。

3. 罪人の側に立たれ、そして罪を負うために

　イエス様はご自分を低くして罪人の仲間のよう

になり、洗礼を受けてくださいました。そればか

りでなく、私たちが受けなければならない裁きを

十字架で引き受けてくださいました。

　イエス様は洗礼を受けることを、また罪の刑罰

である十字架を受けることを、ご自分から引き受

けてくださいました。

　イエス様がこのようにして私たちの罪の中に入

り込んできてくださらなければ、私たちがこちら

から救いの扉を開くことはできません。

4. 洗礼の恵み

　イエス・キリストにある洗礼を受けるというこ

とは、イエス様に結び合わされてイエス様と共に

死に、罪から解放されて、よみがえられたイエス

様と共に生きることです。

　私たちが洗礼を受けるとき、私たちの中に入り

こみ、罪を負ってくださったこのイエス様に結び

合わされます。イエス様につながる者とされるの

です。神様のみ心にかなわない者が、かなう者と

よばれるようになるのです。　

　私たちの受ける洗礼が、イエス様に結びつけら

れる洗礼となるために、イエス様ご自身が洗礼を

受けてくださったのです。

5. 考えてみよう

　ある銀行に銃を持った強盗が押し入りました。

銀行員たちは皆、人質として銀行に閉じ込められ

ました。何時間も経ちました。人質の人たちは恐

怖と疲労で弱っています。しかし強盗はなかなか

人質を解放してくれません。犯人も疲れてイライ

ラしています。このままだと人質の命もどうなる

かわかりません。

　勇気ある警官の一人がいいました。「僕が人質

になる。だからみんなを解放してくれ」

　その警官は銀行の扉を開けて一人で入ってきま

した。その人のおかげで人質は皆、解放されまし

た。

　・この警官が扉の外側にいながら人質となるこ

とができるでしょうか。

　・この警官はどんな気持ちでこう言ったので

しょう。

　・自分が身代わりになるということは、どうい

う結果が考えられますか。

　・私たちは何から解放される必要があるでしょ

う。
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	 10月1日　「洗礼を受ける主イエス」	 中学科

〈今日のカテキズム〉

カテキズムをする前に……

☆参照カテキズムとして、子どもカテキズム問

22（二性一人格）、30（キリストとの結合）、

71、72、73（洗礼について）が挙げられています。

☆問30は、洗礼が私たちをキリストに結び合わ

せ、一つとしてくださる神の御業であることに

思いを向けさせてくれます。

問30　神さまの恵みは、どのようにして私たち

に与えられますか。

答　　聖霊なる神さまが私たちに信仰を与え、私

たちを主イエス・キリストと一つに結び合

わせてくださることによってです。

☆ではなぜ、あるいは、どのようにして、洗礼

は私たちをキリストに結び合わせるのでしょ

うか。ハイデルベルク信仰問答では問69から

問73まで、このことについて述べていますが、

ここでは問69と問70を取り上げます。少し長

いですが、特に問69は、中学生の皆さんにとっ

てもリアルに実感できる言葉遣いで書かれてい

ると思いますので取り組みやすいのではないで

しょうか。

ハイデルベルク信仰問答

問69　あなたは聖なる洗礼において、十字架上

でのキリストの唯一の犠牲があなたの益に

なることを、どのように思い起こしまた確

信させられるのですか。

答　　次のようにです。

　　　キリストがこの外的な水の洗いを制定され

た時、約束なさったことは、わたしがわた

しの魂の汚れ、すなわち、私のすべての罪

を、この方の血と霊とによって確実に洗っ

ていただける、ということ、そして、それ

は日頃体の汚れを落としているその水で、

わたしが外的に洗われるのと同じくらい確

実である、ということです。

問70　キリストの血と霊とによって洗われると

は、どういうことですか。

答　　それは、十字架上での犠牲においてわたし

たちのために流されたキリストの血のゆえ

に、恵みによって、神から罪の赦しを得る、

ということです。さらに、聖霊によって新

しくされ、キリストの一部分として聖別さ

れる、ということでもあります。それは、

わたしたちが次第次第に罪に死に、いっそ

う敬虔で潔白な生涯を歩むためなのです。

☆ジュネーヴ教会信仰問答でも、問324で、洗礼

の意義は、罪の赦しと霊的更新（新生）である

と問答した後、水を象徴として用いることの意

味を問325と問326で教えています。特に問326

の答が興味深いので、参考までに記します。

ジュネーヴ教会信仰問答

問326 生まれ変わりについてはどうですか。

答　　私たちの生まれながらの本性の死滅が生ま

れ変わりの初めであり、新しい創造物にな

ることがその終わりでありますから、頭に

水が注がれることによって死の印が私たち

に示され、一方、私たちが水のなかに沈ん

だままでなく、ただ一瞬の間いわば葬られ

たようになるだけで、すぐに立ち上がるこ

とのなかに新しい命の印が示されます。

〈今週の聖書日課〉

　日曜日　　ガラテヤ3:26～27

　月曜日　　マタイ3:11

　火曜日　　使徒2:38

　水曜日　　ローマ6:3～11

　木曜日　　コリント一2:13

　金曜日　　ペトロ一3:21

　土曜日　　ペトロ一1:2
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〈悪魔の存在と誘惑〉

　聖書は悪魔の存在を認めて、その存在、その力

について、一貫して語り続けています。悪魔の問

題を真剣に扱うということは、現代では前近代的

な迷信として退けられがちですが、しかし自分自

身と世界の様々な罪の現実を見る時に、今この時

代においても、悪魔はなお現実的存在として、私

達に影響を与え続けているものだと言わざるをえ

ません。そしてその悪魔の目的は、神様から私達

を引き離すということです。

　悪魔がやって来てささやくというこの場面は、

どこかで見たことのあるような場面です。創世記

の最初で、神に造られたアダムとエバは蛇に誘惑

されました。そしてアダムとエバは誘惑に負けて

しまいました。またこの場面は、イスラエルの民

の姿とも重なります。荒れ野で主が40日間断食

されたという姿は、イスラエルの民の荒れ野での

40年間の歩みを彷彿とさせます。そしてその試

練の40年間の間も、イスラエルの民は絶えず神

様から離れる。誘惑に負け、罪を繰り返しました。

人間がその最初から、絶えずその力に支配され続

けてきてしまった悪魔の誘惑、主イエスは、ユダ

ヤのベツレヘムで人間としてお生まれになり、全

ての人間が直面してきた悪魔の誘惑をもまた、こ

の人となられた主イエスは受けられたのです。

〈三つの誘惑〉

　第一の誘惑を、主イエスは旧約聖書の申命記8

章3節の御言葉をもって悪魔の誘惑を拒まれまし

た。悪魔のささやきによって生まれるパンにでは

なく、神の口から出るひとつひとつの言葉にこそ

命があると、主イエスは語られました。

　また第2の誘惑においては、悪魔の方も詩編91

編の言葉を用いて、その詩編を都合よく改変して

誘惑を仕掛けています。御言葉を用いてさえ悪魔

は働きかけてくるのです。そして主イエスはまた

も、申命記6章16節の御言葉をもって答えられま

した。主イエスは神への従順の姿勢を崩されませ

ん。

　そして最後の誘惑は一段と大きな誘惑に膨らん

でいます。しかし主イエスはさらに申命記6章13

節の御言葉によって、誘惑を退けられました。

〈主イエスの従順〉

　主イエスは、神の子が持つ超人的な力によって

悪魔を退けられたのではなく、現実にイスラエル

の民に対して語られた聖書の御言葉、私達にも与

えられている聖書の御言葉によって悪魔に勝利さ

れます。私達に与えられた聖書の言葉は、ただ読

まれて消費されるだけの言葉ではありません。こ

の言葉は悪魔に勝つほどの力を宿した言葉であ

り、そこから神の命が生まれる言葉です。ただ読

まれるためだけの言葉ではなく、それを生きるた

めの言葉です。主イエスは、この御言葉に端的に

表されていますように、私達と同じ人間として神

に従順に歩み切ることで、私たちの失敗の歴史を

塗り変えてくださいました。確かに私たちは、誘

惑に屈したアダムの子孫であり、日々悪魔の誘惑

に敗北する失格者であることを認めざるを得ませ

んが、私たちはひとりで、何も持たずに、悪魔と

戦うのではありません。聖書の御言葉の真実な力

と約束があり、誘惑への勝利者主イエスが共にお

られます。	 （吉岡契典）

	 10月8日	 「荒れ野での誘惑」	 聖書研究

	 テキスト	 マタイによる福音書4章1～11節
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　先週に続いて、主イエスさまのお話です。主イ

エスさまは、洗礼を受けられたあと、しばらくの

間、荒れ野に行かれました。人の住んでいる家が

ない、町外れの場所です。主イエスさまは、しば

しば町外れの寂しい場所に行って、お祈りの時を

持たれました。このときも、洗礼を受けて、いよ

いよ神の国の福音を宣べ伝える、その始まりに備

えて、お祈りをされたのです。福音を宣べ伝える

には労苦と忍耐が必要なのであって、ですから、

主イエスさまは真剣にお祈りされました。食べ物

を食べることも忘れて、40日間もお祈りしてお

られたと、福音書はそのように伝えています。

　さて、40日もの間、食べることも忘れてお祈

りして、主イエスさまは、お祈りを終えたときに、

御自分が空腹であることに気がつかれました。お

なかがすいたのです。

　変な話をするようですが、主イエスさまだって、

おなかがすくのです。主イエスさまは、真実に人

間になってくださったのですから、疲れることが

あれば、眠たくなることもある、おなかもすく。

それはわたしたちと同じです。そして、おなかが

すくと、食べ物が欲しくなります。みんなは、お

なかがすいて、食べ物が欲しくなると、どうしま

すか。お母さんに「ご飯まだ？」って聞きますね。

先生は小さい頃、「ご飯まだ？」って言うだけで

なく、待ちきれなくて、テーブルの上に用意して

あったおかずを隠れてそっと食べてしまったこと

があります。いけないことだと分かっていたので

すが、我慢できませんでした。こういうのを「誘

惑に負ける」と言います。おなかがすいて、わた

したちは、誘惑に負けてしまうことがある。悪い

と分かっていても、やってしまうことがある。こ

れも、わたしたち人間の罪の姿の一つです。

　主イエスさまだっておなかがすく。そのところ

で、主イエスさまも誘惑を受けられました。「誘

惑する者」、「悪魔」が来て、主イエスさまを誘惑

したのです。「悪魔なんかいないさ」と思うかも

しれません。聖書は、しかし、そのようには言い

ません。わたしたちをそそのかし、悪い心を芽生

えさせようとする、わたしたちを悪いことへと導

く、そういう力があるのです。その力を決して小

さく考えてはなりません。

　ここで聖書は、主イエスさまが三つの誘惑を受

けられたと伝えています。どれも大切なのですが、

	 10月8日	 「荒れ野での誘惑」	 説教展開例

	 テキスト	 	 マタイによる福音書4章1～11節

	 参照カテキズム		 子どもカテキズム 問22、 27、 26、 84

〔単元のねらい〕

　主イエス・キリストの公生涯に先立つ、もう一つの出来事として、悪魔の誘惑を受けられた御言葉に

耳を傾ける。この出来事も、主イエス・キリストの生涯の全体像をあらかじめ明らかにする、大切な御

言葉である。主イエス・キリストは悪魔の誘惑を受けられた。誘惑を受ける。このこと自体がすでに主

イエスが真実に人となられ、人の弱さを担われたことを示している。弱さを担うとは、弱さを味わうだ

けでなく、戦ってくださったということである。御言葉は、主イエスが私たち罪人に代わって戦われた

霊的な戦いを証しするのであり、早くも主イエスは悪魔に勝利された。主イエス・キリストの生涯は、

ここで端的に示されている通り、霊的な戦いであったのであり、御父の御心に従順に従われることによっ

て勝利を勝ち取られたのである。この主イエス・キリストの戦いに共にあずかる者とされて、わたした

ちも霊的な戦いを戦う。試みを耐え忍ぶことによって、信仰的に強められ、成長させられる。そのこと

を目指して、忍耐強く試練に立ち向かう者でありたい。この戦いには勝利が約束されている。

「誘惑と戦って勝利された主イエスさま」
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今日は、第一の誘惑について考えます。さっき、

主イエスさまもおなかがすくと言いましたね。先

生はおなかがすいて、誘惑に負けて、まだご飯の

ときでないのに、隠れて食べてしまいました。主

イエスさまも、このとき、おなかがすいて、誘惑

を受けられたのです。

　悪魔が主イエスさまのところに来て、言いまし

た。「神の子なら、これらの石がパンになるよう

に命じたらどうだ」。主イエスさまは確かに神の

子であり、まことの神さまです。ですから、石が

パンになるよう命じたなら、できたのでしょう。

おなかがすいているのですから、石をパンに変え

て食べることができたなら、どんなによいことで

しょうか。そのようにも思います。

　この悪魔の試みのポイントは、「神の子なら」

ということにあります。「神の子なら」、その力を

用いて、自分を助けることができるであろう。と

りわけ、人間とは、真実に人間であるとは、食べ

ること、肉体の命を支えることが大切なのだ。自

分の命を助けるために、神の子としての力を使っ

たらよいだろう、というのです。こうして、悪魔

は、主イエスさまに、自分のために生きるように

と誘惑したのです。さらには、人間の命の土台が

肉体の糧にあるかのように思わせようとしたとも

言えるでしょう。

　しかし、考えなければなりません。主イエスさ

まはへりくだって、罪人の救い主となられたお方

です。ご自分の命を捨てて、わたしたちのために

仕えてくださったお方です。そのお方が、もし御

自分の命を助けようとされたら、どうなっていた

でしょうか。また、主イエスさまは、わたしたち

が神さまによってこそ養われ、はぐくまれること

を教えてくださったお方です。神さまが与えてく

ださる糧、御言葉によってこそ養われることが大

切であると宣べ伝えられたのです。もちろん、肉

体の食べ物も大切です。しかし、肉体の糧を求め

ることに惑わされて、そのために御自分の力を

使ってしまわれたら、どうなっていたでしょうか。

ご自身のお働きと反対のことをしてしまう、とい

うことになりかねなかったのです。悪魔のねらい

は、実のところ、主イエスさまを天のお父さまか

ら引き離すことにありました。「神の子なら」と

ささやいて、実のところ、神の子としての力を正

しくない仕方で使わせようと、そうして、天のお

父さまの御心から遠ざけようとしたのです。

　ですから、主イエスさまは、悪魔の声に耳を傾

けませんでした。「人はパンだけで生きるもので

はない。神の口から出る一つ一つの言葉で生きる」

と答えられました。これは旧約聖書からの引用な

のですが、主イエスさまは、ご自身が神の御言葉

を糧として生きること、自分を助けるのではなく、

罪人のためにご自分をささげてくださるお方であ

ること、そのことから動かされませんでした。悪

魔の誘惑に勝利されたのです。

　実のところ、悪魔の誘惑、試みはみな、突き詰

めるならば、わたしたちを天の御父、生けるまこ

との神から引き離そうとするものなのです。主イ

エスさまは、そのような神に敵対する力、誘惑と

戦って勝利されました。それは、主イエスさまご

自身の力であり、また、天のお父さまに対してお

祈りをささげて、親しい交わりをつちかっておら

れたからこそ、勝利することができたのです。

　わたしたちも、誘惑を受けることがあります。

おなかがすいて、いけないと分かっていても手が

伸びることがあるでしょう。しかし、そのときに、

主イエスさまから離れないようにしましょう。主

イエスさまがわたしたちのために祈り、戦ってお

られます。わたしたちがどうすることが主イエス

さまに喜ばれることであるのか、お祈りして神の

御心を求めましょう。お祈りすることこそ、誘惑

と戦い、試みに打ち勝つ、わたしたちの信仰の武

器なのです。主イエスさまが一緒にいてくださっ

て、わたしたちも誘惑に打ち勝つことができると、

約束されているのです。	 （望月　信）

	〔今週の暗唱聖句〕	 ヘブライ人への手紙2章18節

事実、試練を受けて苦しまれたからこそ、

試練を受けている人たちを助けることがおできになるのです。
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	 10月8日	 「荒れ野での誘惑」	 幼稚科

〈やってみよう〉

御言葉は悪魔の誘惑をやっつける！

目的

　教師と子どもたちの共同作業として、御言葉の力を視覚的なイメージで表現したい。

準備するもの

　ダンボール、紙、ダンボールに穴をあける道具、マジック、ひもゴム、小さな封筒、テープ、はさ

み

手順

　①ダンボールにイエス様（神様）役、人間役、悪魔役をマジックで描き、はさみでそれぞれ切り抜く。

　②人間役のダンボールには、ハート型にした封筒、もしくは袋を貼り付ける。

　③イエス様役と人間役のはじのほうに穴を開け、ひもゴムをその穴に通し、その二つをくっつける。

　④封筒に入るように何枚かの紙に御言葉を書いたカードを切り抜いておく。

　→一人の教師がイエス様役と人間役を持ち、もう一人の教師が悪魔役を持つ。悪魔役が近づいてき

たら、イエス様役と人間役を引き離す。そして子どもたちに御言葉カードを封筒に入れさせる。

そうしたらイエス様役を近づけさせ、悪魔役は離れる。

〈分級では〉

　明日は、体育の日ということで、「スポーツの秋」

がやってきました。子供たち私たちの健康な体を

主に感謝し、外で体を動かしてから分級を始めて

みてもいいかもしれません（それだけで終わって

しまわないように注意が必要ですが）。また、子

供たちの興味のあるスポーツなどを聞いたり、「食

欲の秋」として好きな食べ物を聞くことから、今

日の話へうまく導けたらよいと思います。

〈分級のねらい〉

　私たちは、日々悪魔の誘惑にさらされています。

しかしイエス様は、私たち人間の弱さを担われ、

その悪魔の誘惑に対して勝利するのです。ここで

重要だったのは、やはり聖書の御言葉でした。悪

魔もたくみに聖書の御言葉を引用して攻撃してき

ますが、イエス様はその御言葉の濫用に対して御

言葉をもって打ち破ったのでした。

　私たちは、信仰者としてそのイエス様の勝利を

約束されていますが、この世にあっては悪魔の誘

惑からは逃れられません。私たちもこのイエス様

に倣い、日々御言葉を蓄えられるように心がけ、

それを子供たちに伝えましょう。普段の生活にお

いて、自分が御言葉（イエス様）を通して悪魔の

誘惑から勝利することができたという簡単な証を

子供たちにしてみてはいかがでしょう。

　忘れてはならない大前提は、イエス様が私たち

のために勝利されたことです。それがなかったら、

私たちは毎日禁断の木の実でお腹を膨らませてい

ることでしょう。そのことを深く心に刻み込み感

謝して、子供たちを導くことが出来ますように主

により頼みましょう。

　そいうわけですので、ここでの分級のねらい

は、①イエス様が私たちのために悪魔の誘惑から

勝利された。②それは御言葉をもってであり、私

たちもその剣を持って悪魔に立ち向かうことが出

来る、といえると思います。このことが子供たち

に伝わるように祈りましょう。

〈おいのり〉

　イエス様、あなたが私たちのために悪魔の誘惑

に勝って下さってありがとうございます。また聖

書というプレゼントをありがとうございます。こ

の御言葉を心の中に入れ、聖霊様のお守りとお導

きによって、私たちもイエス様のようにしてくだ

さい。
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	 10月8日	 「荒れ野での誘惑」	 小学科下級

〈ねらい〉

　子どもたちの日々の歩みのなかにも、様々な誘

惑が待ち受けている。イエス様に倣い、またみこ

とばに励まされて、悪魔に打ち勝つことができる

ことを、分かち合いたい。

〈展開例〉

1. この時のイエス様のようにお腹がすいていた

り、何かほしい時など、いけないことだと分かっ

ていても、つい悪いことをしてしまったことは

ありますか？（悪いことについてはあまり話し

たがらない場合もあり得るので、先に教師が身

近な話題（子どものころの失敗談など）で口火

を切るのもよい。）

　→子どもたちの自由な発言を促し、耳を傾ける。

2. この時イエス様は、40日間もご飯を食べてい

ませんでした。イエス様は私たちと同じ人間の

体でしたが、そのような時にも、悪魔の悪い誘

いに負けることがありませんでした。それはな

ぜですか。

　→イエス様が、人であると同時に、罪のない神

のひとり子であることを確認する。

3. みんなは悪いことをしたくないのに、どうし

てもしてしまうのは、私たちの罪（悪魔の力）

ですね。そんな時、どうしたら私たちは、悪魔

の力に勝つことができるでしょうか？

　→お祈りする、聖書を読む、などの答えに導く。

〈ワーク〉

①イエス様が悪魔の誘惑を受けたのは、どんな場

所でしたか。（荒れ野）

②おなかのすいたイエス様に、悪魔は「石をパン

に変えればいいじゃないか」と言いました。イ

エス様は悪魔に、何と答えましたか。（4章4節）

③三度も悪い誘いをしてくる悪魔に、イエス様

が最後におっしゃったことばは何でしたか。10

節を、声に出して読んでみましょう。

〈おいのり〉

　神様、私たちが悪い誘いに負けそうになる時、

みことばを思い出して、悪魔に打ち勝つことがで

きますように。私たちといつも一緒にいて、助け

てください。

人はパンだけで生きるものではない
神の口から出る一つひとつの言葉で生きる
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	 10月8日	 「荒れ野での誘惑」	 小学科上級

〈ねらい〉

　誘惑の言葉に秘められた悪魔のねらいは ?

　イエス様はどのようにして悪魔の誘惑を退けら

れたのでしょうか。

〈展開例〉

1. 第一の誘惑

　「神の子なら、これらの石がパンになるように

命じたらどうだ」

　悪魔はイエス様に語りかけます。「お腹がすい

ているのでしょう。あなたが神の子、救い主なら

神の力を発揮してこの石をパンに変えて食べたら

どうですか」

　しかしイエス様は神様がお命じにならない奇跡

を行ったりはしませんでした。自分のために神の

子としての力を使うことをなさいませんでした。

イエス様は答えられました。「『人はパンだけで生

きるものではない。神の口から出る一つ一つの言

葉で生きる』と書いてある」

　人間を幸せにするものは何でしょうか。お金

ですか？ たとえどんなに生活が豊かになっても、

それだけで人は決して幸せにはなれません。パン

だけを求めるならパンを与えてくださるお方のこ

とを考えず、自分の力だけで生きていると思うよ

うになるでしょう。

　人を本当の意味で幸せにし、生かすものは私た

ちを生かしてくださろうとする神の御心です。そ

の御心があらわされた神様の言葉によって人は生

きるのです。

2. 第二の誘惑

　「神の子なら、飛び降りたらどうだ」

　悪魔はさらに「あなたがそんなに神に信頼して

いるなら、飛び降りてみろ。神が助けてくれるか

試してみろ」と誘惑します。

　イエス様は答えられます。「あなたの神である

主を試してはならない」

　これは神が自分を愛しているか、助けてくれる

かをテストしてはならないということです。この

テストに合格したら私は神様に従いますといって

いるのです。神様を試すということは神様を信頼

していないことと同じです。

　イエス様は神様を試すようなことは決してなさ

いませんでした。

3. 第三の誘惑

　「わたしを拝むなら、これらをみんな与えよう」

　悪魔の目的は神様から人間を引き離し、神を礼

拝させないようにすることです。そして悪魔を拝

むようになってほしいのです。

　「そんなに救い主、王になりたいのなら私が神

様の代わりに全世界を支配する権力を差し上げま

しょう。私を拝むなら、世の権力も栄光もみんな

あなたのものになるでしょう」

　「十字架のつらい道をいかなくても、私を拝み

さえすれば、全世界を手に入れることがすぐにで

きますよ。富も力も栄光もみんな差し上げましょ

う」と悪魔はささやきます。

　しかしイエス様は ｢ 退け、サタン。『あなたの

神である主を拝み、ただ主に仕えよ』と書いてあ

る ｣と悪魔を追い払います。

　私たちが神様を礼拝するのは、何かを得るため

ではありません。神様を礼拝することこそが私た

ちの幸せなのです。私たちは神様だけを礼拝し、

神様に従って生きる者として造られているのです。

4. 悪魔のねらい

　これらの三つの誘惑のねらいは、「あなたが神

の子なら」といって、神の力を御心に背く形で使

わせ、イエス様が神様に従わないようにさせるこ

とでした。

　しかし、イエス様は神様の御言葉によって悪魔

の誘惑を退けられました。ただ神の御言葉に信頼

し、どこまでも従い通すお方こそ、本当の「神の

子」だからです。

5. 考えてみよう

　次の中であなたにとって一番誘惑となるものは

何ですか。それは三つの誘惑のうち、どれに最も

近いと思いますか。

　・親への不満　　　　　　・占い

　・万引き　　　　　　　　・ゲーム

　・性への関心　　　　　　・お金

　・友達とのつきあい　　　・いじめ
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	 10月8日	 「荒れ野での誘惑」	 中学科

〈今日のカテキズム〉

カテキズムをする前に……

☆参照カテキズムとして、子どもカテキズム問

22（二性一人格）、26（キリストの祭司として

の働き）、27（キリストの王としての働き）、84

（主の祈り第六の祈願）が挙げられています。

☆問84はまさしく誘惑（試み）のことを祈る祈

りについての問答です。

問84　「我らを試みにあわせず、悪より救いい出

したまえ」では、何を祈り願うのですか。

答　　罪深い私たちは、神さまの憐れみがなけれ

ば、一瞬でも神さまの子どもとしての祝福

に生きることはできませんし、またサタン

も攻撃してくるので、罪の誘惑から守って

ください、罪との戦いに勝てるようにして

ください、ということです。

☆主の祈り第六の祈願についてのカテキズムは8

月6日でも取り上げましたが、今回はジュネー

ヴ教会信仰問答の問289（今回は渡辺訳で）と、

ウェストミンスター小教理問答の問106を挙げ

ておきます。

ジュネーヴ教会信仰問答（渡辺訳）

問289 要約すればどういう内容ですか。

答　　主が私たちを倒したまわず、あるいは罪に

陥ったままでいるのを宜しとされぬこと、

悪魔や絶えず攻撃してやまぬ肉の欲に敗北

するのを許したまわぬこと、むしろ、それ

に抵抗する力を備えさせ、御手をもって支

え、御保護のもとに守りまたかば庇いたも

うこと、こうして私たちが神に保護され、

世話されて安らかに住まうにいたりますよ

うに、ということです。

ウェストミンスター小教理問答

問106 第六の祈願では、私たちは何を祈り求め

るのですか。

答　　（「我らをこころみにあわせず、悪より救い

出したまえ」という）第六の祈願で私たち

が祈る事は、神が私たちを罪の誘惑から

守ってくださるか、私たちが試みられる時

に私たちを支えて助け出してくださるよう

に、ということです。

〈今週の聖書日課〉

　日曜日　　マタイ6:13

　月曜日　　マタイ26:41

　火曜日　　コリント二12:7b～10

　水曜日　　ユダ24～25

　木曜日　　ヨハネ17:15

　金曜日　　コリント一10:12～13

　土曜日　　ヘブライ2:18

先生方へ①

　今年度の中学科の分級では、教理問答を、

文字どおり「問答」という言語活動をしなが

ら、先生と生徒の間の対話を生み出し、生徒

が心に御言葉を蓄えていく助けとなるよう、

これを行うことを目的としています。けれど

も、前号の望月先生の記事を読んで、もしか

したら、分級展開例に書かれているものをそ

のまま生徒に一方的に語るという形に陥って

いるのではないか、という危惧、そしてやは

り問答が形式的になってしまっているのでは

ないか、という危惧が頭をよぎりました。実

際のところはいかがでしょうか。分級展開例

に書かせていただいていることは、むしろ、

先生方の黙想の手助けをするようなものと考

えていただいた方がいいと思います。私もい

ろいろな教会の中学生たちの顔を思い浮かべ

ながらこれを書いていますが、それぞれの分

級の状況まではわかりませんので、「自分の

分級では、あの子とこういうことを話そう」

と思いながらピックアップしたり、応用した

りしていただければ、と思っています。
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〈召命とは〉

　「召命」とは神様から召されて特別な使命を与

えられることです。わたしたちクリスチャンは神

様であるイエス様から召され、イエス様の弟子と

して働くという素晴らしい使命を与えられていま

す。本日の箇所は、ペトロ、アンデレ、ヤコブ、

ヨハネの四人の漁師たちの召しを通して、わたし

たちがイエス様の弟子とされるということの意味

を教えています。

〈イエスの方からの召し〉

　ガリラヤ湖のほとりを歩いておられたイエス様

は、ペトロ、アンデレ、ヤコブ、ヨハネの4人の

漁師を見て自分の弟子になさいました。しかし、

本日の箇所から分かることは、イエス様は彼等を

一方的に召して弟子になさったということです。

決して、ペトロやアンデレたちの方からイエス様

に弟子入り志願をしたのではありません。この事

実から、わたしたちがイエス様の弟子とされると

いうことは、人間の意志や努力を超えた神様の側

からの自由な召しであるということを教えられま

す。

〈無条件な服従としての召し〉

　19節でイエス様はペトロとアンデレに対して

「わたしについて来なさい」とおっしゃいました。

ここでイエス様は彼等にご自分の後に従うように

命じられたのです。ここから教えられることは、

わたしたちはイエス様の召しに対して「これこれ

の範囲でなら従います」とか、「もう少し後でな

ら従います」というように、わたしたちの方から

条件を付けることは許されていないということで

す。

　20節にあるように、イエス様の召しに対して、

ペトロとヨハネは「すぐに網を捨てて従った」と

あります。またヤコブとヨハネも22節で、「この

二人もすぐに、舟と父親とを残してイエスに従っ

た」とあります。このようにイエス様の召しは、

わたしたちに無条件にイエス様の召しに従って歩

み出すことを求めているのです。

〈何の為の召しであるのか〉

　イエス様はそもそも何のために彼等を召して、

ご自分の弟子となさったのでしょうか。イエス様

は19節後半で、漁師であった彼等に「人間をと

る漁師にしよう」とおしゃいました。「人間をと

る漁師」とは、簡単に言うと、罪によって神との

交わりを失っていた人間を、罪の支配から救い、

神の国へと導くための仕事をする人のことです。

もちろん、主イエス・キリストこそが、わたした

ちを罪から救い、神の国に導くために、天の父な

る神様から遣わされた「人間をとる漁師」です。

　しかし、本日の箇所から教えられることは、わ

たしたちがイエス様の弟子とされるということ

は、わたしたちもまたイエス様と共に「人間をと

る漁師」として、神の国のために働くという素晴

らしい使命を与えられるということです。イエス

様は、わたしたちをそのような素晴らしい働きの

協働者として召していてくださるのです。

	 （弓矢健児）

	 10月15日	「弟子の召命」	 聖書研究

	 テキスト	 マタイによる福音書4章18～22節
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　イエスさまがご自分の弟子としてお選びになっ

た人の数を知っていますね。そう、十二人の人々

です。この人々はイエスさまの救い、神さまの恵

みのみ国のよきおとずれを宣べ伝える、たいへん

たいせつな働きをしました。

　今朝は、そのうちの四人の人々－シモン（この

人は、のちにイエスさまから「ペトロ」という名

前をいただきます）、アンデレ、ヤコブ、ヨハネ

の四人です。シモンとアンデレは兄弟でした。ヤ

コブとヨハネも兄弟でした。そして、四人はみな

漁師の仕事をしていました。毎日ガリラヤ湖で魚

をとっていたのです。

　その日も彼らは漁師の仕事の真っ最中でした。

ガリラヤ湖のほとりで、魚を獲る網の手入れをし

ていたのです。そこへ、イエスさまが近づいて来

られました。ご自分のほうから、彼らに近づいて

くださったのです。

　とてもおもしろいと思います。四人は漁師でし

た。漁師の仕事は魚を獲ることです。でも、ここ

では彼らが魚です。そして、漁師はイエスさまで

す。イエスさまは、魚たちを神さまのみ国に招き

入れる網を持って、四人の漁師たちに近づいて、

ご自身のみ言葉によって彼らをすなどられたので

す。

　神さまのみ国の祝福は、とても大きな祝福です。

そこにはイエスさまがともにおられます。そこで

はすべての罪はゆるされ、もう死ぬことさえもこ

わがらなくてよいのです。永遠の命をいただける

からです。そこではもう嘆くことも悲しむことも

ありません。そういう国に、イエスさまは私たち

をも招き入れてくださいます。今、この漁師たち

をも入れてくださろうとしているのです。

　魚たちは、みなイエスさまの網に入っていきま

した。

　「二人（シモンとアンデレ）はすぐに網を捨て

て従った」（20節）。

　「この二人（ヤコブとヨハネ）もすぐに、舟と

父親とを残してイエスに従った」（22節）。

　すばらしいプレゼントをいただけるというとき

に、それをいらないと言う人はないでしょう。イ

エスさまが彼らに与えようとしておられるプレゼ

ント－神さまのみ国の祝福、罪のゆるしと永遠の

命の恵みは、最高のプレゼントです。地上のどん

な宝と引き換えにしても惜しくはないほどの贈り

物です。イエスさまはご自分に従うなら、このプ

レゼントを確かに与えると約束してくださいまし

た。ですから、彼らはすぐに、すべてを捨ててイ

エスさまに従っていったのです。

　それだけではありません。イエスさまはこのよ

うにもおっしゃいました。

　「わたしについて来なさい。人間をとる漁師に

しよう」（19節）。

　それまで彼らは湖で魚を獲っていました。けれ

どもイエスさまに従っていくなら、これからは人

	 10月15日	「弟子の召命」	 説教展開例

	 テキスト	 	 マタイによる福音書4章18～22節

	 参照カテキズム	子どもカテキズム 問37、38

〔単元のねらい〕

　今朝はガリラヤの四人の漁師たちが主イエスの招きのみ声にこたえて、弟子となって従った箇所のみ

言葉から学びたい。時は満ち、神の国は近づいたと、それゆえに悔い改めて福音を信ぜよと主イエスは

仰せになる。そしてみ言葉を聞く者に、み国の祝福を分け与えてくださる。主イエスの招きが掛け値な

しの恵みの招きであることを、それゆえに主イエスに従うことが掛け値なしの祝福であることを、子ど

もたちとともに確かめたい。

「わたしについて来なさい」
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間を獲る漁師となると言われるのです。すなわち

イエスさまのみ言葉を宣べ伝えることによって、

多くの人々を神さまのみ国の幸いへとすなどる漁

師となるのです。神さまの恵みに捕らえられた彼

らが、今度は人々をみ国の恵みに捕らえる人とな

るのです。み国の祝福を多くの人々とわかちあう

人となるのです。そのようにしてイエスさまは、

み国の幸いをおし広げていくお働きのために、彼

らをもお用いになるのです。私たちをも用いてく

ださるのです。

　イエスさまは四人の漁師たちに「わたしについ

て来なさい」と言われました。そして彼らはこの

み言葉に従って、イエスさまの弟子とされました。

　イエスさまはわたしたちのひとりひとりにも

「わたしについて来なさい」と仰せになって、招

いてくださっています。これは神さまのみ国への

招きです。わたしたちもまた、このみ言葉に従い

ましょう。イエスさまについていきましょう。

　この招きにこたえるかどうかということが、わ

たしたちの人生を決めると言ってよいのです。な

ぜならイエスさまとともに生きる道、神さまのみ

国に入る道こそがほんとうの幸いの道、命の道だ

からです。	 （木下裕也）

	〔今週の暗唱聖句〕	 マタイによる福音書4章19～20節

イエスは、「わたしについて来なさい。人間をとる漁師にしよう」と言われた。

二人はすぐに網を捨てて従った。
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	 10月15日	「弟子の召命」	 幼稚科

〈ねらい〉

　四人の弟子のように、イエス様に従うことの感

謝と喜び、神様と共に歩むことの素晴らしさを知

る。

〈展開例〉

　ある朝、イエス様がガリラヤ湖畔を歩いていま

した。そこで二人の漁師シモン（後にイエス様か

ら「ペテロ」と呼ばれる）と兄弟のアンデレとが

網を打っているのをご覧になりました。

　イエス様は「わたしについてきなさい。あなた

がたを人間をとる漁師にしてあげよう」と言われ

ました。彼らは魚を捕るのが仕事なのに、ここで

はイエス様が漁師で二人は魚です。人間を捕る漁

師？ どういうことかな？

　それは人々をイエス様のもとに連れてくるとい

うことです。

　すると二人は網を捨てて、すぐにイエス様に従

いました。網は彼らにとってはすごく大事なもの、

生活の糧です。しかし、それよりも、イエス様を

選んだのです。

　またイエス様がすこし進んで行かれると、ヤコ

ブと兄弟のヨハネが父親のゼベダイと一緒に網を

直していました。そこで彼らをお招きになりまし

た。

　すると二人は舟と父をおいて、イエス様に従っ

ていきました。

　彼らもシモン、アンデレと同じように、大事な

舟と父をおいてイエス様についていきました。

　地上でのどんな宝よりもイエス様に従うことの

素晴らしさを知っていたのですね。

　彼ら四人は、イエス様がお招きになったのです。

彼らが高いお金を払って買ったのではなく、山に

こもって修行したのでもありません。イエス様の

一方的な恵みにより招かれました。

　また彼らは学者とか有名人ではなく、ごく普通

の人です。招かれた彼らはすぐにイエス様につい

ていきました。「この仕事が終わってから」とか「あ

とで」とかではなく、無条件に、すぐについてい

きました。

　私たちも彼らのようにイエス様のもとにたくさ

んの人々を連れていき、イエス様の素晴らしい愛

を伝えましょう。
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	 10月15日	「弟子の召命」	 小学科下級

〈ねらい〉

　今、教会に集められている私たちも、弟子たち

と同じように、ひとりひとりが神様によって招か

れていること、そしてみことばを宣べ伝えるはた

らきに召されていることを、分かち合いたい。

〈展開例〉

1. 漁師さんたちは、「私についてきなさい」と言

われて、仕事をやめ、家族とも離れて、イエス

様に従いましたね。同じように、私たちもイエ

ス様に招かれています。どんなことか、わかり

ますか？

　→今日の日曜日、私たちがどこか他の場所では

なく、礼拝をするために教会に来ることがで

きたのも、イエス様が招いてくださっている

からですね。

2. 湖で魚をとっていた漁師さんたちに、イエス

様は「人間をとる漁師にしよう」とおっしゃい

ました。お弟子さんになった人たちは、イエス

様が神様のみことばをたくさんの人に伝えるお

手伝いをしました。私たちにも、みことばを伝

えるために何かできることはあるでしょうか？

　→お友達を教会学校に誘う、イエス様を知らな

い人のためにお祈りする、困っている人を助

けてあげる、など答えられるよう導く。

〈ワーク〉

①一緒にお弟子さんになった、シモンさんの兄弟

の名前はなんですか。（アンデレ）

②あとになってイエス様につけていただいた、シ

モンさんの新しい名前はなんですか。（ペトロ）

③ヤコブさんの兄弟の名前はなんですか。（ヨハ

ネ）

④お弟子さんになった四人が漁師をしていた湖の

名前はなんですか。（ガリラヤ湖）

〈おいのり〉

　神様、小さな私たちもイエス様の弟子として招

いていてくださることを、ありがとうございます。

このお弟子さんたちのように、イエス様を心から

信じ、素直に従うことができるようにしてくださ

い。

わたしについて来なさい。人間をとる漁師にしよう
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	 10月15日	「弟子の召命」	 小学科上級

〈ねらい〉

　弟子たちの召命をとおして、主に召され従うこ

との祝福を学ぶ。

〈展開例〉

1. 導入

　小学校の高学年になると自分の将来や進路につ

いて具体的に考え始める子もいると思います。

　自分の人生の設計図は何を基準に描くのでしょ

うか。得意なことや興味のあることから将来の夢

を描く子もいるでしょう。人との出会いによって

心を動かされたことがきっかけとなる場合もある

でしょう。一人一人の子どもたちの将来の夢を聞

いてみることから、話し始めるといいかもしれま

せん。

2. 弟子たちの場合

　今日のお話に出てくる、イエス様の最初のお弟

子さんたちの場合はどうだったのでしょうか。

　ペトロ、アンデレ、ヤコブ、ヨハネの四人はみ

な魚をとる漁師でした。それがある日、「人間を

とる漁師」、つまりイエス様の弟子になるように

召されたのです。

　それは彼らが、自分から「どうか弟子にしてく

ださい」とイエス様にお願いしたからでしょうか。

そうではありません。「わたしについて来なさい。

人間をとる漁師にしよう」とイエス様が招かれた

からです。その言葉に彼らはすぐに従いました。

3. 召命とは

　召命とは字のように、イエス様が召して命じる

ことです。私たちがイエス様に、弟子になるよう

にと呼び出されることです。英語ではコーリング

（calling）といいます。

　呼び出された人たちはどう答えましたか。彼ら

は「突然そんなことを言われても……。もう少し

考える時間をください」「わたしにはもっとやり

たいことがあるんです」「今の仕事や用事がすん

でからにします」などとは言わなかったのです。

　彼らはすぐに網を捨て、父を残してイエス様に

従いました。それは彼らが弟子としてふさわしい

立派な人物だったからではありません。

　イエス様が彼らをとらえたのです。彼らはイエ

ス様の網にとらえられてしまったのです。

　イエス様にとらえられると、自分のそれまでの

古い生き方を捨て、新しく歩み出さざるを得ない

ようなことがその人の中で起こってきます。

4. 人間をとる漁師に

　ペトロさんたちは、以前は魚をとって暮らして

いました。彼らは魚をとる漁師から、イエス様の

ことを述べ伝える働き、人間をとる漁師に召され

ました。

　彼らは永遠の命であるイエス様を宣べ伝えるこ

とによって、多くの人々を神様の国へと導く、す

ばらしい働きへと召されました。

5. あなたも呼ばれている

　イエス様は、ご自分のもとに呼び出す人のこと

をよく知っておられます。その人がどういう性格

でどんな癖があるのか。どこが弱いのか、苦手な

のか、また得意なのか。将来の失敗も含めて、そ

の人を知り抜いておられます。

　イエス様は呼び出された人に、その人にしかで

きない働きをお与えになります。その人の手を用

いて神様の働きを推し進められます。

　呼び出してくださるお方は真実な方ですから、

従う人を強め、その人を用いて神様に喜ばれる実

を結ばせてくださいます。

　イエス様を裏切ったような弱い弟子たちも、最

後には死をも恐れない者とされました。大勢の人

たちが、このお弟子さんたちの働きによって救い

へと導かれたのです。

　私たちもイエス様の働きに招かれています。イ

エス様に呼び出されたとき、あなたはどうこたえ

ますか。

6. クイズ「わたしは誰でしょう」

　大きな紙にペトロ、アンデレ、ヤコブ、ヨハネ

の名前を書いておく。118ページを参照してくだ

さい。それぞれの人物の説明を書いて、それを一

つずつ切り取ったものを用意しておく。誰のこと

なのかを考えさせて、当てはまる人の名前の下に

その紙を貼ってもらう。
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	 10月15日	「弟子の召命」	 中学科

〈今日のカテキズム〉

カテキズムをする前に……

☆参照カテキズムとして、子どもカテキズム問

37、38が挙げられています。

問37　神さまが人に求めておられることは何で

すか。

答　　神さまが私たちに求めておられることは、

感謝することです。

問38　あなたはその感謝をどのようにしてあら

わしますか。

答　　神さまが聖書を通して明らかにしておられ

る御心に従うことです。

☆次のカテキズムの「なぜ善い行いをしなければ

ならないのですか」という問いは、ちょっとカ

チンとくるかもしれません。けれども、答えの

方を見ると、イエスさまに救っていただいて、

福音を宣べ伝える働きに召された弟子たちが、

そのように生まれ変わらせられたこと、感謝し

たこと、生活したこと、多くの人をキリストに

導いたことを思い起こさせられます。そして、

わたしたちもそうありたい、と思わせられると

思うのです。長い文章ですが三つの部分に分か

れていますから、少しずつ挑戦してみましょう。

ハイデルベルク信仰問答

問86　わたしたちが自分の悲惨から、自分のい

かなる功績にもよらず、恵みによりキリス

トを通して救われているのならば、なぜわ

たしたちは善い行いをしなければならない

のですか。

答　　なぜなら、キリストは、その血によってわ

たしたちをあがな贖われたのち後に、その

聖霊によってわたしたちを御自身のかたち

へと生まれ変わらせてもくださるからで

す。

　　　それは、わたしたちがその恵みに対して 

全生活にわたって神に感謝を表し、この

方がわたしたちによって讃美されるためで

す。

　　　さらに、わたしたちが自分の信仰を その

実によって自ら確かめ、わたしたちの敬虔

な歩みによって わたしたちの隣人をもキ

リストに導くためです。

〈今週の聖書日課〉

　日曜日　　ローマ12:1～2

　月曜日　　コリント一6:19～20

　火曜日　　ガラテヤ5:22～26

　水曜日　　ローマ6:13

　木曜日　　マタイ5:16

　金曜日　　ローマ14:17～19

　土曜日　　ペトロ一2:5～12

先生方へ②

　今回は「教理問答と聖書と中学生」という

テーマで少し書かせていただこうと思いま

す。最近、教理問答についている引照聖句の

リストはどのくらいの重みを持たれているだ

ろうか、と思わされています。今、西神伝道

所の祈祷会で、ウェストミンスター小教理問

答の一つ一つについて、挙げられている引照

聖句を丁寧に読んでいくことで、その問答に

込められている教えを読み解く、という学び

をしています。今まで幾度となく解説を聞い

てきたウ小教理ですが、祈祷会での学びを通

して、ウェストミンスター信仰基準が徹底的

に聖書に聞いて、その真理を追究し、その深

い聖書理解に基づいて書かれているというこ

とがわかり、毎回感動を覚えています。問答

の文言だけではわからない（隠されている）

ことが、引照聖句をじっくりと読んでいくと、

見事に明らかになるのです。やはり主体は教

理ではなく聖書（引照聖句）の方なのだと気

づかされます。逆にまた、解釈の難しい聖書

箇所について、問答が適切な読み方を教えて

くれる例も見ました。
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〈誰に語られたのか〉

　本日の箇所は、イエス様のお語りになった「山

上の説教」の一番最初の部分です。2節にあるよ

うに、この教えは直接的には、近くに寄って来た

弟子たちに対して語られたものです。つまり、山

上の説教全体は弟子たちに対して語られた言葉で

あり、それは弟子とされた者が、この世にあって

いかに生きるべきかを教えた言葉です。その中で

も本日の箇所は所謂「祝福の教え」と呼ばれてい

る箇所であり、「幸いである」というイエス様の

言葉を通して、イエス様の弟子して生きる者に与

えられる祝福がまず教えられています。

〈幸いであること〉

　ここでイエス様がおっしゃっている「祝福」は、

決して「遠い将来に祝福が与えられる」、「いつか

は祝福が与えられるだろう」、というような曖昧

なものではありません。本日の箇所で「幸いであ

る」と言われている言葉は、直訳するならば「幸

いなるかな！」又は、「なんと幸いな！」という、

今現在の祝福を喜ぶ感嘆詞です。つまり、イエス

様はここで、主の弟子として生きる者は既に神様

の祝福が与えられているのだ、という恵みの現実

を語っておられるのです。

〈「心の貧しさ」とは〉

　イエス様はこの祝福の教えの最初を、「心の貧

しい人々は、幸いである」という言葉ではじめら

れました。それなら「心の貧しい人々」とは一体

どのような人のことでしょうか。ここで言われて

いる「心」とは「プニューマ」、すなわち霊を意

味します。つまり、ここでは単なる経済的な貧し

さというより、神様との関係における、わたした

ち人間の霊的な貧しさが強調されています。

　イエス様がマタイ10:30で教えておられるよう

に、人間は自分の髪の毛一本さえも自分の力では

なく、神様の摂理の御手に負っています。人間は

全てのことを実は神様に負っているのであり、神

の御手によらなければ生きることはできません。

だからこそ、わたしたちは自分の力におごるので

はなく、神様の前に自分自身の無力さ、貧しさを

まず知らなければならないのです。

〈天の国の恵みの中を生きる幸い〉

　しかし、なぜイエス様はここでそのような「心

の貧しい人々」が「幸いである」などと語ってお

られるのでしょうか。それは、イエス様が心の貧

しさの現実、弱さの現実にあるわたしたちをそれ

でも愛し、わたしたちに天の国の恵みを与えてく

ださるお方だからです。「天の国の恵み」とは「神

の国の恵み」と同じです。簡単に言うならば、「神

様の愛の中で神様と共に生きる恵み」ということ

です。自らの貧しさを認め、イエス様を信じ、イ

エス様の召しに従って歩む者は、そのような素晴

らしい祝福の中を生きることができるのです。

	 （弓矢健児）

	 10月22日	「幸いの説教」	 聖書研究

	 テキスト	 マタイによる福音書5章1～12節
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　だれもが幸せな人生を送りたいと願っていると

思います。わざわざ不幸な人生を望む人などあり

ませんね。では、幸せな人とは、どのような人を

言うのでしょうか。

　イエスさはがあるときに山に登られて、み言葉

をお語りになりました。そのみ言葉は、幸せな人

とはどのような人を言うのかということから語り

出されました。

　そしてイエスさまは、まっ先にこうおっしゃっ

たのです。

　「心の貧しい人々は、幸いである。

　天の国はその人たちのものである」（3節）。

　心の貧しい人々は幸いであるとイエスさまは

はっきりとおっしゃいました。そして、そのよう

な人々こそ神さまのみ国に入ることができるとも

おっしゃったのです。

　これを聞いて、皆さんはどう思いましたか。貧

しいことが幸せだなんておかしいな、貧しいこと

は不幸なことではないのかなと思った人はいませ

んか。

　確かに、生活は貧しいよりも豊かであってほし

いですね。それから、心も貧しいよりは豊かであ

りたいと思います。豊かな心を持つ人になれたな

ら、やはりそのほうが願わしいことだと思うので

す。

　でも、イエスさまは心の貧しい人々こそ幸いな

のだとおっしゃるのです。このイエスさまのみ言

葉は、どのような意味なのでしょうか。

　このみ言葉を理解するうえでたいせつなこと

は、貧しいという言葉の意味を正しくわきまえる

ことです。実はここで貧しいとは、からっぽであ

るということです。うつろであるということです。

ちょうど、からっぽの器を想像してくださるとよ

いと思います。つまりイエスさまは、心がからっ

ぽな人々は幸いであると仰せになるのです。

　では、なぜ心がからっぽな人々は、幸せなので

しょうか。

　それは、心がからっぽな人ほど、そこにイエス

さまのみ言葉をたくわえることができるからで

す。うつろな所にこそ、イエスさまの恵みがあふ

れるほどに満たされるからです。

　わたしたち人間は神さまに造られました。人間

の命も神さまによって生かされています。わたし

たちが日々生きるための食べ物も飲み物も、知恵

や力も、神さまが備えてくださる恵みの賜物です。

　けれども、人はどうかするとそのことを忘れて

しまいます。そして、自分ひとりで生きている、

神さまの守りや支えなしに、ひとりで生きていけ

ると思い込んでしまいます。そうすると、イエス

さまを心から締め出してしまうことも起こるので

す。イエスさまのみ言葉をたくわえておく場所

を、この世のもろもろのことでいっぱいにしてし

まうのです。そういう人々は、幸いな人々ではな

いのです。いちばんたいせつなことを忘れ果てて

	 10月22日	「幸いの説教」	 説教展開例

	 テキスト	 	 マタイによる福音書5章1～12節

	 参照カテキズム	子どもカテキズム 問2

〔単元のねらい〕

　主イエスの山上の説教は、まず幸いな人々について語る。幸いな人々とは「心の貧しい人々」「悲し

む人々」「柔和な人々」「義に飢え渇く人々」「憐れみ深い人々」「心の清い人々」「平和を実現する人々」

「義のために迫害される人々」を言うが、今朝はとくに「心の貧しい」人々について学びたい。

　ここで留意すべきことは、「貧しい」の意味である。それは空である、うつろであるということである。

カルヴァンが、信仰とはそれ自身はひたすらむなしいものであると指摘していることも思い合わされる。

「心の貧しい人々は幸いである」
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しまっているからです。

　心の貧しい人々とは、心をからっぽにしておく

人々です。それはイエスさまの恵みをそこにいっ

ぱいに満たしていただくためです。その人々は、

人はイエスさまの恵みなしには一日も生きること

ができないことを知っています。イエスさまのみ

言葉に豊かに養われて生きることが、天国の幸い

をもたらすことをよく知っているのです。

　世の中には、貧しいことが不幸である、みじめ

であるという考えがあるかもしれません。けれど

も、神さまのみ前で貧しくあることは、不幸なこ

とでもみじめなことでもないのです。はんたいに、

これほど幸せなことはないのです。

　イエスさまこそがわたしたちのほんとうの宝で

す。ほんとうの富、豊かさは、イエスさまが私た

ちの心に住んでくださることです。どうかこのこ

とを、しっかりと覚えておいてください。

パウロはイエスさまを信じて生きる人を、イエス

さまという宝を納めた土の器にたとえています。

器は土でできていますから、もろくこわれやすい

のです。わたしたちも、弱く罪深い器です。でも

その器には永遠の命の宝が納められています。で

すから、どんなときにも輝きを失うことはないの

です。	 （木下裕也）

	〔今週の暗唱聖句〕	 マタイによる福音書5章3節

心の貧しい人々は、幸いである、

天の国はその人たちのものである。
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	 10月22日	「幸いの説教」	 幼稚科

〈ねらい〉

　「幸い」な人とは、自分の中には神さまに喜ば

れるものは何一つない、ただ罪人でしかないこと

を認める人のことです。神さまの前に物乞いのよ

うに、赦し、義を求める人、つまり心の貧しい人

のことです。なぜなら、神さまはそのような人と

いつまでも共にいてくださるからです。子どもた

ちに、自分は幸せな子ども、神さまがいっしょに

いてくださっている子どもだと分からせてあげた

いと思います。そのために、「○○ちゃんは、今

日、教会学校に来れたから、イエスさまから、『幸

せだよ』と言われているんだよ」と告げてあげま

しょう。

〈お話例〉

　今から約2000年前、主イエス様が、ガリラヤ

湖のそばの山に登りました。イエス様は私たちを

救うために、神の国から来て下さった神様です。

十字架にかかって下さるまで、いろいろなところ

でたくさんの人々に神の国についてお話して下さ

いました。今日は、山に登り、いままで誰も聞い

たこともない素晴らしいお話をして下さいまし

た。イエス様のそばにいる弟子たちと、その周り

にいる、イエス様を信じて歩む人たちに「幸せな

人生」についてお話されたのです。

　「心の貧しい人たちは、幸いである。天国は彼

らのものである。」

　この「心の貧しい人」というのは、どういう人

のことでしょう。ギリシャ語では、「おびえた人、

怖れて身を隠し震え上がった人」のことです。ユ

ダヤの言葉でも「貧しい」というのは「悩まさ

れる人」のことを意味します。または、「物乞い」

ともいうのです。

　この世の中の人々は、幸せになるためにお金持

ちになりたい、有名になりたい、地位を得たい。

学歴や才能がほしい、美しくなりたい、こうした

ことが幸せになると思って追い求めているかもし

れませんネ。○○ちゃんも、きれいなお洋服、お

いしい食べ物、たくさんのおもちゃ、立派なお家

がほしいと思っているかもしれませんネ。

　でも、こうしたものは、人を心の底から幸せに

はしてくれないのです。こうしたものは、すぐな

くなってしまうものだからです。

　なくならないもの、それは、神さまです。イエ

スさまとおもちゃとどちらが大切ですか。おも

ちゃが一杯あって、イエスさまを大切にしない人

は「心の貧しい人」ではありません。「心の貧し

い人」というのは、「ただ、ただ、神様の助けと

見守りとお支えがなければ、一歩たりとも進めま

せん。どうか、神様、私を助けて下さい」と祈る

人、神さまでしか心が満たされることのない人の

ことです。

　ほんとうの「幸せ」というのは、神様が私たち

に御顔を向けて祝福し、恵みを与えて下さり、私

の人生を神様の御旨によってご計画して下さって

いるかどうかにあるのです。そして、私たちは、

神様のご計画に従って従順に誠実に忠実に歩んで

いるとき、どんな迫害や、試練の中にある時でも

「幸せ」なのです。神さまが、その人を満たして

くださり、一緒にいてくださるからです。神の国

は、このような人たちに用意された、神様のおそ

ばにいられる住まいなのです。
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	 10月22日	「幸いの説教」	 小学科下級

〈ねらい〉

　神様が、私たちの貧しさを知っていてくださり、

憐れみ、天の国に入れてくださる祝福を知る。「貧

しさ」「幸い」など、子どもたちには具体的にイメー

ジしにくい事柄を扱うので、身近な例を用いつつ、

対話の中で、神様からいただく真の幸福について

分かち合いたい。

〈展開例〉

1. 皆さんは今、幸せですか？　どんな時、どん

なことを、幸せと感じるでしょうか。また反対

に、幸せでない、と感じるのはどんな時ですか。

　→自由に発言させ、耳を傾ける。

2. では、私たちが一生懸命神様にお祈りするの

は、幸せな時、そうでない時、どちらでしょう

か？

　→私たちは、楽しい時や、なんでもうまくいっ

ている時は、ついつい神様のことを忘れてし

まったりします。でも、幸せでない時、困っ

た時や悲しい時は、「神様、助けてください！」

とお祈りします。そして、神様が私たちのそ

ばにいて、いつも守っていてくださることを

知ることができます。

3. 私たちは誰でも、罪という貧しさを持ってい

ます。神様はそんな私たちに、素晴らしい約束

をしてくださいましたね。

　→天の国に入れていただける。

〈いのりあおう〉

　展開例1で、子どもたちから今抱えている悩み

や不安が出た時は、それに寄り添いつつ、お互い

のため、またはしばらく来ていないお友達のため

に、それぞれが一言ずつ祈る。お祈りをしたこと

がない人にも、教師が導いて、祈るきっかけを作

れると良いが、無理強いしないよう配慮する。

〈おいのり〉

　神様、心の貧しい私たちを憐れみ、私たちのお

祈りを聞いてくださることを、ありがとうござい

ます。どんな時も喜んで、この一週間を過ごすこ

とができるようにしてください。

心の貧しい人々は、幸いである
天の国はその人たちのものである
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	 10月22日	「幸いの説教」	 小学科上級

〈ねらい〉

　どうして「心が貧しい人は幸いである」のか。

〈展開例〉

1. どういうときに幸せを感じる？

　あなたはどういうときに幸せを感じますか。

　・成績が上がったとき ?

　・欲しいものを買ってもらったとき ?

　・苦手なことができるようになったとき ?

　それぞれ、思いつくことを紙に書いてみましょ

う。共通していることはありますか。

　・気分がよかったり、楽しかったり、うれしい

こと。

　・前よりもうまくなり、よくなること。

　幸せの感じ方は人によって違います。ある人に

とっては幸せだと感じることでも、別の人にとっ

ては幸せだと思わないこともあります。また、時

間がたつとその喜びがなくなってしまうこともあ

ります。反対にその人が幸せだと思っていても、

実はちっとも幸せではないこともあるのです。た

とえば泥棒が、「今日は盗みがうまくいって大金

がごっそり入ったぞ」と喜んでいでも、その泥簿

を本当に幸せな人だと言えるでしょうか。

2. 本当の幸せとは

　本当の幸せとは何でしょうか。

　本当の幸せとは何かを考える前に、不幸がどこ

から始まったのかを考えてみましょう。

　人は初め、神様から祝福された幸せなものとし

て造られました。神様と人間の関係を妨げるもの

は何もありませんでした。しかし、人間の中に罪

が入り込んだことによって病気や死、争いや犯罪

が起こってきました。この罪の問題が解決されな

い限り、人は本当の幸せを手に入れることができ

ません。　

　幸せとは神様との関係がこわれていない状態、

神様に祝福されている状態のことです。

3. 心が貧しい人が幸せ？

　イエス様は、心が貧しい人が幸せな人であると

教えてくださいました。心が貧しい人とは、どん

な人のことでしょう。それは性格が悪い人とか、

感情が乏しい人という意味ではありません。

　心の渇きを感じている人、心に大きな穴がぽっ

かり空いていて、それを埋めてほしいと願ってい

る人のことです。

　人の心には神様にしか埋められない大きな穴が

あいています。それを人はお金によって、夢によっ

て、家族によって、趣味によって埋めようとします。

　うまく埋められたと思っていても、本当はボロ

ボロで隙間だらけだということに気がつきません。

人間がどんなに努力してもその穴を埋めることは

できないのです。

　心が貧しい人とは「わたしは自分を救えるもの

を何ひとつ持っていません。わたしは本当に惨め

な人間です。神様なしには生きていけないもので

す」と告白できる人のことです。そういう人は、

神様にだけより頼むようになります。そして神様

から幸いな人と呼んでいただけるのです。

　その人が幸いな人と呼ばれるのは、そういう人

だけが神の御国に入ることができるからです。

　神の国とは、神様のご支配が隅々にまで完全に

及んでいる国です。神様との壊れた関係をイエス

様によって正しく回復された私たちは、すでに神

の国に入れられている幸いな人なのです。

4. 和紙のちぎり絵でしおりを作ろう

【用意するもの】画用紙（台紙）、いろいろな色の

和紙（ちぎり絵用のセットもあります）、ヤマト

のり（チューブなどに入っている糊）またはでん

ぷん質の糊、パンチ、ハサミ、リボン、糊付けす

るときの敷紙（チラシ）

①台紙をしおりの大きさに切る。

②台紙に鉛筆で花などの下絵を描く。ペンなどで

「心の貧しい人々は、幸いである。天の国はそ

の人たちのものである。」と書く（絵と文字を

バランスよく）

③和紙を下絵に合わせて指先でちぎり、細かいと

ころはハサミで切って、台紙に置いてみてから

糊で貼る。（和紙は縦方向に切るほうが切りや

すい）

④台紙の一番上の真中にパンチで穴をあけてリボ

ンを結ぶ。
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	 10月22日	「幸いの説教」	 中学科

〈今日のカテキズム〉

カテキズムをする前に……

☆参照カテキズムとして、子どもカテキズム問

28が挙げられています。

問28　主イエス・キリストの救いは、どのよう

にして私たちのものとなるのですか。

答　　私たちが持っている正しさやかしこさ、そ

のほか、どんな良いものでも、自分の力で

救いを手に入れることはできません。救い

は、ただ神さまの恵みとして与えられるの

です。

☆子どもカテキズム問28を違う言葉で言い換え

ると、ハイデルベルク信仰問答の問60のよう

になります。この答えはとても長いので、覚え

るのは後半の「神は、わたしのいかなる功績に

もよらず……」以降だけでもよいでしょう。そ

して、最後の「そして、そうなるのはただ、わ

たしがこのような恩恵を、信仰の心で受け入れ

る時だけなのです」の「信仰の心」が、今日教

えられている心の貧しい状態、からっぽで、イ

エスさまに満たしていただくのを待っている状

態につながるような気がします。

ハイデルベルク信仰問答

問60　どのようにしてあなたは神の御前で義と

されるのですか。

答　　ただイエス・キリストを信じる、まことの

信仰によってのみです。

　　　すなわち、たとえわたしの良心が私に向

かって、「お前は神の戒めすべてに対して、

はなはだしく罪を犯しており、それを何一

つ守ったこともなく、今なお絶えずあらゆ

る悪に傾いている」と責め立てたとしても、

神は、わたしのいかなる功績にもよらず、

ただ恵みによって、キリストの完全な償い

と義と聖とをわたしに与え、わたしのもの

とし、あたかもわたしが何一つ罪を犯した

ことも 罪人であったこともなく、キリス

トがわたしに代わって果たされた服従をす

べてわたし自身が成し遂げたかのようにみ

なしてくださいます。

　　　そして、そうなるのはただ、わたしがこの

ような恩恵を 信仰の心で受け入れる時だ

けなのです。

〈今週の聖書日課〉

　日曜日　　フィリピ3:8～11

　月曜日　　ローマ4:5

　火曜日　　ローマ4:24～25

　水曜日　　テトス3:4～5

　木曜日　　ヨハネ3:16～18

　金曜日　　使徒16:30～31

　土曜日　　エフェソ2:8～10

先生方へ③

　ボーレンがカテキズムを、聖書を凝縮した

詩だ、と言った話を以前書きましたが、西神

伝道所の牧師はもともと詩を深く学んでいた

人。詩を読める人が教理問答を読むと、この

深みにまでたどり着けるのか、と思わされて

います。問答の一つ一つについて引照聖句を

じっくりと読む作業、これによって、今まで

気づかなかった新しい発見があるかもしれま

せん。毎週の分級の準備の際に、その日のカ

テキズムの引照聖句を開いたり、聖書日課の

聖書箇所をあらかじめ見たりなどしてこの作

業をすることを、まずぜひご自分でなさって

みることをお勧めします。



─ 48 ─

　イエス様は、「思い悩むな」と語られました。

今日の聖書箇所を理解する上で、思い悩み（思い

煩い）と心配とを区別することは有益です。思い

煩うとは、思いの病気（煩い）とも言える現象で、

寝ても醒めてもそのことを考え続け、何もできな

くなることです。心配とは心を配ることで、生き

る上で用心深く振る舞うことは必要です。

　誰かが手術をするとすれば、周りの者は心配し

て祈ります。寝不足で車の長距離運転をするとき

は、眠くなってきたら、途中で車を止めて、仮眠

します。居眠り運転の心配があるからです。帰り

が遅れるとき、家に電話を入れます。両親が心配

しているからです。試験が近づいてきたら、勉強

します。よくできるかどうか心配だからです。

　それに対して、思い煩いとは、試験で悪い点を

とったらどうしようと考えても、勉強しません。

手術を心配し過ぎて、寝付かれなくなり、祈るこ

ともできなくなり、体調を崩してしまいます。自

分のことで心が一杯になり、両親が心配して待っ

ていることにまで、心が回らなくなります。

　イエス様が、「思い悩むな」と語られたのは、

神様が、私たちのことを十二分に心配してくだ

さっているからです。神様が、心を配っていてく

ださるのに、そうでないかの如くに、自分一人で

考えて悩むのは、事実認識において誤っています。

また、神様が心配してくださることよりも、自分

が考えることの方が確かであると思うとすれば、

それは不信仰そのものです。

　ここには、空の鳥と野の花が登場します。空の

鳥は、神様に支えられて生きる豊かさと自由さの

象徴であり、野の花は、神様が与えてくださる美

しさの象徴です。人間が自分の努力で到達できる

豊かさや美しさより遙か上の祝福を、すべての人

は、神様から与えられています。

　ここで、私たちは、イエス様の約束の言葉を信

じなければなりません。私たち人間は、鳥よりも

野の花よりも、神様の御前で価値ある者であると

いうことです。創造主である神からすれば、人間

も野の花も鳥も、すべては等しく被造物です。し

かし、イエス様が語る神様は、「あなたがたの天

の父」です。イエス様と結ばれた者に対して、父

として振る舞ってくださる神様です。神様は天に

おられ、私たちは地にいますが、神様の御手は短

すぎて届かないことは決してありません。完全な

父として、鳥を養うとき以上に優しく私たちに接

し、野の花にしてくださった以上に清楚な美しさ

で私たちを装ってくださいます。

　ですから、神様を知らない者であれば、自分の

力に頼るはずの場面で、私たちキリスト者は神様

に依り頼みます。私たちの父なる神様は、私たち

に必要なものをご存知であり、必ず、備えていて

くださるからです。鳥や野の花が生きることに関

して思い悩んでいないように、私たちも生存を維

持することに関して、心を砕いても、思い悩みま

せん。父なる神様が、すべてをご存知で、整えて

くださるからです。

　キリスト者は、その代わりに、神の国の進展を

祈り、そのために心を用います。神様の御心に適

う神の義が地上に実現されるために、自分ができ

ることは何かを考えます。イエス様は、何よりも

先ず、神の国と神の義を求めなさいと語られまし

た。これは、主の命令です。私たちが求めるべき

は、自分のことではなく、神様のことです。神様

のことを第一に考え始めるとき、自分のことは第

二になり、自分のことばかりを気にする思い煩い

から解放されます。そして、神様は、神の国の進

展に添えて、神を慕う者の生活を豊かに祝福して

くださいます。

　神の国を第一に求めるとき、自分の明日は、神

様の御手のなかにあるのですから、思い煩いの対

象とはなりません。明日のことではなく、今日な

すべきことに集中します。神様は、今日を精一杯

生きるに足る生き甲斐と仕事を、毎日毎日、豊か

に与えていてくださいます。	 （岩崎　謙）

	 10月29日	「思いわずらいからの解放」	 聖書研究

	 テキスト	 マタイによる福音書6章25～34節
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　みんなは、お家の人と一緒に買い物に行った

時に、「このお菓子を買って」、「この服を買って」

とおねだりしたことがありませんか。お家の人は、

「一つならいいよ」って言って、買ってくれる時

もあるかも知れませんが、「今日はダメ！」、「こ

んなにいっぱいなら買わない」と言われて、買っ

てもらえないこともあるかも知れません。そうい

う時は、「あれ欲しかったのに、残念だなぁ」と

思うでしょうね。でも、「今日はダメ」ってお家

の人が言うのは、みんなのことをよく知っている

から、今日は必要ないなと思うから、買ってくれ

ないんだよね。でも、「学校で必要だから買って」っ

て言ったら、お家の人は必ず買ってくれるでしょ

う。お家の人は、みんなのことを、本当に愛して

いてくれるから、そして今、何が必要で、何が必

要でないかを、ちゃんと知っているんだよ。だか

ら、本当に必要なものであれば、必ず買ってくれ

るし、そうでない時は、たまには買ってくれるか

も知れないけれど、買ってくれない時もあるんだ

よね。

　神さまも、同じなんだよ。神さまは、神さまを

信じるみんなを、神さまの子どもとして下さいま

すから、みんなが大好きです。だから、みんなが

生きていくためには何が必要で、何が必要でない

かを、ちゃんと知っていて下さいます。そして、

本当にみんなが必要なものがあれば、ちゃんと用

意して下さいます。

　聖書を見て下さい。「空の鳥をよく見なさい。

種も蒔かず、刈り入れもせず、倉に納めもしない。

だが、あなたがたの天の父は鳥を養ってくださ

る。」(26節 ) と書いていますね。神さまは、み

んなを愛していてくださると同時に、自然の中の

鳥や花も愛されています。神さまがおつくりにな

られたものだからです。だから、鳥が生きていく

ために、どこに餌があるか、ちゃんと分かるよう

にして下さっています。

　みんな渡り鳥って知っていますか。これからだ

と、白鳥が飛んでくるかも知れませんよね。夏の

間にいたシベリアが寒くなり、食べ物もなくなる

ため、南の日本に来ることによって、冬を越すこ

とが出来、また食べ物も得ることが出来るのです。

神さまは、こうした知恵を、白鳥に生まれ持った

ものとしてお与え下さいました。

　また聖書は、「野の花がどのように育つのか、

注意して見なさい。働きもせず、紡ぎもしない。」

（28節）とも語っています。秋になって、いろん

な花が花を咲かせていますね。こうしたお花も、

神さまがお花を咲かせて下さるのです。

　でもね、神さまは、こうした鳥やお花よりも、

ずっとずっと、みんなのことが好きなんだよ。あ

れもない、これもない、あれも欲しい、これが欲

	 10月29日	「思いわずらいからの解放」	 説教展開例

	 テキスト	 	 マタイによる福音書6章25～34節

	 参照カテキズム	子どもカテキズム 問31、58

	 	 	 ウェストミンスター信仰告白　12章、14:3

	 	 	 同大教理　問74、136、142、同小教理　問34、75

〔単元のねらい〕

　何を食べようか、何を飲もうか、何を着ようか、何を買おうかと考えることは、非常に楽しいことで

す。しかし、それらのものが、誰によって与えられているのかを、子どもたちと一緒に確認したい。ま

た、そうすることにより、全てのものをお与え下さっている神さまに感謝して、神さまを信じることこ

そが、何よりも重要なことであることを、子どもたちに示して頂きたい。

「本当に必要なものは、神さまがお与え下さいます」
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しいと考えるよりも前に、本当にみんなにとって

何が必要なのかを、ちゃんと知っておられる神さ

まが、今、ここにいて下さっています。この神さ

まを信じて頂きたいのです。そうすると、神さま

は、みんなが必要なものをちゃんと知っていて下

さるから、毎日の生活に必要なものを備えて下さ

います。だから、主の祈りで「我らの日用の糧を、

今日も与え賜え」と祈ることを、主イエスさまは

お許し下さっていますよね。神さまは、私たちが

本当に欲しいものを知っていて下さると同時に、

私たちの祈りをも聞いていて下さいます。だから

こそ、神さまは祈りに答えて下さるのです。

　それだけではありません。神さまは、なにより

もみんなにとって一番必要な、救いをお与え下さ

います。

　だから、何が欲しい、これが欲しい、みんなが

持っているから買って、と願うのではなく、本当

に必要なものをお与え下さる神さまを信じて、神

さまによる恵みによって、日々、歩んで頂きたい

と思います。	 （辻　幸宏）

	〔今週の暗唱聖句〕	 マタイによる福音書6章33節

何よりもまず、神の国と神の義を求めなさい。

そうすれば、これらのものはみな加えて与えられる。
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	 10月29日	「思いわずらいからの解放」	 幼稚科

〈ねらい〉

　すべてのものをお創りになった神さまは、私た

ちが、生きていくために必要なものをすべて知っ

ておられ、それらを与えてくださいます。神さま

を信頼して、毎日お祈りしましょう。

〈展開例〉

　みんなは、神さまが、すべてのものを造られた

ことを知っていますよね。月や太陽や星、海や空

やこの世界。そして鳥や魚や動物たち、草や花や

おいしい果物。そして一番最後に人間を造られま

した。

　神さまは、人間をご自分に似せて造られ、神さ

まの息を吹きかけてくださいました。神さまを信

じれば、神さまの子どもとしてくださるという約

束もしてくださいました。神さまはみんなのこと

が大好きです。お母さんやお父さんや先生がみん

なのこと大好きだと思うよりもずっとずっと大好

きです。（一人一人にハグハグしてあげてくださ

い。）

　聖書の中でイエスさまはおっしゃいました。

　「空の鳥をみてごらんなさい。人間のように働

いたりしません。それなのに、鳥は神さまから食

べ物をいただいて、元気に空を飛んでいます。人

間は鳥よりもすばらしいものではありませんか。」

　「野に咲く花はどのようにして育ちますか。花

も人間のようにはたらきませんが、なんてきれい

に咲いているのでしょうか。」

　鳥や花以上に、人のことを神さまは考えてくだ

さっています。神さまは、私たちのことなら何で

も知っています。体のこと、そう、この髪の毛の

数まで知っておられます。食べること、飲むこと、

着ること、生きていくのために必要なことをなん

でも知っておられます。

　みんなの周りに赤ちゃんはいますか？　赤ちゃ

んはまだおっぱいしか飲みませんし、みんなみた

いにあれが食べたいこれが食べたいとは言わない

けれど、おっぱいは、赤ちゃんにとって大切なも

のがたくさん入っていて、赤ちゃんだけがおいし

いと思うように神さまは造ってくださいました。

　神様はすばらしいお方ですね。神さまは、私た

ちに必要なことをすべて知っておられます。そし

て与えてくださいます。神さまにいつもありがと

うございますと心から感謝いたしましょう。そし

て信頼して、「私たちの日ごとの糧を今日もおあ

たえください。」とお祈りしましょう。

〈おいのり〉

　大好きな天のお父さま、いつも私たちに必要な

ものを下さってありがとうございます。私たちの

日ごとの糧を今日もお与えください。イエスさま

のお名前によってお祈りします。アーメン。

〈やってみよう〉

　月や星、動物やお花、虫、子どもの好きな食べ

物、のりものなど自然やまわりのものを絵にして

カードを作ります。なぞなぞゲームをして遊んで

みてください。子どもが当たったらカードをもら

い「神さま、○○を下さって（または、造ってく

ださって）ありがとうございます」と言いましょ

う。答えは先生が考えているものと違うかもしれ

ませんが、子どもの想像力を喜んで一緒に楽しめ

ます。

〈聖書箇所〉

　わたしたちに必要な糧を今日与えてください。

（マタイ6:11）
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	 10月29日	「思いわずらいからの解放」	 小学科下級

〈ねらい〉

　欲しい物に心を奪われ簡単に動揺してしまう人

間の罪に注目したい。しかし、単に禁欲が良い事

としないように注意したい。その点を誇張するの

ではなく、弱いながらも神様にどの様に仕えるの

か、また、それによって様々な欲望から解放され

る神様の愛のメッセージを的確に伝えるようにし

たい。

〈展開例〉

1. みんなは何か欲しい物があるとき、誰に、ど

うやってお願いしますか？　そのお願いは、必

ず聞いてもらえるかな？　聞いてくれる事もあ

るけど、いつも聞いてもらえないね。聞いても

らえなかったらどうしますか？

　→自分の親と答える場合と、神様、と答える場

合のリンクを考えながら、必ず良い物を与え

るように考えられている、という事を一緒に

考える。

2. 神様は「思い悩むな」（25節）とおっしゃっ

ていますが、何か欲しい物があって悩んだり、

考えたり、心配した事はありますか？

　→誰でも思い悩み、心配事としてその点を共に

共有したい。

3. 「空の鳥」（26節）を養っているのは誰ですか？

　→大自然をも愛して下さる神様の広い愛を一緒

に考える。

4. 私たち人間はその鳥よりも良いもの、とおっ

しゃっていますが、どうしてだと思いますか？

　→自分たちで考え、働き、そしていつも最善の

道、物を用意して下さっている事を聖書から

知る事ができる。

5. （上記を踏まえ）「何よりもまず神の国と神の

義を求めなさい、そうすればみんな加えて与え

られる」とおっしゃっています。

　→この世の思い煩いからの解放が、まず神様の

恵みである事を一緒に考えたい。

〈ワーク〉

①食べ物より大切な物は何ですか？（25節）

②衣服（洋服）より大切な物は何ですか？（25節）

③飲み食いすることと、着る服の事で「思い悩む

な」（25節）とありますが、どういうことだと

思いますか？　一緒に考えてみよう。

　→聖書箇所にとらわれず、自由な意見、感想を

話し合おう。

④そんな事よりも、何を求めなさいと神様はおっ

しゃっていますか？　33節を読んで答えてみ

よう。

⑤そうすると、何を神様は与えて下さる、とおっ

しゃっていますか？（33節）

〈おいのり〉

　神様、私たちはいつも欲しい物ばかりで神様の

事をすぐ忘れてしまう愚かな者です。どうか、罪

の道に歩むのではなく、イエスさまの道に歩ませ

て下さい。そして、神様の国と神様の義を求める

人となりますように。

何よりもまず、神の国と神の義を求めなさい
そうすれば、これらのものはみな加えて与えられる
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	 10月29日	「思いわずらいからの解放」	 小学科上級

〈ねらい〉

　思い悩むとはどういうことかを考える。

〈展開例〉

1. どれが思いわずらい？

　イエス様はおっしゃいました。「『何を食べよう

か』『何を飲もうか』『何を着ようか』といって、

思い悩むな」

　次の中でこの「思い悩む」に一番近いものはど

れでしょうか。

①明日のパーティーにどんな服を着ていこうかと

あれこれ悩む。

②レストランに入って、何を注文しようかと迷う。

③いつお金が必要になるかと思うと心配なので、

日曜日にも仕事をして備えておこうと考える。

　①～②はここでいう思い悩むことではありませ

ん。思い悩むとは、生きていくために必要なもの

が本当に与えられるか不安で、どうしようかと心

配して悩むことです。思い悩むとは、自分の命と

体を生かすために必要なものがちゃんと備えられ

るか心配で、そのことで頭がいっぱいになってい

る状態のことです。

2. どうして思い悩んではいけないの？

　思い悩むのは、自分を生かすために必要なもの

は、自分の力で何とかしないといけないと思って

いるからです。自分の力でどうにかできると思っ

ているからです。

　それはまるで生まれたばかりの赤ちゃんが、明

日私が飲むミルクはちゃんと用意されているだろ

うかと心配しているようなものです。

　ミルクだけでなく、部屋の温度やおむつやベッ

ト、赤ちゃんに必要なものすべてを整えてくれて

いるお母さんを信頼していないのです。

　私たちに命をくださった神様は、私たちが生き

るために必要なものをすべてご存知です。

　野の花や空の鳥をよく見なさいとイエス様は言

われます。人の目にとまらないような所でも美し

く咲いている野の花のすばらしさに驚かされま

す。野の花にさえ最高の配慮をもって美しく装っ

てくださっているのです。まして、はるかに価値

のある私たちを、神様はどんなに愛してくださっ

ていることでしょう。　

　神様は私たちを救うために、イエス様を十字架

につけることによってその愛を示してくださいま

した。御子の命を与えてくださるほどに私たちを

愛してくださる神様にかわって、明日の心配をし

てあくせく悩むことは、神様を信頼していないこ

とと同じです。

3. まず神の国と義を求めなさい

　どうしたら思い悩まない人となることができる

でしょう。そのためにはまず、「神の国と神の義

を求めなさい」と神様は言われます。思いわずらっ

ている人は、生活に必要な「物」が自分を安心させ、

幸せを保証してくれるのだと思っています。そう

いう人は心が「物」に支配されているのです。

　しかし、私たちを幸せにしてくれるのは物では

なく、それらを惜しみなく与えてくださる神様の

愛です。

　神の国と神の義を求めるとは、私たちの心を神

様に支配していただくことです。そうすれば必要

なものもすべて与えられると神様は約束してくだ

さっています。

4. 野の花、空の鳥をよーく見てみよう

①野の花の観察

　野の花や高山植物などの写真集などを用意する。

　わたしたちの目にふれないところに咲くよう

な、名も知らない花も、いかに種類が多くあり、

可憐で美しく造られているかを見る。（本物の

花などがあれば観察し、話し合う）

②賢いカラスの話（ルカでは鳥はカラスとなって

いる）嫌われ者のカラスにもすごい知恵が与え

られていることを学ぶ。

・ニューカレドニアにすむカラスは倒れた木の中

にいる幼虫を、落ち葉の柄の部分を使って魚釣

りのように釣って食べる。

　http://homepage3.nifty.com/shibalabo/crow/

index.htm の「ニューカレドニアの天才カラス」

を参照。
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	 10月29日	「思いわずらいからの解放」	 中学科

〈今日のカテキズム〉

カテキズムをする前に……

☆参照カテキズムとして、子どもカテキズム問

31（子とされること、義認）、58（第八戒）が

挙げられています。

☆今回はむしろ、暗唱聖句「何よりもまず、神の

国と神の義を求めなさい。そうすれば、これら

のものはみな加えて与えられる」との関連で、

次の問答を選びました。

☆十戒がなぜ厳しく説かれるのかといえば、「キ

リストにある罪の赦しと義とを求めるようにな

るため」というのがハイデルベルク信仰問答

の問115。「そうすれば、これらのものをみな

加えて与えてくださる」、良きものすべての唯

一の源であられる神さまを覚えるのが問126で

す。

☆一人で二つとも覚えてもいいですし、生徒が複

数いたら、どちらか一つずつを選んで覚えても

いいでしょう。工夫してください。

ハイデルベルク信仰問答

問115 この世においては、だれも十戒を守るこ

とができないのに、なぜ神はそれほどまで

厳しく、わたしたちにそれらを説教させよ

うとなさるのですか。

答　　第一に、わたしたちが、全生涯にわたって、

わたしたちの罪深い性質を次第次第により

深く知り、それだけより熱心に、キリスト

にある罪の赦しと義とを求めるようになる

ためです。

　　　第二に、わたしたちが絶えず励み、神に聖

霊の恵みを請うようになり、そうしてわた

したちがこの生涯の後に、完成という目標

に達する時まで、次第次第に、いよいよ神

のかたちへと新しくされてゆくためです。

問125 第四の願いは何ですか。

答　　「われらの日用の糧をきょうも与えたまえ」

です。

　　　すなわち、わたしたちに肉体的に必要なす

べてのものを備えてください、それによっ

て、わたしたちが、あなたこそ良きものす

べての唯一の源であられること、また、あ

なたの祝福なしには、わたしたちの心配り

や労働、あなたの賜物でさえも、わたした

ちの益にならないことを知り、そうしてわ

たしたちが、自分の信頼をあらゆる被造物

から取り去り、ただあなたの上にのみ置く

ようにさせてください、ということです。

〈今週の聖書日課〉

　日曜日　　マタイ6:33

　月曜日　　ヤコブ1:17

　火曜日　　使徒14:17

　水曜日　　使徒17:24～25

　木曜日　　コリント一9:24～27

　金曜日　　フィリピ3:12～14

　土曜日　　ヨハネ一3:1～3
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　イエス様の大工の仕事場には、木片があり、お

が屑があり、加工前の丸太が無造作に置かれてい

たことでしょう。今日の箇所のおが屑と丸太との

比較の中に、大工としてのイエス様の感性が働い

ているかもしれません。

　目の中には、ちょっとしたおが屑でも入ると、

痛みを感じます。涙がでます。タオルで拭くと、

かえって眼球を傷つけてしまうかもしれません。

今日の箇所に登場します人は、おが屑が目に入っ

て痛がっている他人を助ける人ではありません。

頼まれてもいないのに、「あなたの目におが屑が

入っているのが見えるから、わたしがとってあげ

ましょうか」と願い出る人です。目の中にある異

物を取り出す際の慎重さを弁えずに、他人に干渉

します。

　ここでの対比は、そのように干渉する人の目に、

丸太が刺さっているという点にあります。これは、

大げさな表現です。自分の心に宿る丸太のような

大きな罪に気付かず、他人の心に宿る小さな罪を

指摘する人が、このたとえで表されています。他

人の罪はよく見えても、自分の罪には全く気付か

ないのです。その人こそが丸太を取り除いてもら

わないと何も見えないのに、その必要性を全く感

じていません。

　マタイによる福音書では、この箇所が山上の説

教の一部をなしています。これは、イエス様の周

りに集まっている群衆とお弟子さんの双方に語ら

れたメッセージです。また、ルカによる福音書の

平行箇所にあるファリサイ人批判が省かれていま

す。マタイは、今日の言葉をキリスト教会の問題

として語りたいのです。そのことは、3節、5節

の「兄弟の目」から取り除こうとするという言葉

にも表われています。

　1節で、イエス様が「裁くな」とお命じになら

れたのは、裁くことは、神様に属する事柄である

という了解の上でのことです。「裁くな」と語ら

れたのは、神の裁きを待たずに、自分勝手に人を

裁く者が、イエス様の周りにいたからです。神様

が裁かれる時、悲しむ者を励まし、義に飢え渇く

者を神の義で満ちたらせてくださいます。そのこ

とが、山上の説教で豊かに約束されていました。

このような神の裁きとは違う基準での裁きを、教

会の中で行う者たちがいたのです。彼らが裁く厳

しさでもって、彼らは神に裁かれる、とイエス様

は警告しておられます。2節には、自分で測る秤

で、自分も測られるとあります。自分には甘く、

他人には厳しくというダブルスタンダードは成り

立ちません。自分勝手に裁き ､神の裁きを恐れな

い信仰の姿勢が、問われています。

　イエス様は、この説教によって、群衆と弟子達

の間から、陰口と中傷とが無くなることを願って

おられたはずです。もし、誰かが、人の批判を始

めたとしても、あら捜しの快楽に追従するのでは

なく、人を批判し、品定めする喜びを、悪徳と看

倣すことをできるようになることが求められてい

ます。弟子達は、人を裁こうとする時、「自分の

目にある丸太に気付かずに、人の目からおが屑を

取ろうとしている」のではないかと、深い反省へ

と導かれたはずです。

　5節の言葉によれば、イエス様は、キリスト者

の友の過ちを見過ごすことを願っておられるのは

でありません。おが屑が目にあり、人が痛そうに

していたら、取ってあげたらいいのです ｡人への

助言は ､必要です。問題は、そのような助言を与

える人は、自分がもうすでに丸太をイエス様から

とっていただいた経験を持っているということで

す。自分が過去に犯してきた丸太のような罪に比

べると、今、自分が批判し忠告を与えようとして

いる人の中にある罪は、小さな罪です。

　そのことに気付くと、助言と忠告は、配慮と思

いやりに満ちたものとなります。それは、見下げ

る態度ではなく、愛と尊敬をもって、教会の建徳

の為に行う業となります。私たちの丸太を除く為

に十字架で死んでくださったイエス様への感謝な

しには、また、イエス様の愛と憐れみの中でしか、

助言することはできません。	 （岩崎　謙）

	 11月5日	 「人をさばくな」	 聖書研究

	 テキスト	 マタイによる福音書7章1～6節
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　みんなは、人が失敗したり、悪いことをした時

に、すぐに気が付き、笑ったり、怒ったりしたこ

とはありませんか？「○○ちゃんが叩いてきた」

なんて、みんなに言い触らしてしまうことはあり

ませんか？

　聖書では、次のようなことが語られています

（参照：ヨハネ福音書8:1～11）。悪いことをした

女の人が、律法学者やファリサイ派の人々の中に

連れて来られました。そして「こういう女は石で

打ち殺せと、モーセは律法の中で命じられていま

す。ところで、あなたはどうお考えになりますか。」

(8:5) とイエス様に尋ねました。この時、イエス

様は、「あなたたちの中で罪を犯したことのない

者が、まず、この女に石を投げなさい。」と語ら

れました (8:7)。すると、これを聞いた者は、年

長者から始まって、一人また一人と、立ち去って

しまい、イエスひとりと、真ん中にいた女が残っ

た (8:8) のです。ようするに、イエス様の言葉に

より、ここにいた全ての人が、自分には罪がある

から、この人を裁くことなど出来ないことを知っ

たのです。

　つまり、イエス様は、人を裁く前に、自分の罪

について考えてみなさいと語られていたのです

ね。私たちは、先生を含めて、みんなが罪人なの

です。「悪いことをしたことなどない」と言える

人はいるでしょうか？　たとえ、行動として悪い

ことをしていなかったとしても、言葉で人を傷つ

けるようなことはしていませんか。心の中で悪い

ことを考えたりしたことはないですか。神さまの

前では、その全てが悪いことであり、罪になりま

す。ですから、ここにいるみんなが、神さまの前

には罪人なのです。

　そして、神さまの前に示されたこの罪は、どれ

一つをとっても、死刑に値する罪なのです。しか

し、神さまを信じる人は、イエス様の十字架によっ

て、この罪が赦されて、救われるのです。罪人で

あり、死刑になる私たちが救われたのです。だか

らこそ、私たちは、イエス様の十字架に感謝して、

神さまを信じるのですよね。

　だからこそ、人の罪を見つける前に、まず、私

たちは自分自身の内にある罪を見つけなければな

りません。そして、この罪のためにイエス様が十

字架に架けられたんだということを忘れてはなり

ません。私たち自身が十字架に架からなければな

らなかったのに、イエス様が私たちの代わりに十

字架に架かって下さったから、私たちはもう十字

架に架けられることがなくなったんだということ

を、心から喜んで頂きたいのです。

　イエス様が、「あなたは、兄弟の目にあるおが

屑は見えるのに、なぜ自分の目の中の丸太に気づ

かないのか。」（マタイ7:3）と語られたのも、同

じ事です。私たちは、どうしても人の悪いところ

〔単元のねらい〕

　「人を裁くな」と語られた主イエスは、同時に私たちに、主の祈りにより、「我らに罪を犯す者を、我

らが赦す如く、我らの罪をも赦し給え」とお教え下さっています。人の罪を見て、自らの罪を顧み、自

らの罪を赦し、救いをお与え下さった主の愛に感謝しつつ、赦された者として、人の罪をも赦す者であ

るよう、語っていきたい。

「自分には悪いところがない？」

	 11月5日	 「人をさばくな」	 説教展開例

	 テキスト	 	 マタイによる福音書7章1～6節

	 参照カテキズム	子どもカテキズム 問59、83

	 	 	 ウェストミンスター信仰告白　29:8、30:3

	 	 	 同大教理　問145、173、同小教理　問78、105
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は見つけようとするのだけれども、自分の悪いと

ころは隠そうとするのですね。でも、イエス様は、

他人の罪の指摘してばかりではダメですよと語っ

ておられるのです。まず、自分の罪を見つめ、そ

れでも、神さまはあなたを救って下さっているこ

とに感謝しましょう。

　そうすれば、もし悪いことをしている人がいた

のを見つけたとしても、自分の罪がイエス様に

よって赦されたんだから、あの人の罪も赦してあ

げようと、あの人もイエス様の十字架によって罪

が赦され救われますように、と考えることが出

来るのではないでしょうか。そういう気持ちにな

ることが出来れば、その人に対して、責め立てた

りするのではなくて、「それは悪いことですよね。

これからはしないで下さい。」と、声をかけるこ

とで出来るのではないでしょうか。

　イエス様は、私たちに主の祈りの中で、「我ら

に罪を犯す者を、我らが赦すごとく、我らの罪を

も赦したまえ」と祈るように求めておられます。

私たち自身の罪をイエス様が赦して下さったのだ

からこそ、人の罪も赦し合えるようになりましょ

う。	 （辻　幸宏）

	〔今週の暗唱聖句〕	 マタイによる福音書7章1節

人を裁くな、あなたがたも裁かれないようにするためである。
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	 11月5日	 「人をさばくな」	 幼稚科

〈ねらい〉

　今日の学びを準備するにあたって、深く反省さ

せられるのは、わたしたちが人の心を傷つけるこ

とがいかに多いかということです。特に、近しい

人、例えば家族、友人に対して、なかでも自分の

子どもに対しては、やさしく接することが非常に

困難です。教えることよりもさばくことが日常的

になってしまいます。そして、子どもたちはそう

いう親でも受け入れてくれています。そんな自分

の罪を主の御前に告白したうえで、クラスの幼児

たちにも「ごめんね」の気持ちを伝え、「イエス

様なら……」と主の愛を再確認し、主に感謝しま

しょう。

〈展開例〉

　みんなのなかで、怒ったことがない人はいます

か？ 保育園、幼稚園のお友だち同士とか、お家

のお兄ちゃんお姉ちゃん、弟妹とか、ときどき「い

やだな～」と思うことがあるでしょう。そんなと

き、みんなはどうしますか？

　「ぜったい、ゆるさない！」

　「もう、○○ちゃんとは、一生、遊ばない！」

　そういうことを言っちゃうこと、あるでしょう。

イエス様なら、そういうとき、何ておっしゃると

思う？

　ヨハネ8章1～11節より、「悪いことをした女の

人の話」として簡単にお話する。

　イエス様は、「主の祈り」の中で、わたしたち

は悪かったのに、罪をゆるしていただいたことを

思い出しなさい、と教えてくださいました。そし

て神様は、わたしたちを「ゆるせる人」につくっ

てくださいました。だから、他の人のことをゆる

してあげましょう。

　（子どもたちへの「いつもごめんね」の気持ち

を伝える場合はここで。）

　先生は、こんど「ぜったいゆるさない！」と言

いたくなったら、「ぜったいゆるす！」と言って

みます。みんなもやってみてね！

〈おいのり〉

　かみさま、わたしたちを「ゆるせる人」につくっ

てくださり、ありがとうございます。それなのに、

すぐに人を悲しませる言葉を言ってしまうことが

あります。ゆるしてください。イエス様のように、

やさしい気持ちをもって、ゆるしあうことができ

ますように。イエス様のお名前によってお祈りし

ます。アーメン。
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	 11月5日	 「人をさばくな」	 小学科下級

〈ねらい〉

　私たちは全く私たちの価値基準、判断で人を裁

いてしまう事を当たり前のごとくしてしまう。人

を裁く権限があるのは神様だけであって、人を裁

くだけ自分も神様から裁かれる小さい器、存在で

あるという事の理解を深めたい。

〈展開例〉

1. 何か自分とは違った考え・間違った考えをし

ていたり、みんなとは違う格好をしていたりす

る人を見て、仲間はずれや、その人は悪い、と

思ってしまった事はありますか？

　→この場合どうしてその様な人を受け入れる事

ができないか、などを語り合えると理解が深

まる。

2. そんな時、自分は一番正しい、と思った事は

ありますか？

　→自分が正しい以前に、自分の罪、悪い心をま

ず心に留める様に導く。

3. 私たちの目の中には大きな罪・丸太がある（3

節）のですが、全く気が付きません。この丸太

はあまりにも大きくて本当は他の人の目の中も

よく見えない位大きいのです。それなのに他の

人の目の中まで心配して小さな埃が気になって

仕方がありません。どうしてでしょう？

　→人は自分勝手で自分には優しく、他人には厳

しい側面がある事を理解させる。神様を信じ、

神の愛に触れる事ができれば丸太がよく見え

るようになる事を知る。

4. その大きな罪・丸太を取り除くにはどうした

らいいでしょう？

　→自分中心で利己的な考えをする私たちの心

を、神様にお委ねして歩み、罪を取り除いて

もらう以外方法がない、という事を伝えたい。

〈ワーク〉

①「人をさばくな」（1節）とはいったいどうい

う事ですか？（展開例1を参照）

②丸太（3節）とは何ですか？（展開例3を参照）

③よく見えるようになるにはどうしたら良いです

か？

　→5節……丸太を取り除く。つまり、神様を信

じる事によって罪許され、丸太を取り除いて

下さる事を知る。

④よく見えるようになると何ができるようになり

ますか？

　→人を裁く事ができるようになる…のではな

く、人（相手）の目に入った埃の痛み、苦し

みが理解できるようになる、という事を理解

し合いたい。

〈おいのり〉

　私たちの悪い心が人を裁いてしまいます。まず、

自分の心の中の罪をお許し下さい。そして、痛み、

苦しんでいる人の心が分かるようにして下さい。

人を裁くな
あなたがたもさばかれないようにするためである
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	 11月5日	 「人をさばくな」	 小学科上級

〈ねらい〉

　自分の目の中の丸太とは何かを考える。

〈展開例〉

1. 人を裁くのが大好きな私たち

　「あの人のああいうところがむかつくんだよね」

「○○さんはずるいよね」私たちはすぐに人のこ

とをあれこれと批判します。

　その人のいないところで、また心の中で、私た

ちはなんと簡単に人を裁いてきたことでしょう。

私たちは人の悪口を言うことが大好きなのです。

自分が人より上の人間なのだと安心したいので

す。自分の方が偉い人間だと思いたいのです。

2.「人を裁くな」と言われたら

　そんな私たちに向かってイエス様は「人を裁く

な」と言われます。それに対して「そのとおりで

す。人を裁くことはよくないことです」と誰もが

そう答えるでしょう。

　なぜ人を裁いてはならないのでしょうか。人の

中にある罪は自分の中にもあるので、人のことは

いえないという意味でしょうか。人を裁く基準で

今度は自分が裁かれるようになるからでしょうか。

3. おが屑とは？ 丸太とは？

「あなたは、兄弟の目にあるおが屑は見えるのに、

なぜ自分の目の中の丸太に気づかないのか」

　おが屑というのは木を切ったときに出る細かい

木の粉のことです。丸太というのは家の柱ぐらい

の太さの木のことです。あなたの中には目の中に

入らないような大きな罪、丸太があるのだという

意味です。

　人と比べてあなたの方が罪を多く犯したといっ

ているのではありません。裁くことそのものが、

大きな丸太という罪なのです。

　「自分はあの人よりはましな人間だ。自分には

あの人を裁く資格がある」と裁判官のように高い

ところに座って人を見下しているのです。神様に

代わって自分が主人になろうとしているのです。

　その高ぶりが丸太であり、おが屑とは比べられ

ないほどの大きな罪だと言われるのです。

4. まず自分の目から丸太を取り除け

　どうしたらこの丸太を取り除くことができるの

でしょう。私たちは自分の力ではこの丸太を取り

除くことはできません。

　イエス様を十字架にかけた人々の中にあったも

のは、まさにこの高ぶりの罪でした。人を裁く言

葉がその人の心に突き刺さるように、イエス様を

十字架に突き刺したのは、私たちの中にあるこの

ような罪です。

　自分の目から丸太を取り除くためには、まずこ

の十字架を見つめなければなりません。自分の中

の丸太が神様の御子を殺すほどの大きなものであ

り、その罪がどんなに神様の御心を今も傷つけて

いるのかを考えなければなりません。

　しかし神様は、私たちの代わりにイエス様を十

字架にかけて罰することによって、この丸太を取

り除いてくださいました。

　この取り除かれた丸太がどんなに大きなもので

あったか、自分に与えられたゆるしがどんなに大

きなものであったのかを見つめることです。

ゆるされた者は、裁く人ではなくその人の側に寄

り添い、その人のおが屑が取り除かれるように、

その人と共に祈る者へとつくり変えられるので

す。

5. 四コマ漫画を描いてみよう

①118ページの漫画をコピーして、吹き出しに言

葉を書き入れる。

②色をぬって完成させる。

（吹き出しの例）

　1コマめ　「あれ、あれー」

　2コマめ　「目の中におがくずが入ってるよ」

　　　　　　「えー、ほんと ?」

　3コマめ　「ぼくがとってあげるよ」

　4コマめ　「…………」

　自分なりの言葉になおすとよいでしょう。
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	 11月5日	 「人をさばくな」	 中学科

〈今日のカテキズム〉

カテキズムをする前に……

☆参照カテキズムとして子どもカテキズム問59

（第九戒）、問83（主の祈り第五の祈願）が挙

げられています。問83を記します。

問83　「我らに罪を犯す者を我らが赦すごとく、

我らの罪をも赦したまえ」では、何を祈り

願うのですか。

答　　イエスさまの恵みによって罪赦されている

ことを繰り返し思い起こし、自分たちも隣

人を赦すことができるようにされているこ

とを心に刻みつけてください、ということ

です。

☆ウェストミンスター小教理問答から、同じ第五

の祈願についての問答を挙げます。

ウェストミンスター小教理問答

問105	第五の祈願では、私たちは何を祈り求める

のですか。

答　　（「我らに罪をおかす者をわれらがゆるすご

とく、我らの罪をもゆるしたまえ」という）

第五の祈願で私たちが祈る事は、神が、キ

リストのゆえに、わたしたちのあらゆる罪

を一方的にゆるしてくださるように、とい

うことです。私たちは、神の恵みによって

他人を心からゆるせる者とされているの

で、なおさらこれを求めるように奨励され

ているのです。

☆次のカテキズムは、十戒の第九戒についての問

答です。敬語がややこしさを助長するようで

あれば、「禁じたまいます」→「禁じられます」

と言い換えて覚えてもいいでしょう。

ジュネーヴ教会信仰問答（渡辺訳）

問212	では、神の欲しておられることは要するに

何であるかを説明しなさい。

答	 神は私たちが隣り人について悪く思った

り、まして彼らの名声をけがす傾向に陥る

のを禁じたまいます。むしろ、真実の許す

限り彼らのことを好意的に考え、彼らの名

声を傷つけずに守ろうと努める公正さと人

間性を備えよと命じておられます。

〈今週の聖書日課〉

　日曜日　　マタイ7:1

　月曜日　　マタイ6:12

　火曜日　　ルカ11:4

　水曜日　　マタイ18:35

　木曜日　　ローマ2:1～4

　金曜日　　詩編51:3～4

　土曜日　　詩編51:9、11

先生方へ④

　ところで、1995年のことになりますが、

東部中会の夏のヤングサマーキャンプで、榊

原康夫先生が「おもしろ聖書入門」という題

で講演をなさいました。私は直接その講演を

聞いていないのですが、参加した中学生が書

いた報告によると、榊原先生は、説教の時に

挙げられるいろいろな聖書箇所をメモしてお

いて、後で自分で聖書を開いて確めてみるこ

とや、ウェストミンスター小教理問答書の1

つ1つの引照聖句を全部自分で聖書を開いて

みて、正しいかどうか確めてみることを、中

学生に勧めています。



─ 62 ─

　28節に、「イエスがこれらの言葉を語り終えら

れると」とあるように〈山上の説教〉と言われる

主イエスの教えは終わることになります。「語り

終える」というのは、主イエスの話がただ終わっ

たというのではなくて、主ご自身が語られた言葉

を、完成に導かれたという意味を持っています。

〈言葉を聞いて行う〉

　どうしてこの話が山上の説教の結論とされてい

るのでしょうか。それを明白にしないといけませ

ん。それは、「わたしのこれらの言葉を聞いて行う」

（24節）ことと深く関係しています。このことは

言葉を実行していないだけではなくて、実行して

いないことは聞いていないことを明らかにしてい

ます。聞くことと行うことは一つです。聞き損っ

てしまうということが愚かなことであります。つ

まり、主イエスの言葉を愚かな者は、聞いてもい

ないし、信じてもいないのです。それは主イエス

の言葉を「岩」とは思っていないということです。

〈賢い人と愚かな人〉

この個所における「賢い人」（24節）は、見るべ

きものがはっきりと見えているということです。

ですから、この世、あるいは自分の知恵によって

生きない人のことです。自分の知恵ではなく、神

の知恵によって生きる人のことです。もちろん、

神との神秘的な体験を勧めているわけではありま

せん。主イエスの言葉を聞いて、それを信じ受け

入れ、それに生きるということです。主イエス

は、この言葉の完成のために、全生涯をかけてお

られます。全存在をかけておられます。ですから、

権威は主イエスにおいて、言葉と存在がひとつに

なっています。

　それだからこそ、主イエスの言葉と存在に恐れ

た群衆は、「その教えに非常に驚いた」とありま

す。しかしながら、群衆のこの驚きは、やがて鈍

くなって行きます。世の現実、罪が人々の心を弱

らせてしまうからです。しかし、注意しなければ

ならないのは、「賢い人に似ている」という言葉

が未来のことを語っていることです。つまり、将

来に、賢い人と比べられるときが来ると言ってい

ます。今ここでの話しではありません。主の言葉

を信じて生きるのか、信じないで生きるのかの生

き方の違いは、まだ明らかになるわけではありま

せん。現在では、まだ同じようにしか見えないの

です。

〈岩の上と砂の上〉

　岩の上に家を建てることが賢いことなのか、砂

の上に家を建てることが愚かなことなのか、明ら

かになるのは、まだ先のことだということです。

「雨が降り、川があふれ、風が吹いて」というこ

とは、人生に起こる嵐のことを思い起こさせる言

葉です。しかし、それ以上に、この雨、川、風は

終わりの出来事を思い起こさせるものです。終わ

りのときに、人のすべての業が神の前に明らかに

されるときが来ます。神の裁きの嵐といってもよ

いかもしれません。それに耐えるような家を建て

るということ、そのことがここで求められている

と言えます。

　終末のことに対する私たちの切迫感はあまりな

いかもしれません。希薄といえます。そういう意

味では信じようとしていません。「わたしの言葉

を聞いて行う者は皆」と言われるとおりです。し

かし、間違ってはいけないのは、終末の出来事で

私たちを脅しているわけではありません。まさに、

神さまの招きの言葉です。岩の上に家を建てると

いうことは、神の国の支配の中に、しっかりと立

つことであります。	 （安田恵嗣）

	 11月12日	「岩の上に家を建てる」	 聖書研究

	 テキスト	 マタイによる福音書7章24～29節
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　イエスさまは、山の上に上られて、お弟子さん

たちに、そして大勢の群衆にも、たくさんのすば

らしい説教を語ってくださいました。

　僕たち私たちも、これまで「心の貧しい人は幸

いである。天の国はその人たちのものである。」「悲

しむ者は幸いである。その人たちは慰められる。」

「何を食べようか、何を飲もうかと、何を着よう

かと思い悩むな。神の国と神の義を求めなさい。」

「人を裁くな」などのすばらしいみ教えを学んだ

のです。

　さて、イエスさまの説教が終わりました。する

と、聞いていた大勢の人たちは、とても驚きまし

た。実は、大勢の人たちは、これまでも、神さま

の御言葉のこと、聖書の教えには慣れ親しんでい

たのです。ユダヤの人たちは、神さまの御言葉を

聞くことをとても大切にしていたからです。それ

を教えてくれる人のことを律法学者、聖書の学者

というのですが、その人たちはたくさんいたので

す。ところが、イエスさまの語ってくださったみ

教えは、その人たちとは、違っていました。何よ

りも、語っている態度がまったく違っていたので

す。いったい何がどう違っていたのでしょうか。

　皆さんは、「うそつき」ですか？もしも、いつも、

うそばっかりついているなら、お友達にも先生に

も信用されなくなってしまうでしょう。けれど

も、悲しくて、残念ですが、うそをついてしまう

こともあるのではないでしょうか。それは、「よー

し、ここはうそをついて自分を格好良く見せてや

ろう。」「うそをついて、得をしてしまおう」など

と、最初から、うそをつくことを心に決めてうそ

をつくことは、あまりないかもしれません。もし

も先週、このような、うそをついてしまったお友

達がいるなら、きちんと悔い改めのお祈りをして

くださいね。でも、このようなうそをついてしまっ

たお友達が、もしかするといるかもしれません。

「お友達との約束を破ってしまった。忘れてしまっ

た。」しっかりと約束したのに、自分の言葉を守

れなかった。これは、子どもも大人も、残念です

が、繰り返してしまうことでもあります。

　お父さんやお母さんが、遊園地やお買い物に連

れて行ってくれると約束してくれたのに、「今日

はだめ」とか、「そんな約束していないよ」とか

言われたことのあるお友達もいると思います。つ

まり、言ったことを必ず実行することのできる人

〔単元のねらい〕

　ヘブライ人の手紙は、「神は、終わりの時には、御子によって語られた」と言う。主イエスの説教は、神

の御子の説教である。それゆえに、必ず、実現する力ある言葉なのである。本日のテキストは、その主

イエスの山上における説教の結びの言葉である。マタイは、「律法学者のようにではなく、権威ある者

としてお教えになられた」と告げている。言葉と行いとが一つになっておられるお方だけが、唯一の権

威ある神の言葉の語り手である。ゆえに群衆は、その教えに驚かされただけではなく、教え方にも驚い

たのである。このお方こそ、岩なるキリストご自身に他ならないし、このキリストの確かさを説くこと

が狙いである。そのとき、子ども達の前に立つ教師自身の全存在も問われる。御言葉を聞いて行って、

その実りにあずかった者がキリストの証人だからである。しかし、よって立つ「岩」が揺るがないゆえ

に、欠け多き我々は、証人として立たされる。この恵みの事実に立ち、子ども達に、共に御言葉の力を

証しし、行う者となろうと呼びかけたい。

「賢い人って、誰のこと？」

	 11月12日	「岩の上に家を建てる」	 説教展開例

	 テキスト	 	 マタイによる福音書7章24～29節

	 参照カテキズム	子どもカテキズム 問70
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は少ないのです。先生もまったく同じです。

　ところが、「あなたがたの天の父が完全であら

れるように、あなたがたも完全な者となりなさ

い。」とイエスさまはお命じになられました。イ

エスさまは、完全な人間だから、堂々と言えるの

です。つまり、イエスさまの語られた御言葉は、

必ず実現されるものなのです。イエスさまは言っ

たとおり実行なさるのです。ところが、聖書の先

生、律法学者は、そうではありません。正直に言

うと、先生も、同じです。

　今、イエスさまは、これまでの説教を語り終え

る最後に仰せになられました。神さまの御言葉を

聞く人にとって、とても大切な、つまり要点を語

られたのです。「わたしのこれらの言葉を聞いて

行う者は皆、岩の上に自分の家を建てた賢い人に

似ている。」

　岩の上に家を建てた人がなぜ、賢いのかという

と、嵐の日にも倒れないからだとたとえて教えて

くださいました。逆に、イエスさまの御言葉、聖

書のみ言葉、日曜学校の礼拝式でのお話を聞いて

も、分級での先生のお話を聞いても、右の耳から

左の耳へと聞き流してしまう人は、神さまの御言

葉の力をなにも知ることができないのです。イエ

スさまは、そのような人のことを、砂の上に家を

建てた愚かな人に似ているとたとえられました。

　今、僕たち私たちは、説教を聞いていますね。

愚か者か賢い者か、どちらだとイエスさまに言わ

れるでしょうか。賢い人は、御言葉を信じて聞く

人のことです。信じるとは、御言葉に自分の全部

をかけてそのとおりにすることです。耳で聞くだ

けではなく、心で聴くのです。そうすると神さま

の御言葉が動き出して、働きだして効いてきます。

神様の御言葉には、ものすごい効き目があるので

す。神さまに従う力も、この御言葉の力の効き目、

効力なのです。

　もう一つのことをお話します。僕たち私たちは、

イエスさまの御言葉を聴いて、そのとおりにやっ

てみます。そうすると、それができない自分であ

ることも分かるのです。つまり、自分が本当に、

罪深いことが分かります。　

　けれども、そこでこそ、イエスさまの御言葉を、

しっかり聴くのです。イエスさまは、「信じなさ

い。従ってきなさい」と招いてくださいます。だ

から、僕たち私たちは、信じて、ついて行くこと

ができるのです。そしてイエスさまを信じている

人は、どんな人かというと、岩の上に家を建てた

人に似ていると、他の誰でもなく、イエスさまが

はっきりと言ってくださるのです。それが、僕た

ち私たちのことなのです。確かに、僕たち私たち

は、ちょっとした風や雨でも倒れてしまう小さな

家かもしれません。すぐ自分の弱い心に負けてし

まうけれども、イエスさまは、僕たち私たちを支

える岩となっていてくださるのです。

　僕たち私たちは、イエスさまから賢い人と呼ん

でいただきたいと思いませんか。そのように願っ

ているお友達は、もう岩の上に家を建て始めてい

るお友達です。このイエスさまのおかげで、たと

え、イエスさまのように言うこととすることとが

いつも一緒になっていなくても、神さまは、そん

な僕たちをも愛していてくださるのです。だから

安心して、失敗しても、何度でもイエスさまのみ

教えを行うのです。何度失敗しても、イエスさま

を信じている人は大丈夫です。岩の上に支えられ

ているからです。この岩は不思議な岩です。建物

そのものも頑丈になって行くのです。先生も、イ

エスさまを信じて、今日まで、支えられてきまし

た。イエスさまの御言葉は、確かで、裏切らず、

いつも先生を守り、励まし、支えていてくださる

のです。だから、今朝も、心から喜んでイエスさ

まは、すばらしい、イエスさまの御言葉を信じて

行う人生はすばらしいと、みんなに勧めることが

できるのです。	 （相馬伸郎）

	〔今週の暗唱聖句〕	 マタイによる福音書7章24節

そこで、わたしのこれらの言葉を聞いて行う者は皆、

岩の上に自分の家を建てた賢い人に似ている。
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	 11月12日	「岩の上に家を建てる」	 幼稚科

〈一週間の準備：これで分級の90％は決まる〉

　1）	 11/5にお休みの子はいませんか？　どう

してお休みだったのでしょう。次回出席で

きるようお祈りください。できたらお手紙

を出しましょう。

　2）	 11/12の分級で何を話しますか。話す内容

を一週間じっくり考えましょう。当然、出

席する子供たちの顔を浮かべながら……。

　3）	 子供たちの成長のために、教会に送り出し

てくれている家族の皆さんのために祈りま

しょう。

〈分級では〉

　だんだん外も寒くなり、日の暮れるのも随分と

早くなりました。神様から頂いた秋の実りの栗や

お芋もおいしくいただいたことでしょう。神様は

私たちに一番良いものをくださいます。おいしい

果物、ご飯、一緒にいると楽しいお友達、そして

神様はいつでも私たちを愛し見守っていてくださ

います。神様に感謝の気持ちでお祈りしましょう。

〈分級のねらい〉

　聞き損ってしまう事は愚かなことです。聞くこ

と、行うことは一つのことです。イエス様の言葉

を岩と信じ、説教をよく聞き頑丈な家を建てま

しょうと話しましょう。

〈展開例〉

　みんなお家を建てている所を見たことあるか

な、大工さんがトンカン、トンカン建てている

よねと具体例を出して言ってみると良いと思いま

す。地面を平らにしてコンクリートというかたい

岩のようなものでしっかりと土台を作り、その上

にお家をトンカントンカンと建てていくよね。雨

が降り、風が吹き、川が溢れても壊れちゃうこと

はないよね。でも、かたい岩を置かないでサラサ

ラの砂の上に造ったらどうだろう。雨の水がいっ

ぱいになって、家の下の方から流されてしまい壊

れてしまうよね。

　イエス様を土台として、生活を整えていくこと

が大事です。だから皆もしっかりした岩の上にお

家を建てようね。イエス様の御言葉を聞いて信じ

守ろうね。そうしたら皆の家も壊れないよね。

　歌があるので手遊びしながら一緒に楽しみま

しょう。

　①賢い人が家を建てた、岩の上に家を建てた、

岩の上に家を建てた、雨が降ってきた。

　　雨が降り水が増し、雨が降り水が増し、

　　雨が降り水あふれ、その家は大丈夫。

　②愚かな人が家を建てた、砂の上に家を建てた、

砂の上に家を建てた、雨が降ってきた。

　　雨が降り水が増し、雨が降り水が増し、

　　雨が降り水あふれ、その家はペッチャンコ。

　※『教会学校・日曜学校子どもさんびか』（日

本ホーリネス教団）より

　※当教案誌第16号29ページを参照

〈おいのり〉

　神様、どうぞ私たちがイエス様のお話をよく聞

き、神様の教えてくださったように良いことがで

きるようにしてださい。いつも神様が守ってくだ

さっていることを感謝します。
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	 11月12日	「岩の上に家を建てる」	 小学科下級

〈ねらい〉

　みことばを聞いて行うとはどういうことか、具

体的に話し合い理解を深める。岩の上の家と砂の

上の家、賢い人と愚かな人、という子どもにも明

快な対比が用いられているたとえ話なので、そこ

を際立たせて印象づけたい。

〈展開例〉

1. 皆さんは、「三匹のこぶた」というお話をを知っ

ていますね。三匹のこぶたは、それぞれどんな

おうちを建てたか、覚えていますか？

　→わら、木、れんが。できれば話のあらすじも

子どもたちに話してもらう。

2. みんなだったら、どんなおうちを建てるかな？

　考えてみると、楽しいね。でも、今日は「何

で」家を建てたのか、ではなく「どこに」家を

建てたのか、というお話でしたね。公園の砂場

や、海辺の砂浜を思い出してみましょう。どん

なに立派な、すてきなおうちを建てたとしても、

砂の上だと、どうなってしまうかな？ 丈夫な

おうちにするには、どこに建てたら良かったの

かな？

　→皆で説教を思い出しながら、砂の上・岩の上

の対比をイメージ付ける。

3. 岩の上に家を建てる、というのは、神様のこ

とばをよく聞いて、神様に従うことでしたね。

私たちの建てるおうちはそれぞれ、小さかった

り大きかったり、違う形や色でも、土台はみん

な同じ、イエス様という岩の上にしたいです

ね！

〈ワーク〉

クイズ「砂か岩か？」

　　身近な出来事の例に対して、神様が悲しまれ

ることなら「砂」、神様に従っていることなら

「岩」と答えてもらう。

例1)	 家の大切なものを壊してしまいました。お

母さんが気がつかなかったので、黙ってい

ます。

例2)	 学校のお友達にも、イエス様のことを教え

てあげたいので、教会学校に誘いました。

例3)	 嬉しいことや悲しいことがあったら、お祈

りして神様にお話ししています。

※子どもたちにあわせて、例は自由に作ってみて

ください。

〈おいのり〉

　神様、私たちが砂の上に家を建てる愚かな人に

ならずに、イエス様というしっかりとした岩の上

に家を建てる、賢い人になれるようにしてくださ

い。

そこで、わたしのこれらの言葉を聞いて行なう者は皆、
岩の上に自分の家を建てた賢い人に似ている
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	 11月12日	「岩の上に家を建てる」	 小学科上級

〈ねらい〉

　岩の上に家を建てるとは？

〈展開例〉

1. 家を建てるとはどういう意味？

　イエス様はこのたとえを用いて何を教えようと

なさったのでしょうか。このお話は私たちが自分

の人生をどのように築いていくべきか、何を土台

にして生きていけばよいのかを教えています。

2. 二つの家を比べてみよう

　この二つの家について、表を用いて整理してみ

ましょう（ルカ6章46～49節も参照して完成させ

る）。聖書を開いて調べながら（　）の部分を書

いてもらう。

岩の上に建てた家 砂の上に建てた家

建て方
（地面を深く掘り岩に

固定し建てる）

（土台なしにそのま

ま砂の上に建てる）

洪水で （倒れなかった） （倒れて壊れた）

どんな人 （賢い人） （おろかな人）

土　台
岩とは

（　　　　　　　　）

砂とは

（　　　　　　　　）

生き方 （御言葉を聞いて行う）
（御言葉を聞くだけ

で行わない）

表を見ながら一緒に考え、話し合う。

・家とは何でしょう。→　私たちの人生

・洪水とは何でしょう。→　私たちの人生に起こ

る危機（病気、事故、災害、失敗、死など）

3. 砂の上に家を建てるとは？

・砂とは何でしょう。

　（ヒントは洪水が襲ってきたときに、倒れてし

まうもろい土台であるということ）

　砂の上に家を建てるとはどういうことなのかを

考える。生徒たちに何が砂にあてはまるのかを考

えさせる。（自分の能力、学歴、お金、健康、権力、

人気、家族など）砂の上に家を建てるとは、これ

らの頼りにならないものを土台とする生き方のこ

とです。

　これらはいつかなくなってしまったり、突然取

り去られてしまうものです。健康な人もいつかは

病気になり、老いていきます。お金や人気も一日

で消えてしまうこともあります。頼りにしている

家族でさえ、死という別れが必ず来ます。すべて

砂のように崩れ去ってしまうのです。

　たとえ、一生の間これらのすべてに恵まれてい

たとしても、自分の死を前にしたとき、この中の

どれも持っていくことができません。

　そしてもっとも厳しい嵐、死んだ後、待ってい

る神様の裁きに対して、これらのものは何一つ役

に立たないのです。

4. 岩の上に家を建てるとは？

　岩とは何でしょう。洪水が襲ってきても家が倒

れなかったように、どんな嵐がやってきても、しっ

かりと私たちを支えてくれるものです。

　それは人間の中にはないものです。岩とはすべ

てのものを支配されるお方、永遠に変わらないお

方、私たちの救い主イエス・キリストのことです。

　イエス様は言われます。「わたしのこれらの言

葉を聞いて行うものはみな、岩の上に自分の家を

建てた賢い人に似ている」

　しかし、それは道徳のお手本のような立派な生

き方をしなさいという意味ではありません。正し

く生きることそのものが目標となるならば、それ

もまた自分の正しさを土台とする生き方になって

しまうからです。

　イエス様の言葉を聞いて行う人は、心の貧しい

人であったはずです。そのような生き方からほど

遠い、みじめな自分であることを教えられた人で

す。もはや自分の中には土台となるものは何もあ

りません。命をくださるほどに私を愛してくだ

さったイエス様だけが私たちの土台です。

　この土台は死の闇がせまるときも、神様の裁き

のときもわたしを倒れないように支えることので

きるただ一つの土台です。

　すでにこのイエス様が私たちの土台となってい

てくださるのです。ですから私たちはこのお方の

言葉を、自分に語られた言葉として深く掘り下げ

て聞きましょう。他のむなしいものを頼りとせず、

このイエス様だけを土台として生きるのです。

5. ペーパークラフトの家を作ろう

　119ページを参照してください。
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	 11月12日	「岩の上に家を建てる」	 中学科

〈今日のカテキズム〉

カテキズムをする前に……

☆参照カテキズムとして、子どもカテキズム問

70が挙げられています。

問70	 御言葉は、どのようにしてあなたに救いの

恵みを与えるのですか。

答	 私たちが、神の御言葉である聖書と説教に

正しく聴き従うことによってです。御言葉

をよく聴くことこそ、神さまへの愛と奉仕

です。

☆同じ内容をウェストミンスターでは次のように

まとめています。

ウェストミンスター小教理問答

問89	 御言葉はどのようにして救いに有効とされ

ますか。

答	 神の御霊が、御言葉を読むこと、特に説教

を、罪人に罪を自覚させて回心させるため、

また信仰によってきよめと慰めのうちに救

いに至るまで建て上げるために、有効な手

段とされます。

問90	 御言葉が救いに有効となるには、御言葉を

どのように読み、また聞かなければなりま

せんか。

答	 御言葉が救いに有効となるには、私たちは、

勤勉、準備、祈祷をもってこれに傾聴し、

信仰と愛をもって受けいれ、私たちの心の

うちに蓄え、私たちの生活の中で実践しな

ければなりません。

〈今週の聖書日課〉

　日曜日　　マタイ7:24

　月曜日　　使徒20:32

　火曜日　　コリント一15:4

　水曜日　　テモテ二3:14～17

　木曜日　　ローマ10:14～17

　金曜日　　詩編119:105

　土曜日　　ローマ1:16

先生方へ⑤

　日本聖書協会の理事をずっと務めてこられ

た榊原先生によれば、聖書は中学生が読んで

わかるレベルの日本語で書かれているとのこ

と。そう言われた中学生たちは、今までわか

らないと思っていたけれども、わかるはずだ

と思って聖書を読もうと思った、と言ってい

ます。「自分で（自力で）読もう」という気

持ちにさせられたのです。「自分で（自力で）

読む」方法として、教理問答の引照聖句等を

自分で聖書を開いて調べ、教理問答で言われ

ていることは、本当に聖書で言われているこ

とかどうか、確める作業を勧められたのです。

中学生にもできるはずだから、と。こういう

聖書の読み方は、確かに聖書の中にでてきま

すね（「ここのユダヤ人たちは、テサロニケ

のユダヤ人よりも素直で、非常に熱心に御言

葉を受け入れ、そのとおりかどうか、毎日、

聖書を調べていた。」使徒17:11）。聖書主体

で教理問答を読む。1つ1つの問答について

聖書を開く作業、できるはずだからと励まし

て、中学生たちにもぜひ勧めたいですね。

（おわり）
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　奇跡を連続して取り扱った第9章を結ぶにあ

たって、マタイは、ガリラヤ全土でのイエスの宣

教をまとめて、以降の物語との接点としています。

「群衆が飼い主のいない羊のように弱り果て、打

ちひしがれているのを見て、深く憐れまれた」（9

章36節）。そして、続く第10章は、12人の弟子の

選びと、彼らを派遣するに際してのイエスの教え

が記されています。「行って、『天の国は近づいた』

と宣べ伝えなさい。病人を癒し、死者を生き返ら

せ、らい病を患っている人を清くし、悪霊を追い

払いなさい」（10章7～8節）。

　この個所には三度「恐れる」という言葉が繰り

返されています。「人々を恐れてはならない」（26

節）、「魂を殺すことのできない者どもを恐れる

な」（28節）、「滅ぼすことのできる方を恐れなさ

い」（28節）。私たちは、神を畏れて生きる者です。

ですから、神以外のものを恐れることはありませ

ん。でも現実は、いろいろなものを恐れて生きて

います。まだいろいろなものを恐れるということ

は、まことの神を真実に畏れていないからです。

神を畏れることを怠るときに、恐れなくてよいも

のを恐れなければならなくなります。信仰を持っ

ているにもかかわらず、いつも不安が心を占領し

てしまいます。そんな私たちに対して、「恐れる

な」と励ましの言葉をかけてくださいます。まさ

に、私たちに勇気を与えて、慰めてくださる言葉

です。この「恐れるな」という主イエスの言葉を

私たちは聞き取らなければなりません。

〈恐れるな〉

　私たちの恐れの一つは、主イエスが指摘されま

す体を殺される恐れです。私たちは、確かに、命

が奪われることを恐れます。体が少しでも弱れば

不安をいだきます。しかし、主イエスは、ただ体

のことだけではないかと言われます。彼らは、あ

なたの魂を殺すことはできないことを、どうして

知らないのかと言われます。でも間違ってほしく

ないのは、主イエスは体を軽んじてはおられない

ということです。30節に、「あなたがたの髪の毛

までも一本残らず数えられている」と言われまし

た。「髪の毛」は明らかに体の一部です。髪の毛

の一本までが神さまによって大事されていること

を表現している言葉です。私たちの体も魂も神の

御手の内にあるのです。ですから、28節で、「魂

も体も地獄で滅ぼすことのできる方を恐れなさ

い」と言われます。このことから、私たちの魂は

神によって滅ぼされるものであることを知らなけ

ればなりません。つまり、自分が滅ぶべき存在で

あることを真実に恐れるということです。神に

よって初めて滅びることはあっても、人々によっ

ては滅ぼされることはないと主は語っておられま

す。

〈髪の毛までも一本残らず〉

　一本の髪の毛までも、恵みの中で数えてくださ

る神が、主イエス・キリストにおいて、私たちを

どれほど大切にしていてくださるかを知るのであ

ります。「魂も体も地獄で滅ぼすことのできる方

を恐れなさい」（28節）。魂と体の両方を備えて

いる私たちを滅ぼすことのできる方は、神お一人

であられるというのです。神さまが、生命を与え

てくださるからです。「二羽の雀が一アサリオン

で売られているではないか。だが、その一羽さえ、

あなたがたの父のお許しがなければ、地に落ちる

ことはない」（29節）。滅ぼす力を持っておられ

る神は、恵みの力においても、大きな方なのです。

　弟子たちは、主イエスによって丁寧に説き明か

しを受けたにもかかわらず、恐れました。主イエ

ス・キリストが十字架に付けられたときには、裁

きを恐れて逃げてしまいました。主イエスにこの

ように言われながら、弟子たちは逃げてしまった

のです。しかし、まことに恐れてくださったのは

主イエスご自身であったことを忘れてはなりませ

ん。この主が十字架で死んでくださり、甦られた

のであります。	 （安田恵嗣）

	 11月19日	「一羽の雀でさえ」	 聖書研究

	 テキスト	 マタイによる福音書10章26～31節
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　今日のイエスさまのお話の中には、雀が出てき

ました。皆の中で雀を見たことのある人はいます

か。もちろん、見たことがあるでしょう。それな

ら、雀を食べたことのある人はいますか。きっと

いないでしょうね。先生もないです。でも、イエ

スさまの頃は、雀が食べる為に売られていたので

す。小さな雀ですから、食べるところは少ないで

しょうし、おいしいのかどうか分かりません。

　イエスさまは、何のためにこの雀のことをお話

しされたのでしょうか。イエスさまは仰いました。

「二羽の雀は市場に行くと、一アサリオンで売ら

れていますね。」一アサリオンというのは、イエ

スさまの時代のお金の中で一番安いお金の単位で

した。日本でいうと一円玉ですね。その一円で買

えるような食べ物が雀です。貧しい人は鶏肉なん

か食べられずに、雀を食べていたのです。一円を

持ってお店屋さんに行くと、雀を二羽くれるので

す。「一羽でいいのになぁ」と思っても、二羽で

一アサリオンなのです。つまり、雀は一羽では売

り物にならないほどの、安物なのです。

　実は、イエスさまはこのお話を何度もなさいま

した。ある時は、こう仰いました。「五羽の雀は

二アサリオンで売られていますよ。」中級の小学

生のお友達はすぐに割り算ができるでしょう。で

も割り切れないですね。あまりが出ます。二アサ

リオンで四羽買えるのですが、お店には一つのお

皿に五羽並んでいるのです。一羽オマケです。つ

まり、雀はそれほど、安いのです。

　でも、イエスさまは、仰いました。「そんな安

くて小さくて、名前もない一羽の雀でさえ、神さ

まはお忘れになることはありません。神さまのお

許しがなければ、その一羽だって生きることも死

ぬ事もないのです。だから恐れる必要はありませ

ん。」

　皆の中でペットを飼っているお友達もいるで

しょう。小さな動物、ハムスターやウサギを飼っ

ているお友達もいるかもしれません。手のひらの

中に入ってしまうような小さな動物も、神さまの

許しがあって生きています。死ぬこともそうです。

神さまは、あなたの飼っている小さなペットだっ

て、生かしておられるのです。そして、イエスさ

まは、僕たち私たちにこのように呼びかけてくだ

さいます。「君のペットより、君の方が大切だよ。

君の命の方が、比べられないほど大切なのだ。そ

して、いつも、君を守っているのは、わたしだと

いうことを信じなさい。」

　イエスさまはまた、こうも教えてくださいまし

た。「あなたがたの髪の毛までも一本残らず数え

〔単元のねらい〕

　主権者にして創造者なる神が、今、何をしていてくださるのか。このわたしのためにどのようにかか

わっていてくださるのか。そのことをいつも知り、喜び、感謝する人間が信仰者である。つまり、摂理

の信仰に生きることである。多くの日本人の「宗教」とは、結局、「霊的なたたり」からどのようにし

て身を守ることができるか、この「恐怖」を克服し、「わざわい」から逃れる企てである。そこに、ま

ことの神を知らない人間の悲惨な姿がある。そうであれば、キリスト者の信仰こそ、彼らの求め、憧れ

に決定的に応え、満たしてあまりまるものである。地域の子ども達は、幼いときからこのような霊的

な環境に閉じ込められている。生ける主イエス ･キリストとの交わりこそ、その解放の唯一の道である。

礼拝式、説教によって、イエス・キリストの御臨在を証しさせていただきたい。

「一本の髪の毛も数えておられる神さま」

	 11月19日	「一羽の雀でさえ」	 説教展開例

	 テキスト	 	 マタイによる福音書10章26～31節

	 参照カテキズム	子どもカテキズム 問13、14
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られている。」皆さんのなかで、自分の髪の毛が

何本生えているかを、知っている人は誰もいない

はずです。ところが、ある人はこんな風に言うこ

とがあります。「自分のことなら、自分が一番良

く知っている。」本当にそうでしょうか。違います。

僕たち私たちは、自分の全部を自分では知らない

のです。体のこともそうです。おなかの中とか、

心臓とか、頭の中とか、自分のものなのに、見た

ことがありません。レントゲンで見たことのある

お友達がいるかもしれませんが、見ても、なんだ

かよく分からなかったのではないですか。体ばか

りではありません。心の中だって、自分で自分の

ことをすべて分かっているわけではありません。

神さまこそ、僕たち私たちのすべてをご存知なの

です。しかもその神さま、天のお父さまは、僕た

ち私たちのことをいつも見ていてくださり、守っ

ていてくださるのです。子どもカテキズムの問

13に、「神さまは私たちの父として、私たちを守っ

ていてくださいます。ですから、健康も病気も、

嬉しいことも悲しいことも、すべてのことが私た

ちの役に立つよう働くのです。」とあります。す

ばらしいですね。僕たち私たちは、なんて幸せな

人間なのでしょう。問14には、こうあります。「運

が悪いと言ったり、占いを気にしたり、たたりを

気にすることはできますか。」「わたしたちにはで

きません。神さまより大きく強いものはないから

です。父なる神さまは私たちを愛してくださるの

です。ですからたとえひとりぼっちでいても、こ

わくありません。」本当にこのとおりですね。こ

んなすばらしい幸せを、イエスさまがお与えくだ

さいました。

　だから、たとえば、ときどき、テレビなどで、

占いのおばさんが出てきますね。でも、僕たち私

たちは、占いのおばさんなんかの声に負けてはい

けません。また、たとえば、死んだ人の霊魂がた

たるとか、守るとか、見てきたことのように言う

人も出てきますよね。しかし、僕たち私たちは、

心配いりません。天と地をお造りになられた神さ

まを信じているからです。たとえ、病気になって

も、つらいことが起こっても、イエスさまが一緒

にいてくださいます。まことの神さまは、僕たち

私たちのお父さまだからです。

　でも、これは、毎日お祈りしていないと、分か

らなくなってしまうのです。お祈りしている人は、

分かってくるのです。だから、今週も、天のお父

さまとお呼びしましょう。神さまが、おられて、

わたしのお祈り、呼ぶ声を聞いてくださることが

分かるまで、何度でも、天のお父さまと呼んでみ

ましょう。

　このような幸せを与えてくださったのは、イエ

スさまです。イエスさまが、十字架にかかって、

僕たち私たちの悲しみ、悩み、苦しみを全部、お

一人で受けてくださったからです。僕たち私たち

の代わりに、苦しんでくださったおかげで、僕た

ち私たちには、すべてのことが役立つように働く

ことができるのです。だから、イエスさまは、僕

たち私たちに命じてくださいます。「どんなに強

い人間でも、死でも、神さま以外に、恐れてはい

けません。勇気をもって、天のお父さまを信じ続

けなさい。」	 （相馬伸郎）

	〔今週の暗唱聖句〕	 マタイによる福音書10章30節

あなたがたの髪の毛一本までも残らず数えられている。
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	 11月19日	「一羽の雀でさえ」	 幼稚科

〈ねらい〉

　「こわいものしらず」という言葉がありますが、

小さい子どもたちは冒険家である一方、とてもこ

わがりやです。毎日がチャレンジの連続で、少し

のことで自信を失ってしまうことがたびたびあり

ます。そんな子どもたちに、私たちのすべてをご

存じで、いつも守ってくださる神様のことを知ら

せ、神様、イエス様と共にいる安心を伝えましょ

う。

〈展開例〉

　今日のイエス様のお話の中に、すずめがでてき

ました。みんなのお家のそばにもいるかもしれま

せんね。すずめやからすはよく見かけるでしょう。

すずめはね、遠いお山よりも人の家のそばが好き

な鳥なんだって。イエス様のころから、みんなが

よく知ってる鳥だったようですね。

　すずめは、たくさん集まって飛んだり、えさを

食べたりしていることが多いですね。どうしてか

な。小さくて、弱いからかな。たくさんでいれば

さびしくないからかな。あんまりたくさん集まっ

ていて数え切れないこともあるよね。でも、そん

なすずめの一羽のことも、神様はちゃんと知って

いらっしゃるんです。

　もっとすごいことに、神様は私たちの髪の毛が

何本あるかも知っていらっしゃるんだって！　お

となりの○○ちゃんの髪の毛、数えてみようか。

……どう？ 数えきれる？ 無理だよね。あんまり

たくさんありすぎて、数えきれないよね。でも、

神様は、誰が何本髪の毛があるか、ぜ～んぶ、知っ

ていらっしゃいます。すごいね。

　イエス様は教えてくださいました。ぜんぶ知っ

ていらっしゃる神様が、わたしたちのことが大好

きで、とっても大事に思ってくださってます。だ

から、心配しなくていいよ、大丈夫だよ、ってね。

よかったですね。

〈おいのり〉

　かみさま、小さいわたしたちのことも忘れずに、

いつも知っていてくださり、大事に思ってくださ

ることをありがとうございます。これからも、い

つも守ってください。イエス様のお名前によって

お祈りします。アーメン。
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	 11月19日	「一羽の雀でさえ」	 小学科下級

〈ねらい〉

　子どもたちの身近には占いや迷信があふれてい

る。また、子どもたちが犯罪に巻き込まれるニュー

スも過剰なほど報道され、恐怖心をあおられてい

ることだろう。そのような世の中にあって、本当

に恐れるべき方は主なる神であることをしっかり

と確認し、分かち合いたい。

〈展開例〉

1. 皆さんは、占いを知ってますね。生まれた日や、

名前、血液型などで、将来のことを予想したり、

こうしたらいいことがある、なんて、まるでな

んでも知っているかのようです。占いを信じた

り、気になったことはありますか？

　→信じるべきではないと分かっていても、誘惑

を受けることは多いだろう。まず子どもたち

のありのままの気持ちに耳を傾けたい。その

上で、占いは本当の神様を知らない人間が勝

手につくったものであることを確認する。

2. 今日のお話を聞いて、ここで言っている「恐

れる」ということは、ただ「こわい」という意

味ではないことが分かりましたね。この世をつ

くり、支配しておられる神様だけが、本当に「恐

れるべき方」です。その神様がつくられたあら

ゆるものの中で、もっとも良いものは、なんだ

と思いますか？

　→小さな雀でさえ慈しみ、支配のうちに置かれ

ている神様が、何よりも私たち人間を愛し、

髪の毛一本までも数えておられる！ その恵

みの、驚きと感謝を分かち合う。

〈おいのり〉

　神様は、髪の毛一本一本まで数えておられるほ

どに、私たちのすべてをご存じです。そのような

神様が、いつも私たちと共にいて、守り、励まし

てくださることを信じて、この一週間を歩んでい

くことができますように。

〈やってみよう〉

しおりをつくろう！

☆用意するもの

　色画用紙（できれば、雀にちなんで茶色など）、

リボン（きれいなひもでも良い）、色鉛筆かサイ

ンペン、穴開けパンチ

☆作り方

　色画用紙を小鳥の形に切り抜く。

　目・くちばし・羽など、それぞれ自由に貼り付け

たり描いたりする。

　裏に今日の暗唱聖句を書き込む。パンチで穴をあ

け、リボンを通す。

あなたがたの髪の毛までも一本残らず数えられている
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	 11月19日	「一羽の雀でさえ」	 小学科上級

〈ねらい〉

　迫害を恐れるなといわれる理由を考える。

〈展開例〉

1. 私たちの中には恐れがある　

　あなたは学校の友達に、自分が教会に行ってい

ることや、イエス様を信じていることを話したこ

とがありますか。

　そんな勇気はないと思っているとしたら、何を

恐れているのでしょうか。それをいい表すことを

妨げる恐れの中で、当てはまるものがないか考え

てみましょう。

○みんなから理解されないのではないかと思う

○人と違う人間だと思われて、孤立してしまうの

が心配

○仲間はずれにされたり、いじめられるのでは

○いい子ぶっている人と思われるのがイヤ

○それでもクリスチャン？といわれたくない

2. 何を恐れるなといわれるのか

　｢ 恐れるな ｣ とイエス様はいわれます。ここで

いう恐れとは何でしょうか。その答えは今日の聖

書箇所の前に書いてあります。そこには「迫害を

予告する」という題がつけられています。迫害と

はイエス様を信じているために、憎まれたり苦し

められたり、悪口をいわれたり、捕まえられたり、

攻撃されることです。

　イエス様はこれから弟子たちが必ず迫害にあう

ことを知っておられました。イエス様はその弟子

たちに迫害する人々を恐れてはならないとおっ

しゃいました。

3. どうして迫害する人々を恐れてはならないのか

　なぜ恐れなくてもいいとおっしゃるのでしょう

か。三つの理由が書かれています。

①神の国が完成するとき、隠されているものが明

らかになる

　　人々は神の国が近づいていることを信じない

かもしれません。しかし、終わりの日にはすべ

て隠されていることが明らかになります。その

とき、イエス様こそ神の子であることが誰の目

にも明らかになるのです。

②人々は体を殺しても魂を殺すことはできない

　　迫害する者たちは私たちの体を傷つけ、命を

奪うことができるかもしれません。しかし私の

魂を殺すことはできません。私たちが本当に恐

れるべきお方は、体も魂も地獄で滅ぼすことの

できる神様ただお一人だけです。

③神様は愛をもって私を覚えていてくださる

　　一羽の雀さえも神様は覚えておられます。私

たちの髪の毛までも1本残らず数えおられるお

方は、雀よりはるかにまさって私たちを大切に

取り扱ってくださいます。

　　イエス様をくださるほどに私たちを愛してく

ださった神様は、迫害のとき、特別な力で私た

ちを守ってくださいます。たとえ苦難や悪しき

力が襲ってきても、神様の力と御支配はゆるぐ

ことがありません。

　　イエス様を信じているという理由で苦しむこ

とも起こってくるでしょう。しかし、そのとき

には聖霊なる神様が、耐える力と勇気と知恵を

与えてくださいます。

4. 力となる御言葉

　あなたを勇気づけてくれる御言葉を心の中に蓄

えましょう。

①下記から御言葉を選んで、まずその聖書の箇を

開き、書き写す。

②暗唱する。（1～3分）

③2人ずつ組になり、相手に自分の書いた紙を渡

す。

④紙を見ないでもいえるかを聞いてもらう。

★マタイ10章28節「体は殺しても、魂を殺すこ

とのできない者どもを恐れるな」

★マタイ10章31節「だから、恐れるな。あなた

がたは、たくさんの雀よりもはるかにまさって

いる」

★イザヤ43章1節「恐れるな、わたしはあなたを

贖う。あなたはわたしのもの。わたしはあなた

の名を呼ぶ」

★イザヤ43章5節「恐れるな、わたしはあなたと

共にいる」
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	 11月19日	「一羽の雀でさえ」	 中学科

〈今日のカテキズム〉

カテキズムをする前に……

☆参照カテキズムとして、子どもカテキズム問

13（摂理）、14（運命や占いやたたりについて）

が挙げられています。前号に何度か出ています

ので（7/16、30、8/6）、ここでは省略します。

☆次の問答は以前にも紹介しましたが、別の訳で

もう一度取り上げたいと思います。訳を比較し

てみると勉強になりますので、これは先生方の

ために記します。生徒たちには、前にのせた訳

で、まだ覚えているかどうかをおさらいした方

がいいかもしれません。（前号 p.54参照。）

ジュネーヴ教会信仰問答（渡辺訳）

問28	 しかし、不敬虔なものや悪魔のことを私た

ちはどう考えるのでしょうか。

答	 神は御霊をもって彼らを治めることはされ

ませんが、御自身の権勢をもって、いわば

くつわを掛けるように彼らを抑制したま

い、そのため彼らは許された範囲しか動く

ことができません。また、彼らは神の御意

志に仕える者とされて、心ならずも、そし

て自らの計画に反して働かされ、神のよし

と見たもうところを行なわずにはおられな

くされているのであります。

問29	 このことについての認識は、あなたにとっ

てどういう益となるのでしょうか。

答	 たくさんの益があります。すなわち、もし

悪魔や不敬虔な者たちに神の御意志に反し

たことが実行出来るとすれば、私たちは惨

めな目に遭いましょう。また、彼らの欲望

のまえにむ剥き出しにされていると考える

と、私たちの心は決して平静ではおられま

せん。しかし、神の決定によって手綱が掛

けられ、いわば柵の中に閉じ込められ、神

の御許しなしには彼らは何も出来ないと知

る時、やっと私たちは確実に静穏になるの

であります。というのは、神御自身が特別

に私たちのために守り手となり、救いと保

護とを引き受けて下さるからです。

〈今週の聖書日課〉

　日曜日　　イザヤ43:21～25

　月曜日　　イザヤ40:18

　火曜日　　詩編50:21～23

　水曜日　　詩編78:17～29

　木曜日　　ヘブライ3:12

　金曜日　　ヨハネ一2:15～17

　土曜日　　エフェソ4:30～5:5
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　第10章から第20章の終りまでは、主イエスが

教えを説いて廻る際の説教が取り上げられていま

す。それぞれの説教が行われた場面の具体的な描

写は、ほとんどありません。全体として主イエス

が語りかけた相手は、十二人の弟子たちでした。

第11章からはまた、取り巻く群衆に向かって、

語りかけています。もちろん、主の近くには弟子

たちがいました。また、ファリサイ派の人々が、

質問をし、隙あらば主を落とし入れようとして、

聞き耳を立てていました。

〈軛を負う〉

　「疲れた者、重荷を負う者は、だれでもわたし

のもとに来なさい。休ませてあげよう。わたしは

柔和で謙遜な者だから、わたしの軛を負い、わた

しに学びなさい。そうすれば、あなたがたは安ら

ぎを得られる。わたしの軛は負いやすく、わたし

の荷は軽いからである」（28～30節）。主イエス・

キリストが与えてくださる休み、それは重荷を取

り去ってくださることではありません。荷を軽く

してくださることです。軛はなおも負い続けなけ

ればなりません。しかしながら、その軛は主ご自

身が与えてくださった軛であることを忘れてはな

りません。軛を負うとは、主イエスに学び、真似

ることであります。私たちに対して主イエスは、

主の真似をして生きるように招いておられます。

そのようにして、私たちは主の弟子となっていく

のです。

　私たちには、どうして重荷を負わなければなら

ないのか、という不安があります。せっかく、主

イエス・キリストを信じて生きているにもかかわ

らず、どうして主は重荷を取り去ってくださらな

いのだろうか、という呟きがあります。主は負え

るかどうかの不安を私たちの中に呼び起こしてお

られるのではありません。重荷を負うところで、

安らぎを得ることができるのであります。ですか

ら、そのような重荷を負えるのか、という不安は

ありません。背負うことができるのか、という重

荷に脅えることもありません。これこそが、私た

ちのために重荷を負っていてくださる主イエス・

キリストの招きであり、慰めであります。

〈わたしが〉

　「疲れた者、重荷を負う者は、だれでもわたし

のもとに来なさい。休ませてあげよう」（28節）。

原文においては、「わたしが休ませる」というよ

うに、「わたし」が強調されています。30節までに、

主イエス・キリストは、何度も「わたし」を強調

しておられます。主イエスがこれほどまでに自己

主張しておられるのはめずらしいことです。鍵は

この「わたし」にあるのです。あなたがたが無視

している、この「わたし」にすべてがかかってい

るのです。

〈安らぎを得られる〉

　「得られる」という言葉は、「見出す」とも言う

ことができる言葉です。つまり、安らぎは、探し

て見つけるものなのです。私たちはどこか温泉で

も行って休みたいと思います。ここで休むことは

そういうことなのでしょうか。

　実は、「安らぎを得られる」という言葉は、三

つの言葉からできています。「わたしの軛を負い」、

「わたしに学びなさい」、そして、「自分の魂の安

息を得られる」という三つの言葉を重ねています。

安らぎを得られるということは、軛を負うことで

あり、キリストに学ぶことであるということなの

です。「軛」は、牛や馬が農作業するときにつけ

るものです。休ませるときにははずすものなので

す。主イエスは、軛を負うことは安らぎを見出す

ことなのだと言われるのです。	 （安田恵嗣）

	 11月26日	「重荷を負う者への招き」	 聖書研究

	 テキスト	 マタイによる福音書11章25～30節
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　おはようございます。僕たち私たちは、今日も、

イエスさまの教会に来ることができました。先生

は、皆が、日曜日に教会に来てくれることを心か

らうれしく思っています。教会では、毎週の水曜

日の朝と夜のお祈りの会で、日曜学校の先生たち

が、毎日、皆のためにお祈りしています。だから、

本当にうれしいのです。

　どうして、僕たち私たちは、今日、ここに来る

ことができたのでしょうか。もちろん、元気な体

が与えられ、健康が守られ、遊びやテレビなどの

誘惑、家の用事から守られて、ここに来ることが

できたわけです。みんな、努力して教会に来てく

れたわけで、とってもすばらしいことです。

　でも、それだけではありません。たとえば、学

校や塾、映画館とか遊園地とか、そういうところ

は、自分で行こうと考えて行く場所でしょう。そ

れなら、教会はどうでしょうか。教会に来ること

ができている子ども達は、ものすごく少ないで

しょう。悲しいけれど、そうだと思います。どう

して、他のお友達ではなく、何故、僕たち私たちは、

ここにいることができる、できたのでしょうか。

　今日のイエスさまのお話は、そのことを教えて

くださっています。最初に、イエスさまはこうおっ

しゃいました。「天と地をお造りくださいました

お父さま、あなたをほめたたえます。賛美します。」

つまり、これはお祈りですね。イエスさまが天の

お父さまに呼びかけておられるのです。

　次に、こうおっしゃいました。「これらのこと

を知恵ある者や賢い者には隠して、幼子のよう

な者にお示しになられました。」つまり、「イエス

さまが救い主であって、神さまの御子であられる

ことを、自分で頭がよいとか、自分が考えること

は間違いないとうぬぼれているような人にではな

く、僕たち私たちのような小さな子、幼子、素直

にイエスさまのお話を聞いて、信じる人に示して

くださいました。」ということです。

　その次にこのようなことを教えてくださいま

す。「イエスさまのことは天のお父さまがよく知っ

ておられるし、天のお父さまのことは、御子イエ

スさまがよく知っておられる。」しかも、びっく

りするようなすばらしいことですが、そのような

神さまのことを、イエスさまが、他の誰でもなく、

ここにいる僕たち私たちに教えてくださった、だ

から、僕たち私たちはイエスさまのことを信じる

ことも、天のお父さまのことを信じることもでき

るようにさせていただいたのだと、お教えくだ

さったのです。

　さて、イエスさまは、ここまでは、お祈りして

〔単元のねらい〕

　「わたしのもとに来なさい。」この主イエスの愛の迫りを伝えることが狙いである。しかも、肝心なこ

とは、単にこれを伝えてよしとするということで留まってはならない。目の前にいる子らが、すでにこ

の招きを受けていること、すでに主のみもとに来ていることを説教によって、礼拝式のなかで、納得さ

せ、体験させることである。しかもさらに深く主イエスの御許に来させ、留まらせ、主イエスをより愛

し、主のために働く幼子へと育てたい。同時に、「休ませてあげよう」との主イエスの約束を語る、我々

にとって、子ども達の安らぎの場である教会であるとは、どのような日曜学校像、教会の姿を意味する

のかも深く問われ続けている課題であろう。いずれにしろ、主イエスを知り、信じ、御許に近づくこと

の許されている幸いを、共に心から喜ぶ日としたい。

「イエスさまのもとに行こう」

	 11月26日	「重荷を負う者への招き」	 説教展開例

	 テキスト	 	 マタイによる福音書11章25～30節

	 参照カテキズム	子どもカテキズム 問13、14
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おられたのです。天のお父さまの方を向いてお話

しておられたのです。ところがこんどは、み顔を

お弟子さんたちに向けて、人々に向かって話し始

められます。つまり、僕たち私たちの方に顔を向

けてお話を始めてくださったということです。そ

れが、今日の暗唱聖句です。皆で唱えてみましょ

う。「疲れた者、重荷を負う者は、だれでもわた

しのもとに来なさい。休ませてあげよう。」

　そこにいたのは、お弟子さんたちです。イエス

さまは、その人たちを、幼子のような者と呼んで

くださいました。皆は、確かにイエスさまからす

れば、幼子、子ども達ですね。けれども先生たち

も幼子のような者なのです。ここにいる僕たち私

たちはみんな、イエスさまから幼子のような者と

見ていただいているのです。本当にうれしいです

ね。

　イエスさまが仰った、「知恵ある者、賢い者」

とは、イエスさまのことを必要としていない人、

イエスさまに教えてもらわなくても、イエスさま

に頼らなくても、イエスさまに従わなくても立派

に生きてゆけると自信を持っている人のことで

す。神さまを信じてお祈りしなくても、けっこう

うまくやってゆける。教会学校に行かなくても、

ちっとも困らない、教会に行ってお祈りしなくて

も、平気だと、うぬぼれている人のことです。け

れども、僕たち私たちは、どうでしょうか。僕た

ち私たちは、今、ここにいます。イエスさまの教

会にいます。イエスさまが呼んでくださったから

です。

　「疲れた者、重荷を負う者は、だれでもわたし

のもとに来なさい。」イエスさまが呼んでくださっ

たのです。そして、「休ませてあげよう」と約束

してくださいます。今、イエスさまの教会に来た

僕たち私たちは、休み、平安、安らぎ、楽しさを

味わっていますか？先生は、イエスさまを礼拝し

ていると、本当に、平安です。イエスさまが生き

ておられて、先生に「近くに来なさい。わたしの

そばに寄りなさい。あなたの重荷、苦しみ、悩み

をわたしのところで、降ろしてしまいなさい」と、

愛をもってやさしく語ってくださるからです。

　僕たち私たちは、疲れ、重荷を持っていますか。

「子どもには、疲れも重荷も関係ないさ、僕は、

心も体もいつでも元気はつらつです。」こんな風

に言えるお友達がいるでしょうか。

　子どもも大人も、誰でも、疲れと重荷を負って

いるのです。それは、罪という重荷です。罪があ

れば、それは、自分ひとりで背負いきれません。

押しつぶされるのです。けれども、イエスさまは、

十字架で、その罪を身代わりに背負ってください

ました。だから、軽いのです。それが、イエスさ

まが与えてくださる、イエスさましか与えること

のできないまことの安息です。やすらぎです。「罪

なんて、ないよ。わたしは、神さまに赦してもら

わなくてはならないことなんかないです。」そん

な人は、きっと、イエスさまのところに来ないで

しょう。でも、僕たち私たちは、今、ここにいる

のです。心から感謝します。

　それなら、ここに来ていないお友達は、呼ばれ

ていないのでしょうか。いいえ、皆を通して、イ

エスさまは呼んでおられます。ここに来ていない

お友達には、イエスさまが必要ないのでしょうか。

いいえ、必要なはずです。イエスさまは必要とし

ておられます。お友達と一緒に、イエスさまのと

ころに来たいと思います。イエスさまのところで

やすらぎが与えられている、僕たち私たちは、イ

エスさまのお手伝いができます。そして、イエス

さまのために、イエスさまと一緒に働けば、ます

ますイエスさまの近くで、イエスさまをますます

知ることができ、イエスさまからの安らぎを知る

ことができます。	 （相馬伸郎）

	〔今週の暗唱聖句〕	 マタイによる福音書11章28節

疲れた者、重荷を負う者は、だれでもわたしのもとに来なさい。休ませてあげよう。
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	 11月26日	「重荷を負う者への招き」	 幼稚科

〈一週間の準備：これで分級の90％は決まる〉

　1）	 11/19にお休みの子はいませんでしたか？ 

どうしてお休みだったのでしょう。次回出

席できるようお祈りください。

　2）	 11/26の分級で何を話しますか。話す内容

を一週間じっくり考えましょう。出席する

子供たちの顔を浮かべながら……。教案の

準備は祈りで始めましょう。

　3）	 子供たちの成長のために、教会に送り出し

てくれている家族の皆さんのために祈りま

しょう。

〈分級では〉

　だんだん寒くなってきました。今日皆がイエス

様の教会に来てくれた事を大変うれしく思ってい

ます。先生たちは皆が教会にこられるように祈っ

ています。来週はもう12月になります。クリス

マスの意味、イエス様の誕生の喜びを少しずつ伝

えていきましょう。

〈分級のねらい〉

　僕たち私たちが今日ここに来ることが出来たの

は、イエス様が「これらのことを知恵ある者や、

賢い者に隠して、幼子のような者にお示しになら

れました。」とあるように、イエス様が他の誰で

もなくて、ここにいる僕達私達に教えて下さった

からです。それにより私達も信じることができる

ようにさせていただいたことを感謝しましょう。

　「疲れた者、重荷を負っている者は誰でもわた

しのもとに来なさい。休ませてあげよう。」とい

う御言葉があります。私達僕達は小さいのでお父

さんお母さん達に守られています。だけど幼稚園

や保育園で、またいろいろな場面で疲れや重荷を

負っています。けれども神様にお祈りすると、心

が軽くなるよね。お友達とけんかしちゃって元気

がない時、あやまる勇気が欲しい時、寂しい時、

いつでも神様にお祈りしてね。神様はいつも皆の

ことを見ていて神様の良いようにしてくださいま

す。そしてお祈りすると心が軽くなります。それ

は神様が一緒に悩みを分けて半分にしてくれるか

らです。そして心も軽くなります。お友達にも「神

様って優しいよ、困った時いつでも助けてくれる

よ。」と教えてあげましょう。また、教会の行事

にも誘ってあげましょう。

〈おいのり〉

　神様、今日、教会に来られたことをありがとう

ございます。いつでも一緒にいてくれる事をあり

がとうございます。困った時、寂しい時、いつも

神様にお祈りできるようにして下さい。そしてま

た元気が出るように導いて下さい。感謝します。
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	 11月26日	「重荷を負う者への招き」	 小学科下級

〈ねらい〉

　今、世の中には楽しい場所、面白い場所がたく

さんあります。しかし、そういう場所が、わたし

たちに本当の幸せや安らぎを与えてくれるので

しょうか。そうではありません。聖書は、イエス

様のもとに行き、イエス様のくびきを負うこと、

そこにこそ、わたしたち人間の真の幸せが、真の

安らぎがあると教えています。

　忙しい毎日の中で、それでもイエス・キリスト

の体である教会に来ることができ、そこでイエス

様にお仕えすることができる恵みの素晴らしさを

子供たちと分ち合いましょう。

〈展開例〉

1. 25節でイエス様がおっしゃっている「これら

のこと」とはどんなことですか。

　→27節にあるように、イエス様だけが父なる

神様の独り子であり、神様のことを知ってお

られるということ。また、イエス様が御言葉

を与えてくださる人だけが、そのような天の

神様のことを知ることができるということ。

2. ここでイエス様がおっしゃっている「知恵あ

る者や賢い者」、「幼子のような者」とは、どう

いう人だと思いますか。

3. 28節でイエス様は「疲れた者、重荷を負う者」

に、どうしなさいと教えておられますか。

4. 29節でイエス様はそのような人たちに、どう

したら安らぎが得られると、教えておられます

か。

　→イエス様のくびきを負うということは、子供

たちには少し難しいので、教師が分かりやす

い具体的な例をあげて説明してください。

5. あなたは教会に来て、みんなで神様を礼拝し、

御言葉を聞いて、どんな安らぎが与えられてい

ますか。

〈おいのり〉

　愛する天の神様。わたしたちに神様のこと、イ

エス様のことを教えてくださり、教会に導いてく

ださったことを感謝します。わたしたちのすべて

の重荷をイエス様は背負ってくださっています。

イエス様の愛に毎日感謝して生きることができま

すように。イエス様のことをしらない友達にもイ

エス様のことを伝えることができますように導い

てください。

疲れた者、重荷を負う者は、だれでもわたしのもとに来な
さい。やすませてあげよう
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	 11月26日	「重荷を負う者への招き」	 小学科上級

〈ねらい〉

　イエス様の軛を負うとはどういうことかを考え

る。

〈展開例〉

1. 重荷を負っている私たち

　子どもだって疲れます。悩みや心配事という重

荷を負っています。勉強がわからない。友達関係

がうまくいかない。学校に行きたくない。受験の

苦しみ。親や兄弟とうまくいかない。病気など、

避けることのできない様々な重荷があります。

　私たちを苦しめる重荷の根っこには罪がありま

す。神様から離れた結果、人は自分勝手に生きる

ようになりました。その罪が生み出す重荷が、私

たちを苦しめるのです。

2. 重荷を負ってくださったイエス様

　「疲れた者、重荷を負う者は、だれでもわたし

のもとに来なさい」とイエス様はおっしゃいます。

イエス様は私たちの罪の重荷を十字架で引き受

け、滅ぼしてくださいました。私たちの罪の重荷

は、すでに十字架の上に釘付けにされてしまった

のです。イエス様のもとに行く（イエス様を信じ

る）とき、私たちは重荷をおろすことができ、本

当の休みを得ることができるのです。

3. 軛とは何か

	 （新教出版社、『新共同訳聖書辞典』より）

　軛とは家畜などの首につけるもので、たとえば

2頭の牛をつないで畑などを耕やさせたり、車を

引かせたりするものです。（前の絵を参照）

　軛とは、主人が牛や馬を主人の思いのままに歩

かせるための道具です。

4. イエス様の軛は負いやすい

　イエス様は「わたしの軛を負いなさい」といわ

れます。そういわれると私たちは、「軛なんて負

うのはいやだなあ」と正直、思ってしまいます。

　軛は自分の好きなように生きたいと思う者に

とっては邪魔なものです。軛がなければもっと

思いのままに生きられるのにと思うかもしれませ

ん。　

　イエス様の軛を負うとは、イエス様に従ってい

くことです。イエス様の軛は、人を無理やり型に

はめるようなものではありません。

　イエス様に重荷を負っていただいた私たちは、

神様の御心に喜んで従いたいと思うようになるか

らです。イエス様が私たちを導いてくださること

（イエス様の軛）は、私たちにとって喜びであり、

実際には軛とはならないからです。

　イエス様が私たちを愛し、イエス様のところに

引き寄せてくださったので、私たちはイエス様を

信じ、従っていくことができるのです。

　そのとき神様は私たちに、神様しか与えること

のできない休みを与えてくださいます。

5. タングラムに挑戦しよう

①119ページの図をコピーしてバラバラに切る。

②シルエットのようになるように、組み合わせて

軛をつくる。（時間があれば、十字架もつくる）
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	 11月26日	「重荷を負う者への招き」	 中学科

〈今日のカテキズム〉

カテキズムをする前に

☆参照カテキズムは、前回と同じです。

☆暗唱聖句「疲れた者、重荷を負う者は、だれで

もわたしのもとに来なさい。休ませてあげよう」

とおっしゃるイエスさまが、わたしたちを罪か

ら救うことのできる唯一の救い主であることを

次の問答で確認しましょう。特にこの問29の

力強い答えの言葉が、本当に生徒たちのものと

なったらすばらしいですね。

ハイデルベルク信仰問答

問29	 なぜ神の御子は「イエス」すなわち「救済

者」と呼ばれるのですか。

答	 それは、この方がわたしたちを

	 わたしたちの罪から救ってくださるからで

あり、唯一の救いをほかの誰かに求めた

り、ましてや見出すことなどできないから

です。

問30	 それでは、自分の幸福や救いを 聖人や自

分自身やほかのどこかに求めている人々

は、唯一の救済者イエスを信じていると言

えますか。

答	 いいえ。

	 たとえ彼らがこの方を誇っていたとして

も、その行いにおいて、彼らは唯一の救済

者また救い主であられるイエスを否定して

いるのです。

	 なぜなら、イエスが完全な救い主ではない

とするか、そうでなければ、この救い主を

真実な信仰を持って受け入れ、自分の救い

に必要なことすべてを この方のうちに持

たねばならないか、どちらかだからです。

〈今週の聖書日課〉

　日曜日　　マタイ11:28

　月曜日　　マタイ1:21

　火曜日　　ヘブライ7:25

　水曜日　　ヨハネ15:5

　木曜日　　使徒4:11～12

　金曜日　　テモテ一2:5

　土曜日　　コロサイ2:6～7
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　このテキストはローマ書10:15における引用で

良く知られている。またアドベントにおける説教

という教会的文脈を重視するならば、より注目す

べきはルカ3:6との関連であろう。ここでイザヤ

40:3～5までを引用することで、普遍的救済を強

調しているのがルカ神学の特色である（マタイ・

マルコではイザヤ40:3だけが引用されているの

と比較して。またシメオンによる万民の救いの告

知も参照）。そして著者の意図がそうである以上、

そこにはイザヤ40:5「主の栄光が現れるのを肉

なる者が共に見る」という預言に加え、今日のテ

キストの最後にある「地の果てまで、すべての人

が神の救いを仰ぐ」(52:10) という預言も重層的

に響きあい、キリストによる普遍的救済の成就と

いう希望を増し加える効果が期待されているとい

うことは十分に考えられる。おそらくルカはその

ようにすることで、洗礼者ヨハネの告げる「来る

べき方」の到来の時と、このイザヤ52章で歌わ

れる救いの成就の時とを重ね合わせようとしてい

るのだろう。そして今日のテキストによれば、そ

の時の到来を告げる者こそ「良い知らせ＝福音」

を伝える者であって、そのような者の足こそ美し

いのである。その足は「その使信の実現の美しさ

を告知するゆえに美しいのである（C. ヴェスター

マン）」。

  それでは使者の伝える「良い知らせ」は何か。

原典では7節は、「良い知らせを伝える」という

分詞に、「平和を告げる」「すばらしいこと（幸い、

恵み）を伝える」「救いを告げる」そして「シオ

ンに向かって『あなたの神が君臨される』と言う」

といった分詞が並列されており、このことから「良

い知らせ」の含蓄も分かるであろう。それはアド

ベントの文脈において考えるならば、来るべきキ

リストがもたらす平和であり、彼が教えてくださ

る神の恵みの数々であり、罪の赦しと永遠の命に

集約される救いであり、そして生においても死に

おいても私たちを片時も離すことなく所有される

（ハイデルベルク問答問1参照）恵みの王による

支配の始まりを指していると言えるだろう。

  ここでは特に、主題「平和の主」との関係から、

メシアのもたらす平和について考えたい。旧約に

おける平和とは、単なる戦争の反対の言葉ではな

い。シャロームとは、個々人の調和のとれた健全

なあり方、心も体もすべてが十全に平安であると

いう豊かな意味を持った言葉であり、時としてそ

れは救いを、特に共同体の救いを表す。それはセ

ンチメンタルな弱々しい平和ではなく、むしろ健

全に喧嘩をできる平和と言うべきか。そういう健

やかな関係性の中で人間が生きることができてい

る状態のことを指すのが、この平和という言葉。

イザヤ書によれば、この平和＝調和をもたらすの

がメシアであり（2:4、9:5参照）、特に11章にお

いては、その調和は人間世界のみならず被造世界

全体に及び、本来の創造世界の調和、神の創造の

完全な秩序が回復されるという美しい幻がうたわ

れる。神が創られたこの世界に本来満ち満ちてい

たあらゆる被造物間の健やかな信頼関係、自然と

の調和、人間同士の調和、隣人との調和。環境汚

染もなければ、戦争も無い、人間関係の破れもな

い、そういう平和をもたらす救い主の到来を預言

者は告知し、人々は待ち続けてきたのである。

  そして時が流れ、このイザヤの預言の矢は、す

でに歴史から失われかけていたダビデの末裔を正

確に選び出し、家畜小屋の飼い葉桶において成就

する。安全のための力がはびこる時代に、そのよ

うな力とは正反対のお姿で、もっとも弱く惨めな

お姿で、平和の君は生まれ給う。人間の尊厳が最

も低められたその淵において、強く輝きだす神の

力、神の命、それこそが絶えることのない平和を

もたらす。それがクリスマスにおいて示される、

キリストの平和の奥義である。	 （坂井孝宏）

	 12月3日	 「待降節・平和の主」	 聖書研究

	 テキスト	 イザヤ書52章7～10節
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　クリスマスが近づいてきました。クリスマスを

楽しみに待つ時期のことをアドベントと言います

が、聞いたことがあるでしょうか。元々は「近づ

く」という意味の外国語（ラテン語）の言葉でし

たが、ここには、神さまが私たちのところに近づ

いてくださる、やって来てくださるという意味が

あります。クリスマスとはまさしく、神さまの独

り子イエスさまが私たちのもとにやって来てくだ

さったことをお祝いするときです。カレンダーを

見ながら、クリスマスが一日一日と近づいてくる

のを楽しみに待ちながら、何よりもイエスさまご

自身がみんなのところに近づいて来てくださるこ

と、いえ、もうすでに近づいてきてくださってい

ることを感じていたいものです。

　今日は旧約聖書のイザヤ書を読みました。これ

はイエスさまが来られるよりもずっと前に書かれ

た預言書ですが、ここには何か、クリスマスに負

けないような楽しそうな言葉があります。7節「い

かに美しいことか、山々を行き巡り、良い知らせ

を伝える者の足は」。8節「その声に、あなたの

見張りは声をあげ、皆共に、喜び歌う」。良い知

らせがやって来て、みんな喜んでいるというので

す。まるで、サンタクロースがやって来たという

知らせを聞いて子供たちが喜んでいるというよう

な感じがするかもしれません。一体、みんな何を

喜んでいるのでしょうか。

　クリスマスのことを考える前に、少しイザヤと

いう預言者が活躍した時代のことをお話したいと

思います。この時代は、国と国の間で争いが絶え

ない時代でした。どこの国の王さまも戦争が好き

で、相手の国を滅ぼして、自分の国を大きくしよ

うとしていました。そんな中で、やがてイザヤの

後の時代になると、聖書を信じていたイスラエル

の人たちの国も戦争に巻き込まれ、ついに、国が

滅んでしまうということが起きてしまいました。

そして、人々はバビロンという外国に連れて行か

れてしまいます。昔々、モーセの時代にイスラエ

ルの人たちはエジプトの国で奴隷であったことが

ありましたが、そのとき以来のとても悲しい出来

事でした。彼らは、自分たちの国が負けてしまっ

たというだけでなく、自分たちの神さまが他の国

の神さまに負けてしまったのだと思い、ますます

悲しい気持ちになりました。

　しかし、それから数十年後、驚くべきことが起

こります。バビロンに代わったペルシアという国

が、自分たちの国に帰っていいという許可を与え

てくれたのです。このことは、とてもうれしいこ

とでした。山々を行き巡りながら、みんなに伝え

てあげたいと思うような良い知らせでした。そし

て、彼らはこのことを、神さまのおかげと信じた

のでした。一度は見失いかけた神さまを、しっか

りと信じることができたのでした。良い知らせと

〔単元のねらい〕

　旧約以来、神は苦しむ者のもとへと到来されるお方であるということを明らかにしながら、クリスマ

スにおける御子の到来、その恵み、その励ましを学びたい。イザヤ書における、バビロン捕囚からの解

放、イスラエルの民のシオンへの帰還というメッセージが、新約の主イエスの到来に至って、罪と悲惨

からの解放、全世界の人々の神のもとへの帰還というメッセージへと深化していく恵みを伝える。また、

子供たちがクリスマスを待ち望むだけでなく、その喜びを伝える者となっていくことができるようにも

励ましたい。

「クリスマスの良い知らせを伝えよう」

	 12月3日	 「待降節・平和の主」	 説教展開例

	 テキスト	 	 イザヤ書52章7～10節

	 参照カテキズム	子どもカテキズム 問22、23
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は、「あなたの神は王となられた」という勝利の

声であり、「エルサレムの廃墟よ。主はその民を

慰め、エルサレムを贖われた」という救いの声で

した。イスラエルの人たちは、この声を聞いて、

子供のように喜んだのでした。

　ところで、このことは、聖書の神さまが戦争に

勝ったということでしょうか。前は負けたけど、

今度は勝ったということでしょうか。聖書の神さ

まは、まるで野球やサッカーのチームのように、

あるときは勝ったり、あるときは負けたりするの

でしょうか。

　そうではありませんでした。実は、前にイスラ

エルの人たちの国が滅んでしまったのは、神さま

が負けたからなのではなく、神さまがイスラエル

の人たちのひどい罪に罰を与えられたからなので

した。神さまはそのようにして、イスラエルの人

たちが罪を悔い改め、神さまのもとに立ち帰るこ

とを願われたのでした。

　大切なことは、戦争に勝つことではありません

でした。そして、国に帰ることよりも、町が再建

されることよりも、大切なことがありました。そ

れは、私たちが、罪を離れ、神さまのもとに立ち

帰ることでした。

　実はクリスマスの意味もここにあります。私た

ちが神さまのもとに帰ることができるようになる

ために、まず神さまご自身が私たちのところに来

てくださったのがクリスマスです。旧約聖書の時

代に、捕囚という悲しい状況の中にあったイスラ

エルの人たちのもとに、神さまは訪れてください

ました。そして、新約聖書の時代になってついに、

神さまは、罪の中で悲しんだり怒ったりしている

人々のもとへ、人となって訪れてくださったので

す。誰もが罪人です。しかしそれは、誰もがイエ

スさまの訪れを喜ぶことができるということで

す。イザヤもすでに、10節「地の果てまで、す

べての人がわたしたちの神の救いを仰ぐ」と言っ

ています。イスラエルの人だけでなく、世界中の

人がイエスさまの訪れを喜ぶのです。確かに、今、

世界中でクリスマスのお祝いがなされています。

　そして、私たちは、この良い知らせを喜ぶと共

に、世界中にこの良い知らせを伝える者になりた

いと思います。例えばプレゼントをもらったら、

みんなに知らせたくなるはずです。クリスマスの

本当のプレゼントはイエスさまです。そして、そ

のように良い知らせを伝える人の足は「美しい」

と言われるのです。こんなにうれしいことが他に

あるでしょうか。	 （石原知弘）

	〔今週の暗唱聖句〕	 イザヤ書52章7節

いかに美しいことか、山々を行き巡り、良い知らせを伝える者の足は。
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	 12月3日	 「待降節・平和の主」	 幼稚科

〈ねらい〉

　クリスマスを喜びをもって待ち望むとともに、

クリスマスの恵みを自分たちだけのものとせず、

本当の意味（クリスマスとは何か）と喜びを伝え

る者となろう。

〈展開例〉

1. 今日からアドベントである。アドベントの意

味（アドベントとは何か）を話し、クリスマス

を待ち望む喜びについて話す。

2. 今日の聖書箇所の書かれた背景について簡単

に説明し（幼稚科なのであまり話の幅を広げす

ぎたくない）、7節の「良い知らせを伝える者

の足」に着目。「みんなもすごく嬉しいことや

楽しい事があったら、たくさんの人に聞いてほ

しかったり、教えてあげたいと思いませんか？」

と、子供たちに問いかける。

3. クリスマスは私たちにとって神様からの素晴

らしいプレゼントの日である。このうれしい知

らせを私たちは自分でとどまらすことなく、た

くさんの人に伝える者となれるようにしよう。

〈おいのり〉

　神様、イエス様がお生まれになったクリスマス

の恵みをありがとうございます。このとても嬉し

いクリスマスの本当の意味を、たくさんの人に話

すことが出来るように助けてください。
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	 12月3日	 「待降節・平和の主」	 小学科下級

〈ねらい〉

　神様は、わたしたちに本当の平和を与えてくだ

さるため、平和の主であるイエス・キリストをお

遣わしくださいました。この良い知らせを世界中

の人々に伝えることがどんなに素晴らしい恵みで

あるかを子供たちと分ち合いましょう。

〈展開例〉

1. 「良い知らせを伝える者」が伝える「良い知ら

せ」とは何のことですか。

　→神様がイスラエルの王となられ、人々に平和

と救いをお与えになるということ。

2. 神様は王としてイスラエルの民にどのように

平和と救いを与えてくださいますか。

　→神様はその民を慰め、彼等の罪を贖うことに

よって、彼等に平和と救いを与えてください

ます。

3. 神様の平和と救いの恵みに与ることのできる

人はイスラエルの国の人だけですか。

　→神様は地の果てまで、すべての人が、神の救

いを仰ぐことができるようにしてくださいま

す。

4. 神様は世界中の人々に平和と救いを与えるた

めに何をしてくださいましたか。

　→神の御子イエス・キリストをわたしたちの平

和の君、救い主として、この世界に遣わして

くださった。それがイエス・キリストの誕生

です。

5. わたしたちにとって「良い知らせ伝える」と

はどういうことですか。

　→御子イエス・キリストこそ、真の平和であり、

救いであるということを、みんなに伝えるこ

と。そして、みんなと共に平和に生きること。

〈おいのり〉

　愛する天の神様。あなたは、わたしたちの罪を

赦し、わたしたちに本当の平和と救いを与えるた

めにイエス・キリストを遣わしてくださいまし

た。どうかこの素晴らしい良い知らせを、世界中

のお友達に伝えることができますよう導いてくだ

さい。

いかに美しいことか
山々を行き巡り良い知らせを伝える者の足は
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	 12月3日	 「待降節・平和の主」	 小学科上級

〈ねらい〉

　クリスマスの喜びを自分のものとし、告げ知ら

せる者となろう。

〈展開例〉

1. クリスマスがうれしいのはどうしてだろう？

　クリスマスが近づくとなんだかわくわくしてき

ますね。それはどうしてでしょう。おいしいもの

を食べたり、プレゼントがもらえるからですか？

楽しいパーティーがあるからですか？

　教会へ来ている子どもたちは、クリスマスがイ

エス様の誕生日をお祝いする日だということを

知っていると思います。

　それはあなたにとってどういう意味を持つので

しょう。考えてみましょう。

2.「彼は平和を告げ、恵みの良い知らせを伝え

　救いを告げ　あなたの神は王となられた、と

　シオンに向かって呼ばわる」（イザヤ52章7節）

　この御言葉はイエス様がお生まれになる500年

以上も前に与えられた御言葉です。

　このときの ｢良い知らせ ｣とは、長く敵の国の

奴隷となっていた人々が解放されて自分の国に帰

ることができるという、うれしい知らせです。イ

スラエルの人たちは40年以上も捕虜として、外国

で不自由な生活をしなければなりませんでした。

　「おまえたちの神様が弱いから負けたんだ」と

ばかにされることはとても辛いことでした。です

から「あなたの神は王となられた」という知らせ

を聞き、それを信じた人々はどんなにうれしかっ

たことでしょう。もう敵に支配されるのではなく、

本当の王である神様が自分たちの国を支配してく

ださるのです。

3. 王となられるために来られたイエス様

　あなたは誰の声に従って生きていますか。神様

から離れてしまった人間は、自分が王様となり、

悪しき者に支配される者となってしまいました。

罪の奴隷となってしまいました。しかし、神様は

この世界に救い主をお送りくださるという約束を

与えてくださいました。

　イエス様が私たちの王となるためにこの世に来

てくださったのがクリスマスです。ですから「あ

なたの神は王となられた」という今日の御言葉

は、昔のイスラエルの人たちだけでなく、私たち

にとっても、うれしい知らせなのです。

4. 神様の救いの約束は本当だった！

　私たちに与えられた救いの約束は、クリスマス

において実現しました。これは「神が人の姿をとっ

てこの世に来てくださった」というビッグニュー

スです。

　長い間、イスラエルの人たちはこのときを待ち

望んでいました。ついにその救い主がお生まれに

なったのです。神様の約束は真実だからです。

5. このニュースをどう伝えますか？

　昔はニュースを伝える手段は「足」でした。

「いかに美しいことか　山々を行きめぐり、良い

知らせを伝える者の足は」（7節）とあります。

　今は、新聞やテレビ、ラジオ、インターネット

などがあります。どのような方法でもこの「良い

知らせ」を一人一人に伝えるには、まずそれを聞

いた人が自分の言葉で伝えなくてはなりません。

　先にイエス様の救いを知った人が、次の人にバ

トンを渡していくようなものです。あなたはこの

「良い知らせ」をどのようにして伝えますか。

6. クリスマス壁新聞を作ろう！

　救い主がお生まれになったことを、まだ世界の

人たちが知らなかったとしたら、どんなふうに伝

えたらよいでしょうか。新聞記者になったつもり

で考えてみましょう。

【用意するもの】

　聖書、模造紙（方眼紙）2枚、鉛筆、消しゴム、

定規、色鉛筆、カラーサインペン、マジック、の

り、ハサミ、クリスマスに関係のあるイラスト等

①まず、何と何を伝えるのかを考える

②新聞全体のレイアウトを考え、模造紙の1枚を

それぞれの記事の大きさに切る

③各記事の担当者を決め、切った紙を配る

④自分の担当の記事の見出しと文章、レイアウト

を考える（絵を描いたり、イラストを貼る）

⑤それぞれの記事ができたら、模造紙に貼る



─ 89 ─

	 12月3日	 「待降節・平和の主」	 中学科

〈今日のカテキズム〉

カテキズムをする前に……

☆参照カテキズムとして、子どもカテキズム問

22、23が挙げられています。

問22	 私たち、神の民のあがない主はどなたです

か。

答	 私たちの唯一の主、イエス・キリストです。

イエスさまは、永遠の初めから御父より生

まれた真の神さまです。私たちの救いのた

めに聖霊によっておとめマリアより肉体を

取り、真の人となってくださいました。イ

エスさまは、真の神であり真の人であり続

けてくださる二性一人格の神さまです。

問23	 主イエス・キリストとお呼びするのはなぜ

ですか。

答	 イエスとはお名前で「罪からの救い主」、

キリストとはお働きを表し、「神さまから

油を注がれた方」という意味です。このお

方が私たちの主として与えられました。で

すから、私たちは、喜びと感謝をもって主

イエス・キリストとお呼びするのです。

☆同じ問いがハイデルベルク信仰問答でもなされ

ています。そしてこの問答では「キリストの三

職」についても言及されているわけですが、最

後の方の「わたしたちの永遠の王として」とい

うところは、きょうの聖書の御言葉「あなたの

神は王となられた」との預言が成就したからだ

と気づかされます。

ハイデルベルク信仰問答

問31	 なぜこの方は「キリスト」すなわち「油注

がれた者」と呼ばれるのですか。

答	 なぜなら、この方は父なる神から次のよう

に任職され、聖霊によって油注がれたから

です。すなわち、

	 わたしたちの最高の預言者また教師とし

て、わたしたちの贖
あがな

いに関する神の隠され

た熟慮と御意志とを、余すところなくわた

したちに啓示し、

	 わたしたちの唯一の大祭司として、御自分

の体による唯一の犠牲によってわたしたち

を贖い、御
おん

父
ちち

の御
み

前
まえ

でわたしたちのために

絶えず執り成し、

	 わたしたちの永遠の王として、御自分の言

葉と霊とによってわたしたちを治め、獲得

なさった贖いのもとに わたしたちを守り

保ってくださるのです。

〈今週の聖書日課〉

　日曜日　　イザヤ52:7

　月曜日　　ゼカリヤ9:9

　火曜日　　マタイ21:1～5

　水曜日　　詩編2編

　木曜日　　イザヤ9:5～6

　金曜日　　フィリピ2:6～11

　土曜日　　マタイ2:1～2
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　古代近東諸国では、「羊飼い＝牧者」のイメー

ジは、王または神々の表象として用いられた。お

そらく牧畜生活を背景にしていると思われるこの

表象は、イスラエルにおいても同様に見られ、「牧

者なる神（創世48:15）」や「主は羊飼い（詩編

23:1）」という言葉によって、主なる神の慈しみ

深い統治を表している。それは羊飼いという職業

に不可欠な、羊に対するまめまめしい配慮や忍耐

力、あるいは危険と隣り合わせの寝ずの番といっ

たイメージが、怒ることおそく、まどろむことな

くイスラエルを導く主なる神と重ねられた結果で

あろう。そしてイスラエルにおいては、そのよう

な神の統治を委ねられた者としての王にもまた、

「牧者」の働きが要求される。王は神から委ねら

れた民を、羊を養うように献身的に愛し、守るべ

きである。しかし歴史において、王たちはその牧

者たる務めを放棄した。神はそれを糾弾される。

この預言の背後にあるのは、そうしたユダ王国の

滅亡の歴史に見る、王たちの、またそれに集約さ

れる権力体制の愚かな姿である。

  「自分自身を養うイスラエルの牧者」（2節）。

これはユダ王国末期の王たちの愚行を指してい

る。例えばヨヤキムは自らの王位を保つため、厳

しい課税を施してファラオに貢物をしようとした

（列王下23:35）。また彼は民衆の窮乏を顧みずに、

壮麗な王宮建築を行い、エレミヤの糾弾を受けて

いる（エレ22:13～15）。

  「彼らは飼う者がいないので散らされ……」（5

節）。ユダ王国の滅亡と捕囚の事実、そしてイス

ラエルの離散の状況を指す。そして「わたしの群

れ」がそのように惨めにされているのに、「だれ

ひとり、探す者もなく、尋ね求める者もいない」

と言われるほどに、エルサレムの指導者たちは無

責任で無自覚であり、王には滅亡の反省は見られ

ない。そのことにもはや神は我慢できない。そこ

にはあのイエスの憐れみが響く（マタイ9:36）。

  「それゆえ牧者たちよ。主の言葉を聞け」（7

節、9節）と主は言葉を発せられる。「わたしは

生きている」（8節）。これは神ご自身の誓いの言

葉であって、断固とした神の決意がここにみなぎ

る。そして主なる神はこう言われる。「見よ、わ

たしは牧者たちに立ち向かう」（10節）。まこと

の牧者ご自身が、偽りの牧者の前に敢然と立ちは

だかり、民を搾取から救い出す。ファリサイ派を

前にしたイエスの力強さを思わされる（マタイ

12:9-14など）。そして神は、ちりぢりになった

群れを諸国から集めて導き出すと言われる（11-13

節）。これは捕囚からの解放と、離散の民のエル

サレムへの帰還の約束だろう。そのようにして、

「探す」「救い出す」「連れ出す」「導く」「養う」「憩

わせる」といった一連の動詞によって、民の救済

が約束される。

  そしてこの良き牧者なる神は「失われたもの

を尋ね求め……弱ったものを強くする」（16節）。

それはまさにイエスが教えた「迷い出た1匹の羊

を捜す羊飼い」（マタイ18:10～14）の姿である。

そして我々は「わたしが来たのは、正しい人を招

くためではなく、罪人を招くためである」（マル

コ2:17）と言って、我々を尋ねてくださった主

イエスの内にこそ、その神の約束の成就を見るこ

とができる。まことの羊飼いは、すべての者に仕

える者として（マルコ10:45）世に来られ、命を

かけて羊を守り、死の淵から救い出す。彼は命を

与えるために、命を捨てる（ヨハネ10:11）。こ

の羊飼いが共にいてくださるから、我々には恐れ

は無いのだ。たとえ、死の陰の谷を行くときも

……（詩編23:4）。	 （坂井孝宏）

	 12月10日	「待降節・真の羊飼い」	 聖書研究

	 テキスト	 エゼキエル書34章1～16節
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　イエスさまがベツレヘムでお生まれになったと

き、その知らせはまず誰に伝えられたか知ってい

ますか。野宿をしていた羊飼いたちです。日本で

はあまり馴染みがないかもしれませんが、羊飼い

の姿はイスラエルではよく知られたものでした。

そして、たくさんの羊を引き連れて行くその羊飼

いの姿は、聖書の中でもとても大切な意味を持っ

ています。それは、群れを率いる指導者を意味す

るのです。スポーツチームで言えば監督、オーケ

ストラで言えば指揮者、そして国で言えば大統領

や総理大臣のようなものでしょうか。聖書でも、

あのイスラエルの指導者だったダビデ王は、羊飼

い、牧者と呼ばれています。そして、それは、た

だ国の政治の指導者ということではなく、信仰的

な指導者ということです。その意味で言うと、教

会の牧師は羊飼いです。牧師は、教会に集う一人

一人を導き、養う大切な役目を持っているのです。

　今日みんなで読んだエゼキエル書にも、「牧者」

という言葉が出てきます。これは羊飼いのことで

あり、やはり信仰の指導者のことです。ところが、

ここに出てくる指導者は、とてもよくない指導者

だったようです。何がよくなかったのでしょうか。

いくつか挙げてみましょう。まず、3節には「群

れを養おうとはしない」とあり、4節には「苛酷

に群れを支配した」とあります。さらに5節以下

には、羊はちりぢりになってしまいますが、羊飼

いは探し出そうともしないとあります。このよう

な羊飼いを、私たちはどう思うでしょうか。

　エゼキエルが活躍した時代のことを少しお話し

たいと思います。このころ、イスラエルの国は滅

ぼされ、バビロンという場所にみんな連れて行か

れてしまいました。それは、まさに羊がちりぢり

になってしまったような時代です。しかし、イス

ラエルの指導者であるべき牧者たちは、その羊た

ちを探し出して救おうとしないのです。羊飼いた

ちの問題は、8節にあるとおり、「牧者は群れを

養わず、自分自身を養っている」ということでし

た。羊よりも自分が大事という、自分勝手な姿で

す。イスラエルの民の悲惨は、国が滅びたという

以上に、牧者であるべき本当の指導者を失ったと

いうことでした。私たちは、もし自分が羊だった

ら、このような羊飼いはいやだなあと思うでしょ

う。

　しかし、考えてみると、もし自分が羊ではなく

て羊飼いの立場になるとしたら、どうでしょうか。

私たちもとても困ってしまったときは、他の人の

ことではなく、自分のことばかりを考えてしまう

のではないでしょうか。私たちの中にも、自分勝

手な自分というものがいることでしょう。

　それでは一体誰が本当の羊飼いになれるので

しょうか。エゼキエルは、11節から新しい言葉

を語り出します。「まことに、主なる神はこう言

〔単元のねらい〕

　旧約以来、神は群れを養う羊飼いとしてご自身を現してこられたことを明らかにしながら、クリスマ

スに到来された御子こそ、私たちの良い羊飼いであられることを学びたい。エゼキエルが語った堕落し

た牧者と、あるべき牧者の姿を対照的に描きながら、神ご自身が牧者となられること、ついには独り子

を良い羊飼いとして送ってくださったことを示したい。キリストが良い羊飼いであられることはその全

生涯において明らかにされているが、特にクリスマスとの関連で、そもそも御子がこの世に到来された

ということ自体が、失われた羊を探し出すという羊飼いとしての姿を現していることを教えたい。

「失われた羊を探し求めて」

	 12月10日	「待降節・真の羊飼い」	 説教展開例

	 テキスト	 	 エゼキエル書34章1～16節

	 参照カテキズム	子どもカテキズム 問24
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われる。見よ、わたしは自ら自分の群れを探し出

し、彼らの世話をする」。神さまご自身が、イス

ラエルの民の羊飼いになられるというのです。そ

して、ちりぢりになった羊を探し出し、彼らを導

き、養うというのです。そして、このことは、や

がて本当に実現します。バビロンに連れて行かれ

ていた人たちが、イスラエルに帰って来ることの

できる日が来たのです。神さまは、本当に羊飼い

として、迷える羊を導いてくださったのです。

　そして、このことは、やがてもっと大きな仕方

で実現します。みんなは、「わたしは良い羊飼い

である」（ヨハネ10:11）という言葉を聞いたこと

があるでしょうか。誰の言葉か分かりますか。イ

エスさまの言葉です。イエスさまこそ、良い羊飼

いとして私たちのもとに来てくださった神さまご

自身です。そして、エゼキエルが語ったような羊

飼いとしての姿を示してくださいました。良い羊

飼いは、自分自身を養うのではなく、群れを養う

ものです。イエスさまも言われました。「良い羊

飼いは羊のために命を捨てる」（ヨハネ10:11）。

イエスさまは、ご自分のためにではなく、迷える

羊のために生涯をささげてくださいました。迷え

る羊とは、私たち罪人のことです。自分勝手な私

たちのことです。イエスさまは、私たちのために、

十字架にかかり、命を捨ててくださいました。そ

のようにして、命がけで羊の命を守ってください

ました。私たちは、十字架のおかげで、神さまの

もとに立ち帰ることができるのです。

　もうすぐクリスマスです。クリスマスのとき、

天使に出会った羊飼いたちが、イエスさまを探し

てベツレヘムの飼い葉桶に向かいます。しかし、

本当は、イエスさまの方が彼らを探して地上まで

来てくださったのです。失われ、ちりぢりになっ

た羊を探すために、天から地上に降ってこられた

イエスさまこそ、私たちの羊飼いなのです。

	 （石原知弘）

	〔今週の暗唱聖句〕	 エゼキエル書34章11節

まことに、主なる神はこう言われる。

見よ、わたしは自ら自分の群れを探し出し、彼らの世話をする。
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	 12月10日	「待降節・真の羊飼い」	 幼稚科

〈ねらい〉

　神さまが罪人のわたしたちを助けるために、良

い羊飼いであるイエスさまをこの世界に送ってく

ださったことを知る。

〈展開例〉

　聖書の中で一番よく出てくる動物はなんだか

知っていますか？ そう、鳴き方は「メエメエ」、

白い毛をまとった羊です。

　羊は、ライオンや熊のように鋭い牙もありませ

んし、馬や鹿のように速い足ももっていません。

草の陰にいるうさぎにも怯えるほど臆病で弱い動

物です。また草を食べることに夢中になるといつ

の間にか迷子になり、迷子になると仲間の群れに

帰ることが出来ない愚かな動物です。だれかにお

世話してもらわないと死んでしまいます。

　このような羊をお世話してくれる人が羊飼いで

す。羊飼いは群れの一匹一匹の羊を見守り面倒を

みます。おいしい草のある野原に連れて行き、水

を飲ませ、狼や熊などに襲われないように羊を守

ります。もし襲われたら、長い杖や石投げで追い

払ってくれます。夕方になると羊の名前を一匹一

匹よんで数えて、迷子になっていないかを確かめ

て、囲いの中に連れて帰ってくれます。（生徒の

名前に○○ひつじ、と呼びかけ全員呼んであげて

ください。）

　さあ、これは良い羊飼いのことを言いました。

悪い羊飼いは、羊のことをきちんと世話をしない

ので、羊はおいしい草を食べられず、水も飲めな

くて、弱り果ててしまいます。狼がやってきて、

羊たちはちりじりになってどこかに逃ていかなけ

ればなりません。もしかすると、食べられて死ん

でしまうかもしれません。

　みんながもし羊だったら、良い羊飼い悪い羊飼

いどっちにお世話してもらいたいですか？　それ

は決まってるよね。神さまは、良い羊飼いである

イエスさまを私たちのところに送ってくださいま

した。わたしたちが、いつも元気でそして死なな

いように。

　聖書の中で、イエスさまは言われました。

　「わたしは良い羊飼いである。良い羊飼いは羊

のために命を捨てる。わたしは、良い羊飼いであ

る。わたしは自分の羊を知っており、羊もわたし

を知っている。」イエスさまは、罪人の私たちの

ために十字架にかかって死んでくださいました。

みなさんはイエスさまが神さまであることをしっ

ていますよね。良い羊飼いのイエスさまに従って

ついていきましょう。

〈おいのり〉

　天のお父さま、良い羊飼いのようなイエス様を

この世界に送ってくださってありがとうございま

す。イエス様の言われることを良く聞くことがで

きるようにしてください。イエスさまのお名前に

よってお祈りします。アーメン。

〈やってみよう〉

　羊と狼と羊飼いのお面をつくって、おにごっこ

をアレンジして遊びましょう。鬼はもちろん狼で

す。羊を助けるときには、ヨハネ10：11のみこ

とばを言いましょう。

〈聖書箇所〉

　わたしは良い羊飼いである。良い羊飼いは羊の

ために命を捨てる。（ヨハネ10:11）
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	 12月10日	「待降節・真の羊飼い」	 小学科下級

〈ねらい〉

　わたしたち罪人は、羊飼いがいなければ道に

迷って野の獣に食べられてしまう弱い羊であるこ

と、しかし主イエス・キリストは真の羊飼いとし

て、どんな時も、羊であるわたしたちを守り、導

いてくださるお方だということを子供たちと共に

覚えましょう。

〈展開例〉

1. 羊はどんな動物だと思いますか。

　→子供たちにとって羊は可愛い動物にしか見え

ませんが、本当はすぐに道に迷ってしまった

り、獣に食べられてしまったり、転んでも自

分で立ち上がることもできないような弱い動

物であることを教えてください。

2. 良い羊飼いとはどんな羊飼いですか。

　→羊のことを心から大切に思い、羊に必要な食

べ物を与え、自分の命を犠牲にしても羊守っ

てくれる羊飼い。いつも寝ないで、夜でも羊

のことを守ってくれる羊飼い。

3. 羊飼いがいないと羊はどうなりますか。

　→道に迷ってちりぢりになってしまう。道に

迷って崖から落ちて死んでしまう。野の獣に

襲われて食べられてしまう。

4. イエス様はわたしたちのことを飼い主のいな

い羊のようだとおっしゃいましたが（マタイ9：

36）、それなら、わたしたちを守り、導いてく

ださる良い羊飼いとは誰ですか。

　→イエス・キリストこそ、わたしたち罪人の真

の良い羊飼いです。そのことをヨハネ福音書

10章7～11節の箇所を読んで子供たちと考え

ましょう。

〈おいのり〉

　愛する天の神様。わたしたち罪人は自分勝手に

道を突き進み、道に迷い、滅びに向かって歩んで

いた羊です。しかし、神様はそんなわたしたちを

滅びから助けるために、良い羊飼いであるイエ

ス・キリストを、わたしたちの所に遣わしてくだ

さいました。どうか、どんな時もわたしたちがイ

エス様の声をしっかりと聞き分けて生きることが

できますように導いてください。

見よ
わたしは自ら自分の群れを探し出し、彼らの世話をする
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	 12月10日	「待降節・真の羊飼い」	 小学科上級

〈ねらい〉

　真の羊飼いであるイエス様と私たちの関係を学

ぶ。

〈展開例〉

1. もし羊飼いがいなかったら羊はどうなる？

　もし羊飼いがいなかったら、羊はどうなってし

まうのかを考えてみましょう。

①羊は同じところの草ばかり食べてしまう

　羊はくせの強い動物で、同じ場所の草ばかりを

食べるので、牧場は荒れてしまいます。草を十分

に食べられない羊は痩せて弱ってしまいます。

②羊はどこにきれいな水があるのかわからない

　きれいな水のある場所を知っている羊飼いが連

れて行ってくれなければ、羊は汚れた水を飲んで、

病気になってしまいます。

③羊は転んでひっくり返ると起き上がれない

　誰かが起こしてあげなければ羊は自分では起き

上がれないので、そのまま死んでしまいます。

④羊はとても弱い動物

　羊には敵と戦う武器もなく足も遅いので、オオ

カミなどに襲われても、ただパニックになって逃

げることしかできません。泥棒が来て羊が盗まれ

ることもあります。

⑤羊はとても臆病な動物

　お腹がすいていたり、仲間と争っていたり、ハ

エや寄生虫などに悩まされていると、羊は眠るこ

ともできません。

　羊ほど細やかに手をかけて世話をしてやらなけ

ればならない動物はいません。羊飼いがいつも注

意深く羊を見守り、世話をし、新しい草の生えて

いるところ、きれいな水のあるところに導いてや

らなければ生きていけないのです。

2. 良い羊飼いとは

　良い羊飼いはいつも羊のことを気にかけていま

す。病気をしていないだろうか。お腹をすかして

いないだろうか。のどは渇いていないだろうか。

迷子になっていないだろうか。羊をねらう敵はい

ないだろうか。安心して眠ることができているだ

ろうかと24時間、羊を注意深く見守ります。そ

して手のかかる世話を怠りません。羊には一匹一

匹に名前がつけられています。良い羊飼いは自分

の羊のことを誰よりもよく知っています。

　もし羊がオオカミなどに襲われたら、羊飼いは

羊を守るために戦います。羊が一番安心するのは

羊飼いがそばにいてくれるときです。

3. 真の羊飼いイエス様

　私たちも、誰かに導かれなければ生きていけな

い羊のようなものです。くせの強い、自分勝手な

道を進んで行ってしまうおろかなものです。

危険なところや囲いを抜け出して道を迷い出てし

まうとき、イエス様はすぐにやってきて、私たち

を羊飼いの杖で引き戻してくださいます。いつも

私たちを注意深く見守り、必要なものを満たし、

敵から守ってくださいます。

　イエス様は言われました。「わたしは良い羊飼

いである。良い羊飼いは羊のために命を捨てる。」

　私たちのことをいつも心にかけてくださるの

は、私たちがイエス様の羊だからです。クリスマ

スは、羊飼いのいなかった世界に、真の羊飼いで

あるイエス様が来てくださったうれしい日です。

4. ワークシート

　空白にあてはまるものを入れましょう。

「見よ、わたしは自ら自分の群れを（　）、彼らの

（　）。牧者が、自分の羊がちりぢりになっている

ときに、その群れを（　）ように、わたしは自

分の羊を（　）。わたしは雲と密雲の日に散らさ

れた群れを、すべての場所から（　）。わたしは

彼らを諸国の民の中から（　）、諸国から集めて

彼らの土地に（　）。わたしはイスラエルの山々、

谷間、また居住地で彼らを（　）。」

「わたしは失われたものを（　）、追われたものを

（　）、傷ついたものを（　）、弱ったものを（　）。」

　ア包み　イ救い出す　ウ世話をする　エ探し

出し　オ探す　カ養う　キ導く　ク尋ね求め	

ケ連れ出し　コ連れ戻し　サ強くする

（答え）エ、ウ、オ、オ、イ、ケ、キ、カ、ク、コ、ア、サ

（エゼキエル書34章11～14、16節）
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	 12月10日	「待降節・真の羊飼い」	 中学科

〈今日のカテキズム〉

カテキズムをする前に……

☆参照カテキズムとして、子どもカテキズム問

24が挙げられています。

問24	 主イエス・キリストは、私たちの救いのた

めに、どのようなお働きをしてくださった

のですか。

答	 主イエス・キリストは、私たち罪人の身代

わりとして十字架に死に、三日目に永遠の

命によみがえられました。ですから、私た

ちは、罪赦されて 神と共に永遠に生きる

祝福に生かされています。

☆今日の聖書箇所エゼキエル書34章ではまこと

の牧者像が描かれているわけですが、牧者とし

て群れを養い、憩わせ、探し、集め、導かれる

姿は、キリストが預言者・祭司・王として職務

を果たされる姿とだぶってきます。それを次の

問答で確認しましょう。

ウェストミンスター小教理問答

問24	 キリストは、どのようにして預言者職を果

たされますか。

答	 キリストが預言者職を果たされるのは、御

自身の御言葉と御霊によって、私たちの救

いのために神の御意志を私たちに啓示して

くださることにおいてです。

問25	 キリストは、どのようにして祭司職を果た

されますか。

答	 キリストが祭司職を果たされるのは、神の

正義を満足させて私たちを神に和解させる

ために、御自身をいけにえとしてただ一度

ささげられたこと、また私たちのためにと

りなし続けてくださることにおいてです。

問26	 キリストは、どのようにして王職を果たさ

れますか。

答	 キリストが王職を果たされるのは、私たち

を御自身に従わせ、治め、守ってくださる

こと、また御自身と私たちとのあらゆる敵

を抑えて征服してくださることにおいてで

す。

〈今週の聖書日課〉

　日曜日　　エゼキエル34:11～16

　月曜日　　ヨハネ10:11～16

　火曜日　　詩編23編

　水曜日　　詩編95:6～7

　木曜日　　ヘブライ7:25～27

　金曜日　　ヘブライ9:14

　土曜日　　マタイ18:10～14
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　今日の主題は「大いなる光」である。このテキ

ストにおいて、その光は闇に輝く光である。光を

待つ闇の現実が語られねば、光の輝きは半減する。

歴史的状況を示しているのは、8:23b である。そ

れはアッシリアのティグラトピレセル3世によっ

て「ゼブルン・ナフタリ」が辱めを受け、「海沿

いの道、ヨルダン川のかなた、異邦人の地ガリラ

ヤ」という諸州が奪われた BC732年を示すと言わ

れる（シリア・エフライム戦争）。そして9章の

預言がなされたのは、その時から BC721年のサマ

リア陥落による北イスラエル王国の滅亡までの間

であるだろう。預言者イザヤはそのようなアッシ

リアの侵食による隣国の断末魔を聞きながら、自

国の未来を憂い、戦争に疲れ切った人々を思い、

そこに「闇」を正確に読み取っていた。そんな「闇

の中を歩む民」が「大いなる光」を見る。闇の支

配する時代に、それを凌駕する光の希望を人々に

与えるのがこの預言の主旨である。

  戦争は終わり、刈り入れを祝うような大きな喜

びが与えられる（2節）。なぜなら（原典では3,4,5

節が「なぜなら」を意味する「キー」で始まる）、

ギデオンがミディアン人の大侵入を打ち破った

日の様に（士師7章）虐げる者の鞭が折られ（3

節）、軍備はすべて排除された神の平和の勝利が

訪れる（4節）からである。イザヤはそのような

光による転換を、力強く預言する。そして預言は、

一人の王子の誕生の告知によって最高潮を迎え

る。光は、このメシア王の即位を根拠に輝き出る。

その王は、「万軍の主の熱意によって」立てられ

る、神の統治を回復するまことの統治者である（6

節）。そのようにして現実の王アハズを否定しつ

つ、天からの王の即位を預言して、神が約束され

たダビデ王家の永遠の繁栄の希望をつなぎ、終末

的展望をひらいたのがイザヤである。神ご自身の

介入によって、ダビデ契約は保証される。

  その来るべきメシア王の性格を示す4つの名前

がある。「驚くべき指導者」とは英語でワンダフ

ルカウンセラー、つまり判断力に富んで偉大な知

恵を持った王。「力ある神」とは「神のように力

をもった英雄」ともいえるが、敗北することのあ

りえない主なる神の力強さを持った王。「永遠の

父」とは父親のようにその民をいつまでも育み配

慮する王の思慮深さを表す。そして「平和の君」。

この王のもとでは、国の内外において争いや抑圧

の恐れがなくなって、繁栄と幸福な生活がもたら

されることが約束されている（12月3日の聖書研

究を参照）。

  このような新しい王を与えるというかたちでの

神の歴史への介入が、一人のみどりごの誕生に始

まると語られるのは、それが人間の舞台に神が介

入することに注意を喚起する特別な方法であるか

らだろう。モーセの場合にしても、サムエルの場

合にしても、聖書における子どもの誕生は、その

時々の危機的状況に対する神の劇的介入をあらわ

しており、それは苦しむ民を救うための神の劇的

な恵みの御業として起こるのである。そして新約

記者は、聖書におけるもう一つの誕生物語にこの

神の劇的介入を見させようとした。それは再び歴

史の表舞台へと引き戻されたダビデの末裔の、ユ

ダヤ人の王としての誕生であり（マタイ1、2章）、

わたしたちの間に肉となって宿られた、神なる言

の誕生であった（ヨハネ1章）。そして夜に生ま

れたその王の上には、一つの星が輝いた（マタイ

2:9）。その言が与える命は、人間を照らす光であ

り、その光は闇に輝くのであった（ヨハネ1:5）。

世の暗闇が光を受け入れずとも、それに呑み込ま

れることなく、光は確かに輝き続け、やがて暗闇

を圧倒する。この大いなる光として来られたメシ

ア王が、我らを支配する。そのような王を持つ民

は、いかに幸いなことか !!	 （坂井孝宏）

	 12月17日	「待降節・大いなる光」	 聖書研究

	 テキスト	 イザヤ書9章1～6節
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　子供が生まれるのはうれしいものです。ここで

預言者イザヤも、子供が生まれる喜びを語ってい

ます。しかし、ここでの喜び方は、なんだかみん

なの弟や妹が生まれたときのような喜び方とは違

うようです。闇に光が射すとか、平和は絶えるこ

とがないとか、一人の子供が生まれたという喜び

にしては、とてもおおげさに聞こえます。これほ

どまで喜ばれる子供とは一体どういう人のことな

のでしょう。

　ここに書かれている言葉がどういうときのもの

であったかを少しお話しておきましょう。イザヤ

が語っているお話の舞台は、北イスラエルという

王国です。この北イスラエルは、イザヤの時代に

は、アッシリアという大国の攻撃を受けて、滅亡

してしまいました。1節の「闇の中」とか「死の

陰の地」という言い方は、そのことを指していま

す。しかしイザヤは、一人の男の子が生まれるこ

とで、その北イスラエルに再び光が輝き、人々は

喜び楽しむようになるというのです。

　このように、国と国が争っている中で、これほ

どまで誕生が喜ばれる子供とは、王さまのことで

す。当時の王さまは男の人でしたから、ここで特

に男の子の誕生が喜ばれています。人々は、強く

て立派な王さまを求めていました。実は北イスラ

エルが滅んだのも、悪い王さまが続いたためでし

た。そして、もう一つのイスラエルの国である南

ユダにも、しばらく立派な王さまが出ていません

でした。人々は、あのダビデ王のような、強くて、

立派な、そして信仰深い王さまを求めていたので

す。そして、闇のようになってしまった自分たち

の国に、そしてこの生活に、光をもたらしてくれ

るような王さまを求めていたのです。

　そして、この人々の期待は、南ユダに実際に登

場したヒゼキヤという王さまへと向けられること

で、現実のものとなっていきました。ヒゼキヤ王

のもとで南ユダは、アッシリアの攻撃から奇跡的

に守られるという経験をしたりします。それは、

アッシリアが強かった暗い時代における、神さま

からの確かな光でした。

　しかし、この男の子の誕生の喜びは、地上の王

さまへの期待だけで終わるものではありませんで

した。この言葉は、クリスマスの奇跡を預言する

言葉でもあったのです。3節に、「虐げる者の鞭を、

あなたはミディアンの日のように折ってくださっ

た」とあります。ミディアンの日とは、かつてギ

デオンというイスラエルの勇者が、選ばれた300

人と共に、宿敵ミディアン人を打ち破ったという

出来事のことです。まだイスラエルが王国となる

前の話であり、士師記7章に出てくる話ですが、

実はその出来事が起こった場所が、後の北イスラ

エルに当たるところだったのです。

　そして、そのミディアンの日、士師ギデオンが

勝利を治めたとき、イスラエルの人々は、ギデオ

ンにこう頼みました。「我々を救ってくれたのは

〔単元のねらい〕

　旧約以来、神は闇を照らす光としてご自身を現してこられたことを明らかにしながら、クリスマスに

到来された御子こそ、世の光であられることを学びたい。戦争の絶えないイザヤの時代にあって新しい

王として期待される男の子の誕生が喜びであったのに対して、イエスさまの誕生は罪の支配に勝利され

るまことの王の到来であったことを示したい。そして、光と闇のコントラストを印象的に示しながら、

光のもとに子供たちが進み出、また光の子となって力強く歩めるように励ましたい。

「闇を照らす光、イエスさま」

	 12月17日	「待降節・大いなる光」	 説教展開例

	 テキスト	 	 イザヤ書9章1～6節

	 参照カテキズム	子どもカテキズム 問21



─ 99 ─

あなたですから、あなたはもとより、御子息、そ

のまた御子息が、我々を治めてください」。しかし、

ギデオンは彼らにこう答えたのでした。「わたし

はあなたたちを治めない。息子もあなたたちを治

めない。主があなたたちを治められる」。人間の

王さまではなく、神さまご自身が本当の王さまと

して治めてくださることこそ、一番いいことなの

です。そして、イザヤが預言した男の子の誕生も、

ヒゼキヤ王のことではなく、神さまご自身である

王、つまり、神の御子イエスさまの誕生を予告し

ていたのです。

　人間の王さまならば、いつかは力を失い、また

必ず死ぬときがきます。ちょうど、蛍光灯の光が、

最初はどんなに明るく輝いていても、いつかは消

えてしまうようなものです。しかし、神の御子が

王さまとして来てくださった以上、その光は消え

ることがありません。永遠に輝き続けます。そし

て、その光は、私たちの闇のような心も明るくし

てくださるのです。

　神戸ではクリスマスが近づくと、神戸ルミナリ

エという光の祭典が行われます。町の一本の通り

がきれいにライトアップされるのです。何年か前

に、知らないでたまたま通りかかったことがあり

ましたが、そのとき実は一緒にいた人と少しけん

かをしていました。お互いに言葉を交わすことも

ないまま車の中に乗っていました。先には、長く

暗い帰り道が待っていますが、何だか心まで暗く

なってしまったようでした。しかし、渋滞した道

を右に曲ったそのときでした。ルミナリエの、まっ

すぐに果てしなく伸びる光の道が現れたのです。

その日は実は、本番前の試験点灯の日で、車に乗っ

たまま光の中を悠々と進んで行くことができまし

た。感動的でした。そして、普段は見ることので

きないきれいな光の中で、車の中の私たちの心も

明るくなり、もうすぐクリスマスだねと、イエス

さまの話をしながら帰ることができたのです。

　光には不思議な力があります。私たちの小さな

心、意地を張った思いなど、どこかに消し去って

しまうような力があります。イエスさまは、どん

なに明るい地上の光よりも輝かしい光として、世

に来られました。私たちはけんかをすることもあ

ります。泣いたり、怒ったりすることもあります。

そのようにして暗い心で過ごすときもあります。

しかし、光はすべてを喜びに変えてくれます。ク

リスマスには町中が光にあふれますが、私たちは

何よりもイエスさまの光に照らされて歩むことが

できるのです。	 （石原知弘）

	〔今週の暗唱聖句〕	 イザヤ書9章1節

闇の中を歩む民は、大いなる光を見、死の陰の地に住む者の上に、光が輝いた。
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	 12月17日	「待降節・大いなる光」	 幼稚科

〈やってみよう〉

スライム作り

準備するもの

　色水（絵の具を溶かしたものでよい）、洗濯糊、ホウ砂水（薬局で販売しているものを水で溶かして

おく）、紙コップ、割り箸などかき混ぜるもの

手順

　①色水・ホウ砂水はあらかじめペットボトルなどに作っておく。

　②色水・洗濯糊・ホウ砂水の分量はすべて1：1：1である。

　　それが量れる別の入れ物を用意しておく。

　③分量を量った色水と洗濯糊を自分の紙コップに入れて、割り箸でよく混ぜる。

　④③に同じ量のホウ砂水を混ぜて、よくかき混ぜる。

　⑤完成。手の上などにのせたりして楽しく遊びましょう。

注意

　できたスライムは口の中に入れないように。

　水道にも流さないようにしましょう。

〈ねらい〉

　イエス様こそ本当の光であり、イエス様の誕生

は罪に勝利される真の王の到来であることを示し

たい。また、子どもたちが光の子となって光の道

をまっすぐ進めるように励ましたい。

〈展開例：最初の部分のみ書きます〉

　今日のお話は、イザヤさんが子どもの生まれる

喜びを語っています。みなさんのまわりにも赤

ちゃんがいますか。赤ちゃんが生まれるというの

は、ほんとうにうれしいものですよね。でも、今

日生まれるといっているのは、どうやらふつうの

赤ちゃんではないのです。

　昔、戦争のために国が滅んで、その国の人々は

とても悲しんでいました。みなさんもけんかした

り、泣いたりして悲しくなることがありませんか。

　しかし、一人の男の子が生まれることで、暗く

なってしまったひとびとの心に光を照らしてくれ

るというのです。そんなすごい男の子とは誰なの

でしょうか。……

　そう、みんながよく知っているイエス様なので

す。……

〈おいのり〉

　私たちの光として、イエス様を送ってくださっ

てありがとうございます。私たちもイエス様にな

らって、光の子として歩めるように助けてくださ

い。
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	 12月17日	「待降節・大いなる光」	 小学科下級

〈ねらい〉

　神様は暗闇を照らす世の光として、救い主であ

る男の子の誕生をイスラエルに約束なさって来ら

れました。そして、その約束通り、神様は救い主

イエス・キリストをこの世に送ってくださいまし

た。子供たちを取り巻く環境がますます暗闇のよ

うな今の時代ですが、だからこそ、世の光である

イエス様を信じて、イエス様に従って歩むことの

大切さを、もう一度子供たちと共に覚えましょう。

〈展開例〉

1. 闇の中を歩む民は何を見ますか。

　→（1節）

2. 彼等が見る「光」とは何のことでしょう。

　→（4節、5節、6節参照）イスラエルの民を救

い、正義を実現し、完全な平和をもたらす王

として男の子の誕生。

3. その約束の男の子はどんな名前で呼ばれます

か。その名前を四つ書いてください。

　→（5節）

4. イザヤ書で神様が約束してくださった男の子

は、誰のことですか。

　→ルカ福音書1章79節、2章11節を子供たちと

一緒に読んで、この預言はまさに神の御子イ

エス・キリストの誕生を予告したものである

ことを確認してください。

5. 世の光であるイエス様を信じているみんなは

光の子供です。光の子供としてどんなふうに生

きていきたいと思いますか。

　→世の光として、暗闇の中にある者たちに希望

の光を与え、愛と正義と平和の御国を実現し

てくださるイエス様です。クリスチャンはそ

のイエス様に結ばれて生きる者です。クリス

チャンとしての大切な使命を、子供たちなり

に理解できるように共に話し合ってみましょ

う。

〈おいのり〉

　愛する天の神様。わたしたちはイエス様を知る

前は暗闇の中を歩いていました。しかし、神様は

わたしたちに真の世の光であるイエス様を与えて

くださり、イエス様を信じて光の中を歩くことが

できるようになりました。どうかこれからも光の

子供としてイエス様に従って歩くことができます

ように導いてください。

闇の中を歩む民は、大いなる光を見
死の陰の地に住む者の上に、光が輝いた
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	 12月17日	「待降節・大いなる光」	 小学科上級

〈ねらい〉

　この世の闇を照らすためにイエス様がお生まれ

になったことを感謝する。

〈展開例〉

1. 闇の中を歩む民とは？

　イザヤが預言した頃、イスラエルは北と南の二

つの国に分裂していました。北イスラエルには悪

い王様が続き、本当の神様を捨てて偶像を拝んだ

り自分の子どもを偶像に焼いてささげたり、悪い

ことばかりしていました。まさに闇の中を歩んで

いたのです。

　神様は何度も預言者を送って「悪いことをやめ

なさい。わたしの戒めを守りなさい」といわれま

したが、人々はいうことを聞きませんでした。

その結果、アッシリアという国が攻めてきて町は

壊され、家は焼かれました。人々は敵の国に連れ

て行かれ、また神様を信じない多くの外国の人た

ちが来て、町は占領されてしましました。

　もう神様はイスラエルのことを忘れてしまった

かのような、希望のない暗い時代でした。

2. 大いなる光の約束

　そんな暗い時代の中で「闇の中を歩む民は、大

いなる光を見、死の陰の地に住む者の上に、光が

輝いた」という約束の言葉が与えられました。

　この約束はいつ実現したのでしょう。光として

この世界に来てくださったイエス様がお生まれに

なったときです。

　「異邦人のガリラヤは栄光を受ける」（イザヤ書

8章23節）と書いてあります。この御言葉のとお

り、イエス様はガリラヤの町ナザレでお育ちにな

りました。

　このすばらしい約束は、イエス様がお生まれに

なる700年も前にすでに与えられていたのです。

3. 闇から何を想像しますか？

　少しの明るさもない、本当に真っ暗な闇を経験

したことがありますか。自分がどこに立っている

のか、どちらを向いているのかさえわかりません。

だんだん不安になってきます。恐くなってきます。

ここでいう闇とは、私たちの中にもある闇のこと

です。憎しみ、悲しみ、怒り、争い、孤独、絶望、

飢え、暴力、無関心などです。これらを生み出す

最大の闇が罪です。

4. 闇に打ち勝つ光

　闇と光はどちらが勝つと思いますか。どんなに

小さな光でも、闇に打ち消されてしまうことはあ

りません。闇は光に勝つことができないからです。

　罪という暗闇の中に住む私たちの世界に、真の

光としてイエス様は来てくださいました。闇を打

ち滅ぼすためです。

5. あなたの心の闇を照らしてくれるイエス様

　あなたはこの世界を見るとき、どんな闇を感じ

ますか。あなたの心の闇を照らすためにイエス様

はこの世に来てくださいました。

　「わたしは世の光である。わたしに従う者は暗

闇の中を歩かず、命の光を持つ。」（ヨハネ8章12

節）

6. クリスマスエッグキャンドルを作ろう

準備するもの

ローソク、クレヨン（口紅）、卵、卵のケース、

空き缶、（缶詰など）、割り箸

作り方

①卵の先端に穴をあけて中身を取り出し、内側を

洗って半日ほど乾かしておく。

②空き缶に短く折ったローソクを入れ、湯せんに

かけて溶かす。（一つの缶に1色）

③ロウが溶けたらローソクの芯を取り出し、まっ

すぐに伸ばしておく。

④溶けたロウにクレヨン（口紅）を削っていれ、

色をつける。（少しでよい）

⑤卵のケースに卵の殻をのせ、中に溶けたロウを

流し込む。

⑥③のロウの芯を割り箸にはさみ、（割り箸は割

らずに使う）真中に芯が立つようにする。

⑦1時間ぐらい固まるまでそのままにしておく。

（殻をむいて、できあがり）
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	 12月17日	「待降節・大いなる光」	 中学科

〈今日のカテキズム〉

カテキズムをする前に……

☆参照カテキズムとして、子どもカテキズム問

21が挙げられています。

問21	 神さまは、あなたもほかの人も、罪人を滅

びるままにお見捨てになりましたか。

答	 いいえ、ちがいます。

	 神さまは、神の民となるように 最初から

私たちを選んでくださいました。罪から救

い出してくださるあがない主を与えてくだ

さったのです。

☆同じ内容をウェストミンスター小教理問答では

次のように告白しています。

ウェストミンスター小教理問答

問20	 神は全人類を、罪と悲惨の状態のうちに滅

びるままにされましたか。

答	 神は、全くの御好意によって、永遠の昔か

ら、ある人々を永遠の命に選んでおられた

ので、彼らと恵みの契約を結ばれました。

それは、ひとりのあがない主によって、彼

らを罪と悲惨の状態から救助して、救いの

状態に入れるためです。

〈今週の聖書日課〉

　イエスさまが光であられることを記している聖

書箇所を集めてみました。

　日曜日　　イザヤ9:1

　月曜日　　マタイ4:12～17

　火曜日　　ヨハネ1:4～9

　水曜日　　ヨハネ8:12

　木曜日　　マタイ5:16

　金曜日　　エフェソ5:8～14

　土曜日　　ルカ2:25～32
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〈時満ちて〉

　神様の御子イエス様は、ローマの初代皇帝アウ

グストゥス（オクタヴィアヌス）の時代に、旧約

の預言通りに、ユダヤのベツレヘムというダビデ

の町で、ダビデの子孫の一人ヨセフのいいなづけ

マリアからお生まれになりました。イエス様がお

生まれになった時代は、「ローマの平和」（パック

ス・ロマーナ）の時代と呼ばれています。神様は、

全世界の諸民族を罪と滅びから救うため、摂理の

御業によって、時代状況を全世界の救い主を遣わ

すのにふさわしい状況へと整えられたのです。『キ

リスト教史』のウォーカーは、この当時の一般的

な状況を次のように述べています。－全てがただ

一人の皇帝への忠誠と皇帝に従属する統一された

軍隊組織によって結合していた。その軍事力によ

る平和の下、商業が栄え、交通は優れた陸路や海

路によって容易となり、少なくとも大都市の教養

ある人々の間では、共通の言語であるギリシア語

が思想の交流を助長した。さらにローマは、皇帝

と軍隊による統一を保ちながらも、地方の諸制度

を押しつぶすことはしなかった。属州の住民は、

ある程度自治を認められたし、宗教上の慣行も尊

重された（ウォーカー著『キリスト教史・1・古

代教会』、PP.18－19）。

〈ローマの皇帝による支配の下へ〉

　神様は、摂理の御業によって、時代状況を全世

界の救い主を遣わすのにふさわしい状況へと整え

られたのですが、ローマ皇帝による支配に対抗す

るような形で、イエス様による御支配を始められ

たのではありません。神様は、御子をローマ皇帝

による支配の下へと送られたのです。その証拠に、

イエス様の御誕生は、徴兵徴税のための住民登録

の勅令に巻き込まれる中で起こりました。著者の

ルカは、歴史家にふさわしく、皇帝アウグストゥ

スの時代をさらに限定して、キリニウスがシリア

州の総督であった時と述べています。ある資料に

よると、厳密にはキリニウスはその頃は総督でな

く、軍事指導官だったとのことですが、大事なこ

とは、皇帝や総督といったこの世の支配者の下で、

神様の御子の御降誕が起こったということです。

主メシアの御降誕は、『ミカ書』により、ベツレ

ヘムと予告されていましたが (5:1)、この預言は、

ヨセフと身重のマリアが勅令に従って、ヨセフの

先祖ダビデの町ベツレヘムへと行くことで、成就

したのです。このような御降誕を巡る状況に、神

様の御子のへりくだりをまず見ることができま

す。

〈飼い葉桶の中へ〉

　聖書研究の際に必携の『ウェストミンスター小

教理問答』は、問27で、神様の御子のへりくだ

りの状態に関して次のようにまとめています。

　「問27　キリストの低い状態とは、どの点に

あったか。答　キリストの低い状態とは、彼が生

まれられたこと、しかも、貧しいさまに生まれら

れたこと、律法の下におかれ、この世の悲惨と神

の怒りと十字架ののろいと死とを忍ばれたこと、

葬られてしばらくの間、死の力の下にとどまられ

たことにあった」（信仰規準翻訳委員会訳、波線

は筆者）。

　神様の御子イエス様は、住民登録で町の宿屋が

混雑する中、宿屋以外の場所でお生まれになり、

布にくるんで飼い葉桶に寝かせられたのです。こ

の飼い葉桶から、イエス様がお生まれになったの

は、馬小屋と言われますが、場所はとにかく、イ

エス様が最初に寝かせられたのが、馬や羊の飼料

用の桶だったことを心に留めるべきです。しかし、

神様の御子が敢えてこのような貧しさ、惨めさを

引き受けて下さって、へりくだられたことで、栄

光の神様が、罪に汚れた私たち人間と共にいて下

さる、インマヌエルの道が始まったのです。

	 （長谷川　潤）

	 12月24日	「降誕祭・御子の降誕」	 聖書研究

	 テキスト	 ルカによる福音書2章1～7節
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　１今日はクリスマス礼拝です。みなさんは、こ

れまでに何度、クリスマスを過ごしたでしょうか。

わたしは〇〇回のクリスマスを過ごしてきました

が、どのクリスマスもけっして同じではなかった

と思います。クリスマスに感じる喜び、クリスマ

スのときにどんな恵みを神さまから学べるか、そ

してクリスマスにもらった贈り物によっても、毎

年、少しづつ違うクリスマスを、私たちはお祝い

しているのですね。

　それでは、世界ではじめてのクリスマスは、ど

んなクリスマスだったのでしょう。まだだれ一人

「クリスマス」のことを知らなかったのです。そ

のときまで、世界には「クリスマス」というもの

がなかった！クリスマスのない1年、クリスマス

のない世界。そんなことを想像できるでしょうか。

　イエスさまのお父さんお母さんになるヨセフと

マリアは、自分たちが住んでいるナザレから、何

日も旅をして、ベツレヘムまでやってきました。

広いローマの世界のすみずみまで、人口の調査を

せよ、という命令が出たのです。ユダヤの人びと

も、この命令には逆らえません。マリアは、神さ

まの霊によって子どもを身ごもっています。もう

すぐ赤ちゃんが生まれるのです。赤ちゃんが生ま

れたら、その子を「イエス」と名付けることも、

神さまから教えられていました。ナザレからベツ

レヘムへの旅は、どんなに大変だったことでしょ

う。マリアは、自分で歩くことはできず、ロバの

ような小さな動物の背で、ゆられながら、心細く

つらい旅をしなければなりませんでした。ヨセフ

もマリアも、まだとっても若い二人でしたから、

その心細い気持ちは、きっと私たちの想像以上

だったことでしょうね。

　２ようやくベツレヘムに着きました。でもベツ

レヘムには、大勢のユダヤの人びとが集まってい

ます。二人を泊めてくれる宿屋は、どこにもあり

ません。「どうかお願いです、小さな部屋でけっ

こうですから、泊めてください。もうじき赤ちゃ

んが産まれるんです」。必死の叫びにも、耳を貸

してくれる人がいません。とうとうマリアは、赤

ちゃんを産みました。赤ちゃんを寝かせる場所も

ありません。「布にくるんで飼い葉桶に寝かせた」。

イエスさまは、いったいどこで生まれたのでしょ

う。この「飼い葉桶」は、マリアを乗せたロバの

ような動物のために、ナザレから運んできた桶な

のでしょう。どこかに、風や人目を避けるために

粗末なテントをはったか、どこかに窪みを見つけ

て、小さな飼い葉桶に赤ちゃんのイエス様を寝か

せたのでしょう。

　ベツレヘムに、ヨセフとマリアを泊めてあげる

宿屋が、ひとつもなかった。そのことは、私たち

〔単元のねらい〕

　クリスマスの喜びを、深く子どもたちに伝えたい。毎年のように訪れるクリスマス。しかし、それぞ

れのクリスマスは、独自の恵みと喜びを伝える。つまり教会暦は、くり返されることによって古びるの

でなく、くり返されるごとに更新される。このテキストはまず、主イエスの誕生に備えるために、主の

両親ヨセフとマリアが、どれほどの苦難を引き受けたかを伝える。私たちにとっても、クリスマスに備

える心は、高らかな喜びとそれを支える深い祈りが求められる。子どもたちにも、クリスマスの恵みと

喜びを黙想する機会をもってほしい。このテキストの痛切な響きは、飼い葉桶に寝かされる幼児の姿で

頂点に達する。神が、これほどの深さに身を沈めて、私たちを招いておられるのである。

「神さまのおくりもの」

	 12月24日	「待降節・御子の降誕」	 説教展開例

	 テキスト	 	 ルカによる福音書2章1～7節

	 参照カテキズム	子どもカテキズム 問22
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の心を暗くします。はじめてのクリスマスは、と

ても淋しいクリスマスでした。イエス様の誕生を

祝う人は、まだどこにもいなかったのです。神の

子イエスさまの誕生を、心から感謝してお迎え

する準備をしている人は、ベツレヘムの村にいな

かったのです。では、私たちはどうでしょうか。

クリスマスを迎える準備はできているでしょう

か。

　３クリスマスを迎える準備。それは、私たちの

心にイエス様をお迎えする準備のことです。イエ

ス様は、天の父である神さまの独り子ですから、

美しい宮殿の飾り立てたベッドで生まれても、す

こしも不思議ではありません。でもイエス様は、

金や銀や宝石の飾りのついた、豪華な寝室に生ま

れようとはなさいません。そうではなく、イエス

様が願うのは、私たち一人一人の心に誕生するこ

とです。イエス様は、私たちの心に生まれ、私た

ちと一緒にいることを、何よりも願っておられま

す。

　ベツレヘムの宿屋が、どこもイエス様とその家

族を、喜んでお迎えできなかったこと。それは、

じつは私たち人間の罪の心を、あらわしています。

イエス様などいらない、神さまの愛などいらない

……。そういう冷たい心が、罪の心です。「イエ

ス様、どうか私の心の中に来てください。そして

私の心に生まれてください。いつでも、どんなと

きでも、私から離れずに、私の救い主になってく

ださい」。そのようにお願いするとき、私たちの

心が、イエス様誕生の「宿屋」になります。その

ように祈るとき、私たちも、イエス様と同じよう

に、神さまの子どもにしていただけるのです。

　４小さな飼い葉桶に生まれてくださったイエス

様。貧しい姿の、小さな赤ん坊です。救い主は、

こんなに小さな、こんなに貧しい姿で、私たちの

ところに来てくださったのです。赤ちゃんは、自

分ではまだ何も言えません。だれが近づいてきて

も、追い出すことも拒むこともできません。つま

りイエス様は、だれでも安心して近づくことので

きる救い主です。だれでも、なにも心配せず、用

心しないで、イエス様に近づくことができます。

心配しないで、安心して、このイエス様のところ

に来なさい！　それが、クリスマスのときに、神

さまが私たちを呼んでくださる声です。私たちも、

小さい子どもです。神さまは、小さく弱い私たち

を救うために、イエス様を、小さく貧しい救い主

として、私たちに与えてくださいました。

　まどみちを　というクリスチャンの詩人がおら

れました。「ぞうさん」などの歌で有名です。「ぞ

うさん　ぞうさん　おはながながいのね　そうよ

　かあさんも　ながいのよ」。

　まどさんの、「ぼくがここに」という詩を紹介

します。

　　ぼくがここにいるとき／ほかのどんなものも

／ぼくにかさなって／ここにいることはできな

い／もしゾウがここに居るならば／そのゾウだ

け／マメが居るならば／その一粒のマメだけし

か／ここにいることはできない／ああ　このち

きゅうでは／こんなにだいじに／まもられてい

るのだ／どんなものが　どんなところに／いる

ときも／その「いること」こそが／なににもま

して／すばらしいこととして。

　ちょっと難しい？　大きなゾウも小さなマメ

も、そこにいるだけで大切にまもられる。それは、

神さまの大きな愛です。神さまは、小さな私たち、

弱い私たち、さびしい私たち、ひとりぼっちの私

たちを、愛してくださいます。私たちのために、

大切な独り子イエスさまを、飼い葉桶の赤ちゃん

として与えてくださるほどに、私たちを愛してく

ださいました。小さく弱い私たちが、安心してイ

エス様を信じることができる。それがクリスマス

です。	 （小野静雄）

	〔今週の暗唱聖句〕	 ルカによる福音書2章6～7節

マリアは月が満ちて、初めての子を産み、布にくるんで飼い葉桶に寝かせた。
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	 12月24日	「降誕祭・御子の降誕」	 幼稚科

〈分級では〉

　待ちに待ったクリスマスです。本当に喜ばしい

救い主を讃える時期ですが、子供たちは教会のク

リスマスよりもこの世の形作られたクリスマスの

方に興味をひかれがちです。毎年の事ながら、や

はり教会でお祝いする意味、そして本当の喜びを

子供たちに伝え、一緒に感動できるように祈り求

めましょう。きらびやかな飾りよりも、当時の貧

しい様子を少しでも再現すると、子供たちの興味

をひき、スムーズにお話へ導くことが出来るかも

しれません。

〈分級のねらい〉

　この世の価値基準からしたら何の喜ばしい出来

事もなく、むしろみすぼらしく貧しい状況です。

私たちの罪に沈んだ心を映し出しているかのよう

な状況です。そこにイエス様は誕生したのです。

そして私たちのその状況を一変し、救いの喜びと

感謝で満たしてくれたお方です。

　この本当の喜びを子供たちに伝えるには、まず

私たちの心をイエス様誕生の舞台の「宿屋」にす

る必要があります。イエス様が誕生できるように、

この心を貧しいものにし、喜びで満たされるよう

に願い求めましょう。そして子供たちの心を次々

と「宿屋」に変えていただくように主に祈りましょ

う。

〈おいのり〉

　イエス様、私たちの心の中で誕生してくださっ

て感謝いたします。この喜びをまだ本当のクリス

マスを知らないお友達に伝えることが出来ますよ

うに、これからもあなたと共に成長していくこと

が出来ますようにお導きください。

〈やってみよう〉

イエス様がみんなの心の「宿屋」に誕生！

目的

　その当時の過去のこととして、ベツレヘムでお生まれになった遠い存在のイエス様ではなく、私た

ち一人一人の心の中で、救いを与えるためにお生まれになったものとして、身近なイエス様を表現

する。

準備するもの

　クレヨン、色鉛筆など（絵が描ける物）、紙、ゴミ袋、テープ、はさみ

手順

　①教師が紙に赤ちゃんイエス様を描いて用意しておく。

　②紙に飼い葉桶を描く（その飼い葉桶の中に、今までつらいことや意地悪したことを書ければ、そ

の言葉を書く）。

　③ゴミ袋にはさみで三箇所穴を開け、子どもたちがそれを着られるようにする。

　④飼い葉桶を描いた紙をそのゴミ袋にテープで貼り、そのゴミ袋を着る。

　⑤教師たちは、その子どもたちの描いた飼い葉桶の中央に赤ちゃんイエス様を貼り付ける（言葉が

書いてあれば、それが隠れるように貼る）。
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	 12月24日	「降誕祭・御子の降誕」	 小学科下級

〈ねらい〉

　世界で最初のクリスマスであるイエス様のお誕

生は、決して、豪華できらびやかな場所で行われ

たのではありません。イエス様は薄暗い、汚い家

畜小屋の飼葉桶の中でお生まれになりました。し

かし、なぜ、神の子であるお方がそのような場所

でお生まれにならなければならなかったのでしょ

うか。子供たちと一緒に考えましょう。

〈展開例〉

1. イエス様がお生まれになった時のローマ皇帝

の名前は何ですか。

　→（1節）

2. マリアとヨセフが住民登録をするため、どこ

に向かって旅立ちましたか。

　→（4節）

3. マリアはイエス様をどこで産みましたか。

　→（7節）

4. どうしてイエス様はそんな所で生まれなけれ

ばならなかったのですか。

　→直接的な原因は宿屋に泊まる場所がなかった

ことです。しかし、神の子であるイエス様が

そのような場所でお生まれになったのは、わ

たしたち人間のすべての苦難や貧しさをお引

き受けになるためでした。子供たちと共に、

ただ賑やかで、楽しいだけのクリスマスでは

なく、クリスマスとはイエス様がわたしたち

のために貧しさの極みにまで降ってくださっ

た出来事でもあるということ覚えましょう。

　→また、戦争や迫害といった苦難の中でこのク

リスマスを過している世界の子供たちのため

にも、イエス様の平和が与えられるよう共に

祈りましょう。

〈おいのり〉

　愛する天の神様。イエス様のお誕生を心からお

祝いします。イエス様はわたしたちの罪や、苦し

さ、貧しさをすべて引き受けるために飼葉桶の中

でお生まれになりました。どうかこのクリスマス

の時、このようなイエス様の苦難を覚えさせてく

ださい。

　また、今も世界のいろいろな場所で戦争や暴力、

迫害によって苦しんでいる子供たち、悲しんでい

る子供たちの上にも、イエス様の平和が与えられ

ますように願い、祈ります。

宿屋には彼らの泊まる場所がなかったからである
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	 12月24日	「降誕祭・御子の降誕」	 小学科上級

〈ねらい〉

　救い主を心にお迎えする。

〈展開例〉

1. 導入

　お家に特別なお客様がいらっしゃるとき、どん

な準備をしますか。きれいにお掃除をしたり、お

花を飾ったり、お料理やお菓子を用意したりして

迎える準備をしますね。そしてお客様が来られる

のを今か今かと待ちます。

　毎年私たちはクリスマスを迎えます。どのよう

な備えをもってイエス様をお迎えしたらよいで

しょうか。

2. イエス様がお生まれになった場所

　イエス様がお生まれになったのは家畜小屋でし

た。ふかふかのベッドもありませんでした。救い

主が初めて寝かされたのは、動物のえさを入れる

飼い葉桶でした。

　王様の子供が生まれるときには、立派な部屋や

きれいなベッドが用意されます。でも神様の御子

であるイエス様がお生まれになったのは、赤ちゃ

んが生まれるにはふさわしくない、臭くて不潔な

家畜小屋でした。

3. 救い主のしるし

　しかし、この「飼い葉桶の中に寝ている赤ちゃ

ん」こそ、救い主のしるしでした。（ルカ2章12節）

家畜小屋は神の御子、救い主がお生まれになるに

はあまりにも粗末な場所です。しかし、飼い葉桶

に眠るイエス様の姿は、その方がどのような救い

主なのかを私たちに教えてくれます。

　弱い立場にある人、みんなから嫌われている人、

ばかにされている人、貧しい人、無視されている

人、そういう人々の心の傷みを知る友となるため

に、イエス様は生まれてくださいました。

　飼い葉桶に眠るイエス様は、まさにそのような

貧しい者の友となってくださる救い主のしるしで

した。

　それはまた、罪の世界に神の御子をおおくりく

ださった、神様の愛のしるしでもあります。

「神はその独り子をお与えになったほどに、世を

愛された。独り子を信じる者が一人も滅びないで

永遠の命を得るためである。」（ヨハネ福音書3章

16節）

4. イエス様を心からお迎えする

　外から帰ってきたときに、鍵がかかっていて入

れなかった経験はありませんか。自分の家なのに

入れないのは悲しいものです。

　「言葉は、自分の民のところへ来たが、民は受

け入れなかった。」（ヨハネ福音書1章11節）

　私たちの心の中にイエス様をお迎えする部屋は

用意されていますか。「どうぞ私のところにお泊

まりください。私の救い主となってください」と

イエス様を受け入れる準備はできていますか。

　イエス様があなたの心の中で生まれてくださ

り、あなたの心に住んでくださるとき、神様はあ

なたを神の子としてくださいます。

　「しかし、言葉は、自分を受け入れた人々には

神の子となる資格を与えた。」

	 （ヨハネ福音書1章12節）

　「イエス様、私はあなたを必要としています。

あなたが、私の罪を背負って十字架で 死んでく

ださったことを感謝します。今、あなたを私の救

い主としてお迎えします」と祈りましょう。

　神様は独り子イエス様を、なくてならないおく

りものとして私たちに与えてくださいました。だ

からクリスマスはうれしいのです。

5. 紙皿でステンドグラス風の飾りを作ろう

　120ページを参照してください。
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	 12月24日	「降誕祭・御子の降誕」	 中学科

〈今日のカテキズム〉

カテキズムをする前に

☆参照カテキズムとして、子どもカテキズム問

22が挙げられていますが、12/3にも出てきま

すので、そちらを参照してください。

☆聖書研究のページにウェストミンスター小教理

問答の問27が挙げられていますので、今日は

これに取り組みたいと思います。

ウェストミンスター小教理問答

問27	 キリストのへり下りは、どの点にありまし

たか。

答	 キリストのへり下りは、次の点にありまし

た。キリストが生まれられたこと、それも

低い状態であられたこと、律法のもとに置

かれたこと、この世の悲惨と神の怒りと十

字架ののろいの死とを忍ばれたこと、葬ら

れたこと、しばらく死の力のもとに留まら

れたことです。

☆この問答の榊原訳は、「へりくだり」を「へり

下り」と記しています。本来の漢字は「謙り」「遜

り」（「謙遜」は「謙」も「遜」も「へりくだり」

と読むのですね）のようですが、それを「へり

下り」と記しているのは間違いではないかと、

榊原先生の漢字の知識を疑う方が少なくないよ

うです。しかし、イエスさまの「へりくだり」

は単なる「謙遜」ではなく、やはり「天から地

に降ってこられた」という、上から下へという

方向性があるわけです（エフェソ4：9参照）。

それを、ごちゃごちゃと訳すのではなく、「へ

りくだり」という言葉の中に「謙遜」の意味と「下

る」という意味を盛り込んだためにそういう表

記になったと考えるべきではないでしょうか。

第21号のコラムで記したように、カテキズム

が聖書を凝縮した詩だ、ということを思い出す

ならば、榊原先生のなさったことは、三
み

十
そ

一
ひと

文
も

字
じ

に意味を込めて短歌をつくるような、そうい

う「詩人の工夫」だったのではないでしょうか。

〈今週の聖書日課〉

　日曜日　　ルカ2:1～7

　月曜日　　ガラテヤ4:4～5

　火曜日　　ヘブライ12:1～3

　水曜日　　イザヤ53:1～3

　木曜日　　フィリピ2:6～8

　金曜日　　ローマ8:38～39

　土曜日　　ヨハネ3:16
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〈エルサレム神殿での神の子・少年イエス〉　

　神様の御子イエス様が12歳の時の記事です。

ユダヤでは、男子13歳となると成人となります

が、神様の律法で求められている義務を忠実に果

たすことが必要となります。両親は、イエス様に

成人となる準備教育を施すために、過越祭を祝い

に、イエス様を伴ってエルサレムの神殿に参りま

した。過越祭は除酵祭と併せて1週間続きます。

その期間が終わって、両親は他の巡礼者と一緒に

ナザレに戻ろうとしました。来年には成人を迎え

るイエス様のことです。両親は、イエス様がそば

にいなくても、ナザレに戻る一団の中に当然いる

ものと思って、エルサレムを出発したのですが、

一日分の道のりを行った時に、息子がいないこと

に気づいたのです。両親は、あちこち捜したので

すが見つからないので、エルサレムへと引き返し

ました。そして、三日間も捜し回ったのですが、

両親からすれば、まさかと思うところにイエス様

はおられたのです。イエス様は、神殿の境内で、

律法学者たちと対話をしていました。47節に人々

がイエス様の受け答えを聞いて、驚いている様子

が記されていますが、ここは、正気を失うほどに

驚いた様が記されています（岩波訳）。まだ成人

していない、12歳の少年が、神様の律法に関し

て抜群の知恵を持っていたからです。やっとのこ

とでイエス様を見つけた両親は、イエス様が身分

をわきまえずに律法学者と対話をしているので叱

りました。そんな両親に対してイエス様がおっ

しゃたのが49節です。

　「どうしてわたしを捜したのですか。わたしが

自分の父の家にいるのは当たり前だということ

を、知らなかったのですか」。

　この御言葉の意味を両親が理解できないの当然

でしょう。しかし、この御言葉には、イエス様が

どのような御方なのかがはっきりと示されていま

す。エルサレム神殿がイエス様の御父の家とおっ

しゃいますから、イエス様御自身は、神様の御子

でいらっしゃるということになります。

〈へりくだりの神の子〉

　ところが、神様の御子は、人間と同じように、

成人して律法の義務に忠実に応えるための準備に

あずかって、両親と共にエルサレム神殿に参って、

過越祭をお祝いされたのです。そして、ナザレに

戻られてからも、いつものように両親に仕えて生

活なさいました。両親に仕える生活は、生活の規

準としての十戒の第五の律法、「あなたの父母を

敬え」（出エジプト20：12）に従う生活と言える

でしょう。そうしますと、イエス様は、神様の御

子でいらっしゃって、本来は、父なる神様と同じ

ように律法を超えてそれを付与する立場にありな

がらも、敢えて律法の下に歩まれたということに

なります。聖書研究の際に必携の『ウェストミン

スター小教理問答』問27で確認しましょう。

　「問27　キリストの低い状態とは、どの点に

あったか。答　キリストの低い状態とは、彼が生

まれられたこと、しかも、貧しいさまに生れられ

たこと、律法の下におかれ、……」（波線は筆者）。

　イエス様は、律法の下で、律法に忠実に歩まれ

ることで、知恵がさらに増して、神様と人とに愛

されて成長なさったのです。神様と人とに愛され

たのは、何よりも、イエス様が律法に忠実に歩ま

れたからです。この神様の御子イエス様のへりく

だりによって、私たちが律法の呪いから解放され

ることが起こったのです。つまり、私たちは、神

様に義とされるために律法に忠実に歩もうとすれ

ばするほど、かえって罪を重ねてしまい、神様か

らの呪いを受けるしかありません。ところが、イ

エス様が私たちのために律法に忠実に歩んで下

さったことにより、つまり、思いと言葉と行いに

おいて律法に完璧に服従して下さったことによ

り、イエス様の義が私たちのものと見なされ、私

たちが神様と共に歩むことのできる道が与えられ

たのです。	 （長谷川　潤）

	 12月31日	「少年イエス」	 聖書研究

	 テキスト	 ルカによる福音書2章41～52節
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　１迷子になった子ども。それがイエス様のこ

とです。イエス様が迷子になった。そんなこと、

ちょっと信じられないですね。でもほんとうのこ

とです。皆さんは、迷子になったことがあるでしょ

うか。迷子になると、とても心細いでしょうね。

迷子の子どももつらい。でも迷子の子どもの、お

父さんやお母さんも、とっても心配でつらいこと

でしょう。

　イエス様が12歳のときのことが、聖書に書か

れています。12歳は、いまなら小学校6年生です。

むかしのユダヤでは、12歳は、子どもから大人

になる境目の年齢です。いまならば、15歳から

18歳ぐらいの年齢でしょうか。中学から高校ぐ

らいのときです。そういう年齢のときには、お父

さん、お母さんも、子どもをどうして育てるかと

ても悩むことが多いのです。そして子どもの方で

も、自分のことをどうしたらよいか、分からない

ことが多いのですね。どんな勉強をするか。友達

とどんなに付き合うか。これからどんな自分にな

ればいいか。あれもしたい、これもしたい、でも

まだ自分にはなにもできない……。だから悩みま

す。そして親とぶつかります。

　２イエス様の両親は、毎年、過ぎ越しの祭には

エルサレムに旅をしました。ナザレからエルサレ

ムまでは、三日ぐらいの旅路です。エルサレムに

神殿があり、そこで神さまを礼拝するのが、この

旅のいちばん大切な目当てです。大勢の人びとが

一緒に旅をしました。

　神殿で礼拝し、家に帰ります。ところがイエス

様は、エルサレムに残っていました。両親は、イ

エス様がみんなと一緒にいるものと思っていま

す。マリアは、「イエスはもう大人の仲間入りを

してよい歳だから、お父さんと一緒にいるだろ

う」。ヨセフはヨセフで「息子はまだ子ども。マ

リアと一緒に歩いているだろう」。それぞれ思っ

ていました。ところが、一日歩いて、夜、テント

を張る時間になって、イエスがいないことが分

かったのです。あわてて捜しながら、とうとうエ

ルサレムまで戻ってきました。

　エルサレムは、過ぎ越しの祭の最中です。ふだ

んの10倍もの人が集まります（60万人とも言わ

れる）。人、人、人の波。万国博覧会や、ディズニー

ランドに行った人なら分かるでしょう？　迷子に

なったら大変です。ようやく三日目に、イエスを

見つけました。神殿の中で、学者たちに囲まれて

いました。先生たちの言葉を聞き、質問していま

〔単元のねらい〕

　神の子として誕生された主イエスが、少年時代をどのように過ごされたか。正典のなかで、イエスの

成長の様を伝えるほとんど唯一の資料。ここに描かれたイエス像は、一人の人間として普通の成長を遂

げつつある少年である。両親に心配をかけている少年イエス。しかし、そのような少年を、自由に伸び

伸びと育てる、ヨセフとマリアの家庭教育のありさま。主イエスは、明らかに、人間としての通常の成

長過程を踏んで、「神と人に愛される」人として健やかに成長しておられる。しかも、主イエスは、神

の言葉に対する理解と確信を深め、自分のまことの父が誰であるかを確信するまでに、霊的に成長を遂

げている。まことの人、まことの神。12歳のイエスの成長の断面を切り取って、「まことの神、まこと

の人」としての救い主の実像を見事に描く。子どもたちにとっても、神と人に愛される主イエスへの、

親愛と敬愛の情を学ぶためにかけがえのない単元である。

「迷子になった子ども」

	 12月31日	「少年イエス」	 説教展開例

	 テキスト	 	 ルカによる福音書2章41～52節

	 参照カテキズム	子どもカテキズム 問31、35
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した。大勢の人びとは、イエスの様子におどろく

ばかりです。でも、マリアの心は、張り裂けるば

かりでした。心配し心配して、三日ものあいだ捜

し続けたのですから。

　３一つのことに気付きます。イエス様の両親は、

普段はあまり子どものことを、きびしく縛り付け

ていません。一日ぐらい姿が見えなくても、そん

なに慌てたりしません。ほったらかしではありま

せんが、こまごまと干渉することもありません。

親が、先へ先へと心配すると、子どもの気持ちが

すくんでしまいます。でも、さすがに三日も姿が

見えなければ、心配するのは当然ですね。母マリ

アは、イエスを叱りつけました。「なぜこんなこ

とをしてくれたのです」。

　ところが、イエスの答えは、おどろくばかりで

す。「どうしてボクを捜したの。ボクが自分のお

父さんの家にいるのは、あたりまえでしょう？」。

イエス様は、エルサレムの神殿にいます。神殿は、

天の父である神さまを礼拝する「家」です。イエ

ス様は、「ここが私のお父さまの家、わたしがこ

こにいるのは、なにより自然なことでしょう？」

と言われるのです。

　４12歳になったいま、イエス様は、自分の本

当のお父さんが、天の父である神さまだというこ

とを、はっきりと知られたのです。ヨセフもマリ

アも、どんなに驚いたことでしょう。子どもの言

う言葉が、分からなくなる。それはお母さんやお

父さんにとって、とても辛いことです。でも、い

つかどの子どもにも、どの親にも、そんな時がく

るのです。それは、子どもが成長し、親の思いど

おりでなく、自分自身の生き方や考えをもつよう

になった証拠ですから、本当は喜ぶべきことなの

です。でも当座は、とても悲しく、親子のつなが

りが失われたように感じられるわけです。イエス

様の両親も、すぐにはイエスの言葉が分かりませ

んでした。

　イエス様は、自分が天のお父さまの家にいると

分かっていました。それなら、イエス様はほんと

うの迷子だったのでしょうか？　迷子は、自分が

どこにいるのか分からないのです。自分がほんと

うにいるはずの場所から離れているのが「迷子」

でしょう。ですからイエス様は、本当は迷子では

なかったのです。

　５イエス様は、まわりの学者たちと、神さまに

ついて、神様の御言葉について真剣に話しあって

います。天の父である神さまの言葉を、一所懸命

に学んでいるのです。それが、イエス様の少年時

代の、いちばん大切な姿ですね。御言葉を学び、

神様を信頼する。それは、私たちがいま日曜学校

の礼拝で続けていることと同じです。私たちも、

御言葉を愛し、神様に信頼して歩むとき、イエス

様の足跡を踏んでいるのです。

　イエス様は、ご自分がひとりで天のお父さまの

家にいたいと思ってはいません。イエス様は、私

たちにも、天の神さまの家にいるよう、願ってく

ださいます。どうしたら、父である神さまの子ど

もになれるか。どうしたら、イエス様のあとに

ついてゆけるか。それを教え、私たちを神さまの

子どもにするために、イエス様は来てくださった

のです。「一緒に天の父なる神さまのもとに行こ

う！」。そのように私たちを励まして、一緒に歩

いてくださいます。

　一年の歩みも、今日が最後。過ぎ去った一年、

いろいろなことがありました。歩んできた一年、

365日の毎日、イエス様は私たちと一緒に歩いて

くださった。そして次の年も、イエス様は私たち

と一緒です。来年も、日曜学校の礼拝を喜び、そ

してイエス様と一緒に歩く生活を続けましょう！

	 （小野静雄）

	〔今週の暗唱聖句〕	 ルカによる福音書2章52節

イエスは知恵が増し、背丈も伸び、神と人とに愛された。
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	 12月31日	「少年イエス」	 幼稚科

〈ねらい〉

　イエス様の少年時代に出会うことは、子どもた

ちにとって、とてもうれしいことです。幼稚科の

子どもたちにとっては、お兄さんのようなイエス

様。イエス様へのあこがれの気持ちを持って、わ

くわくどきどきしながら語りましょう。「お父さ

ん（父）」という言葉を神様とヨセフとに使うと、

幼児は混乱するかもしれません。語る前に、よく

準備して、「父の家」という言葉をわかりやすく

伝えるよう、こころがけましょう。

〈展開例〉

　このあいだは、クリスマスでしたね。クリスマ

スは誰の誕生日だっけ？　そう、イエス様のお誕

生日でした。みんなでお祝いできて、よかったね。

クリスマスに、イエス様は赤ちゃんとしてお生ま

れになりましたね。赤ちゃんは、大きくなると、

そのうち、はいはいして、歩けるようになって、

みんなのように、いっぱい遊んで、それから学校

に行ってお勉強もするようになりますね。

　12歳の時、イエス様は、お父さん、お母さん

と一緒に、過ぎ越しの祭りにエルサレムまで行き

ました。お祭りにはたくさんの人が来ていて、帰

るときに、お父さんとお母さんは、イエス様と離

れてしまいました。みんなは、まいごになったこ

とがあるかな。まいごになると、とっても悲しい

気持ちになるよね。子どもが迷子になると、お父

さん、お母さんもとっても心配します。イエス様

のお父さん、お母さんもすごく心配して、朝も夜

もずっと探しました。そして、イエス様が、やっ

と見つかりました。

　イエス様は、神殿で、イエス様は先生たちに神

様の話を聞いたり、質問したりして、お勉強して

たんだって。そのあと、一緒にお家に帰って、お

父さん、お母さんに仕えて暮らしました。

　イエス様も、みんなのように、神様を礼拝した

り、神様のことをいっぱいお勉強したんだね。神

殿のことをイエス様は、天のお父様、神様のお家

だとおっしゃいました。みんなも、一年間よくが

んばって神様のお家、教会にきましたね。神様、

イエス様が喜んでくださってますよ。来年も、続

けて教会に来ましょうね。

〈おいのり〉

　かみさま、お兄さんのイエス様のように、神様

を礼拝し、神様のことをいっぱいお勉強して、イ

エス様のようになれますよう、助けてください。

一年間、守ってくださってありがとうございます。

新しい年も、続けて教会に来られるように、守っ

てください。イエス様のお名前によっておいのり

します。アーメン。

〈やってみよう〉

　この一年の恵みを、わかちあいましょう。うれ

しかったこと、たのしかったことは何かな？　思

い出せるよう、一年間の CS 行事の写真などを用

意できるといいですね。
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	 12月31日	「少年イエス」	 小学科下級

〈ねらい〉

　イエス様は神の子ですが、真の人間として、わ

たしたちと同じように母親の胎から生まれ、少年

時代を過し、そして成人なさったお方です。イエ

ス様にも子供たちと同じような少年時代があった

のだということを、子供たちに伝えることによっ

て、イエス様への親しみを深めさせたい。

〈展開例〉

1. イエス様が過越祭を祝うために、両親とエル

サレムに行かれたのは、何歳の時ですか。

　→毎年行われていた過越祭の意味と、その習慣

についても簡単に説明すると良い。

2. 家に帰る途中、イエス様の両親はイエス様が

いないことに気づき、ビックして探しました。

この時、イエス様はどこで何をしておられまし

たか。

　→（46節、47節参照）

3. 神殿で発見されたイエス様に母マリアは何と

言いましたか。また、それに対してイエス様は

何とお答えになりましたか。

　→（48節、49節参照）

4. イエス様は両親にどうしてそんな答えをな

さったのでしょうか。

　→この言葉には、イエス様が真の神の御子であ

るという告白があります。イエス様は既にこ

の頃から自分が天の神の子であるとの自覚を

持っておられました。もちろん、両親はこの

時、イエス様のおっしゃった言葉の意味が分

かりませんでした（50節）。しかし、母マリ

アはこの出来事やイエス様の言葉を拒否する

のではなく、心に納めていました。

5. イエス様は小さい時どんな子供だったでしょ

うか。

　→（51節、52節参照）子供たちに自由に語ら

せてください。

〈おいのり〉

　愛する天の神様。この一年も神様がいつも一緒

にいて守ってくださいましたことを感謝します。

イエス様が神様と人に愛されて成長なさったよう

に、わたしたちも神様の子供としてイエス様のよ

うに成長できますように導いてください。イエス

様が小さい時から聖書の御言葉を学ばれたよう

に、わたしたちも日曜学校の礼拝で聖書の御言葉

を聞き、学ぶことができますように導いてくださ

い。

どうしてわたしを捜したのですか
わたしが自分の父の家にいるのは当たり前だということ
を、知らなかったのですか
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	 12月31日	「少年イエス」	 小学科上級

〈ねらい〉

　イエス様は子供たちと共に歩んでくださる。

　（少年の頃のイエス様の生き方から学ぶ）

〈展開例〉

1. 人として成長されたイエス様

　イエス様は神の御子であったにもかかわらず、

私たちと同じ人間の姿をとってお生まれになりま

した。それも歩くことも話すこともできない、弱

く小さな赤ちゃんの姿で。

　イエス様にも、おむつをしていたときや、ハイ

ハイをしていたとき、歩き始めたときがありまし

た。私たちが大きくなるのと同じように、少しず

つ成長していかれました。ごはんを食べて、たく

さん遊んで、お母さんにいろいろなことを教えて

もらって大きくなっていきました。

　「幼子はたくましく育ち、知恵に満ち、神の恵

みに包まれていた」と書いてあります。（2章40節）

2. 神の子であることを知っておられたイエス様

　今日のお話はイエス様が12歳のときのことで

す。皆さんと同じような年齢です。

　でもここには、私たちとは全く違う、少年イエ

スにしか語れない言葉が書いてあります。それは、

ご自分が神の子であることをはっきりと知ってお

られたということです。

マリアが神殿でイエスを見つけて「なぜこんなこ

とをしてくれたのですか」と叱ったとき、少年イ

エスはこう答えられました。「どうしてわたしを

捜したのですか。わたしが自分の父の家にいるの

は当たり前だということを、知らなかったのです

か」

　イエスは親に反抗してこういったのではありま

せん。イエス様にとって、神殿というご自分の父

の家にいることは、一番自然なことだったからで

す。

3. 両親に仕えられたイエス様

　イエス様は神様の御子としてこの世に来られま

した。しかし、30歳になって神様の働きを始め

るまでは、ヨセフとマリアの子供としてお過ごし

になりました。イエス様は両親に心から従い、仕

えられたのです。

　お父さんやお母さんのお手伝いをしたり、弟や

妹の面倒もみたことでしょう。

　人として、子どもとして、少年イエスは両親を

敬う大切さをご自分の生き方をとおして私たちに

教えてくださいました。

4. 少年イエスと私たち

　救い主イエス様は、成長した大人の男の人とし

てこの世に来られたのではありません。私たちと

同じ赤ちゃんの姿で生まれ、だんだん大きくなっ

て大人になってくださいました。

　イエス様は少年の気持ちをよくご存じです。イ

エス様にも少年のときがあったからです。イエス

様には罪がありませんでしたが、この世界のさま

ざまな苦しみ、悩みを人間の目をとおして、少年

の目をもって見てこられました。

　イエス様は幼い子供たちや少年、少女たちの友

として、いつもそばにいてくださいます。

　イエス様は、私たちが神様と人に愛されるよう

な子供として成長できるように、いつも助けてく

ださっているのです。

5. ディスカッションをしよう

①イエス様は本当に迷子になってしまったので

しょうか。

　（迷子は自分の居場所がわからなくなった子供）

②イエス様にとって神殿とはどういう場所だった

のでしょう。
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	 12月31日	「少年イエス」	 中学科

〈今日のカテキズム〉

カテキズムをする前に……

☆参照カテキズムとして、子どもカテキズム問

31（子とされること、義認）、51（第五戒）が

挙げられています。

☆第五戒についてのカテキズムを以下に記しま

す。

ウェストミンスター小教理問答

問63	 第五戒は、どれですか。

答	 第五戒はこれです。「あなたの父と母を敬

え。これは、あなたの神、主が賜わる地で、

あなたが長く生きるためである。」

問64	 第五戒では、何が求められていますか。

答	 第五戒が求めている事は、あらゆる人が目

上、目下、対等といういろいろの地位と関

係において持つ名誉を守り、義務を果たす

ことです。

問65	 第五戒では、何が禁じられていますか。

答	 第五戒が禁じている事は、あらゆる人がそ

のいろいろの地位と関係において持つ名誉

と義務を、無視したり、それに反する何か

を行なうことです。

ハイデルベルク信仰問答

問104	第五戒で、神は何を望んでおられますか。

答	 わたしがわたしの父や母、またすべてわた

しの上に立てられた人々に、あらゆる敬意

と愛と誠実とを示し、すべてのよい教えや

懲らしめには ふさわしい従順をもって服

従し、彼らの欠けをさえ忍耐すべきである、

ということです。

	 なぜなら、神は彼らの手を通して、わたし

たちを治めようとなさるからです。

☆イエスさまは、12歳の時にすでに自分のいる

べき場所についてはっきりとした認識がありま

したが、それを理解できなかった両親と共に、

エルサレムから「下って（ルカ2:51）」、ナザ

レに帰り、両親に仕えてしばらくの時を過ごさ

れました。第五戒を守っておられたわけです。

ハイデルベルク信仰問答の答の文言を、イエス

さまを思いながら読むと、しみてきますね。

〈今週の聖書日課〉

　日曜日　　出エジプト20:12

　月曜日　　エフェソ6:1～13

　火曜日　　コロサイ3:20

　水曜日　　箴言23:22

　木曜日　　ペトロ一2:17

　金曜日　　ローマ12:9～10

　土曜日　　ローマ13:8
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 小学科上級展開例資料１

◇10月15日分

クイズ「わたしは誰でしょう」の問題文

　（コピーして切り取り使用してもよい）

ペトロ

・わたしの昔の名前はシモンです。

	 	 （マタイ4章18節）

・わたしの兄弟の名前はアンデレです。

	 	 （マタイ4章18節）

・わたしの新しい名前はイエス様がつけてくだ

さったもので、岩という意味です。

	 （マタイ16章18節）

・わたしはイエス様を知らないといって、3度も

裏切ってしまいました。

	 （マタイ26章69～75節）

アンデレ

・わたしの兄弟の名前はペテロです。

	 	 （マタイ10章2節）

・5000人のパンの奇跡のとき、少年がパンと魚

を持っていることをイエス様に話したのはわた

しです。	 （ヨハネ福音書6章8節）

・ペテロにイエス様を紹介したのはわたしです。

	 	 （ヨハネ福音書1章40～41節）

ヤコブ

・わたしの兄弟はヨハネです。	（マルコ3章17節）

・イエス様はわたしたち兄弟に「雷の子」という

名前をつけられました。	 （同上）

・ヘロデ王によって剣で殺されました。

	 	 （使徒12章1～2節）

ヨハネ

・わたしの兄弟はヤコブです。	（マルコ3章17節）

・イエス様に洗礼を授けた人と名前が同じです。

	 	 （マルコ1章9節）

・わたしは福音書の一つを書きました。

・十字架の上でイエス様はわたしに「これからは

母マリアの息子になるように」とおっしゃいま

した。	 （ヨハネ福音書19章26～27節）

◇11月５日分
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 小学科上級展開例資料２

◇11月12日分

ペーパークラフトで家を作ろう

　“Dragon’s Lair”というホームページのペーパークラフトを紹介します。

　http://ww2.enjoy.ne.jp/~tteraoka/pc/pc01.htm を開いて、「ペーパークラフトを表示する」のとこ

ろから印刷してください。

　1. 切り取ってのりしろを折る。

　2. 屋根の部分を半分に折って、のりしろにのりをつけて貼る。

　3. 煙突の部分は四等分に折って、三角にへこんでいる部分を屋根の先端に合わせて貼る。

　4. 家の底の部分に別の厚紙を切って貼る。（家の床と同じ大きさにする）

さらに時間があったら……

【砂崩しゲーム】

　大きな菓子箱などに砂を山にして置く。そのてっぺんに作った家をのせて、少しずつ手やスプーン

で砂をすくっていく。順番にやって家がひっくり返ったら負け。

◇11月26日分

タングラム

　下の図を厚紙にコピーして切り取ります。（必要に応じて拡大してください）

　上の図を切り取ったものを組み合わせて下のシルエットをつくりましょう（裏返しで使ってもいい

です）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（答え）

　　　　くびき　　　　　　　　十字架

これだけは裏にする
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 小学科上級展開例資料３

◇12月24日分

紙皿でステンドグラス風の飾りを作ろう

 “Kaboose”というホームページのクラフトを紹介いたします。

〔準備するもの〕

　デザイン画をコピーしたもの

　　※デザイン画は下記のホームページからダウンロードしてください。

　　　http://www.kidsdomain.com/craft/sglass.html を開いて、“Step 1 Print Patterns”の青い文

字のところから、好きなデザインを選び、印刷してください。

　　そのデザイン画を直径13cm になるように拡大コピーして用います。

　　　　72dpi の場合は137% 程度

　　　　90dpi の場合は108% 程度

　　　　パソコンとプリンタの設定によって多少異なる場合があります。

　油性マジック（カラーと黒）、浅い紙皿（中、直径18㎝）、アルミホイル、ラップ、セロテープ、つ

り下げる場合はリボンとパンチ

〔作りかた〕

1. デザイン画を一つ選んで拡大コピーし、それをテーブルにセロテープで四隅をとめる。

2. ラップを紙皿より一回り大きく切る。それを1のデザイン画の上にのせてテープで八カ所をとめる。

そのときラップがしわにならないようにのばしながら、デザイン画が中心にくるようにとめる。

3. ラップの上からデザインをなぞりながら、カラーのマジックで色を塗る。次に黒のマジックで線を

描く。（ラップがやぶけないようにやさしく塗る）

4. アルミホイルを少し、くちゃくちゃにしてからのばす。紙皿にアルミホイルをかぶせて、はみでた

ところは裏側に折り曲げておく。

5. ラップをとめているセロテープを破れないように気をつけてはがし、ラップについているテープは

無理にはがさず、飛び出た部分を切る。

6. ラップを裏返しにしてテーブルに置き、その上に3の紙皿を裏返しにしてのせる。皿からはみ出た

ラップを折り曲げて紙皿の裏側にセロテープでとめる。

7. つり下げて飾る場合は上の方にパンチなどで穴をあけ、リボンを結ぶ。
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第7課　祈る熱情

1. 理性と感情をもって祈る

　神を知るとは、耳の中に神の言葉を納め、心の

奥底にまでこれを沈め、膝をかがめ、目を輝かせ、

口を開いて、神を拝し、たたえることにほかなり

ません。祈りにおいて、このすべてがあらわとな

ります。以下、『ジュネーヴ教会信仰問答』をた

どりながら、祈りに求められる正しい感情の局面

を見ることとします。

　240から247にかけての問答では、祈る方法が

詳しく展開されています。続く248～252の問答

では、祈りが聞かれることの保証である、イエス・

キリストの仲保の業の確かさが描き出され、次

の253～294の問答では、「主の祈り」がていねい

に解説されています。本問答の第三部「祈りにつ

いて」に、全部で63の問答が置かれているのは、

著しいことです。

　240の答では、理性と感情とが祈りに必要であ

ることが明らかにされています。

　241の答では、霊である神が常に心をお求めに

なることが指摘され、「感情なしに祈る人々を、

神はすべて呪われるのであります」とまで言われ

ています。

　243は、「祈りには、どのような感情があるべ

きでしょうか」と問い、答では、次の二点に注目

させます。

　①自分の悲惨と貧しさを意識すること。

　②神の前に恵みをえようとする熱烈な願いをも

つこと。この願いが、われわれの心を燃やし、

祈る熱情をわれわれの中に生み出す。

　244の答では、神のみ霊が、神のお求めになる

感情と熱意を形造ってくださることが明らかにさ

れています。なお、祈りを導く聖霊については、

第10課で取り上げることとします。

　246の答では、祈りにおける舌の効用が述べら

れ、「心が熱してその熱意と激しさによって、思

わず舌を動かして語らせることがしばしばありま

す」とまで言われています。

　以上の個所に散りばめられているキーワードに

もう一度目を留めましょう──「感情」「熱烈な

願い」「祈る熱情」「熱意」「激しさ」。

2. 祈る熱情

　まず、243の問答を見ることとします。問「祈

りにはどのような感情があるべきでしょうか」。

答「第一に、われわれの悲惨と貧しさとを意識す

ることであって、この意識はわれわれの中に残念

な思いと苦悶をひき起こします。次に神のみ前に

恵みをえようとする熱烈な願いをもつことで、こ

の願いがわれわれの心を燃やし、祈る熱情をわれ

われの中に生み出すのであります」。

　第一の悲惨と貧しさの意識は、第1課で学んだ

窮乏意識と窮乏感覚です。この意識がひき起こす

「残念な思い」（外山八郎訳）は、1937年の丸茂

照義訳では、「悲哀」と表現されています。「悲哀」

と「苦悶」をつなぐことによって、窮乏意識の度

合いが明白にされています。窮乏感覚が研ぎ澄ま

される度合いに比例して、神のみ前に恵みをえよ

う（丸茂訳では「獲よう」）とする願いは、「熱烈」

の度合いを増します。この「強烈な願望」（丸茂訳）

は、すぐさま、わたしたちの心を燃やし、祈る熱

情を生み出すこととなります。

　窮乏の意識が熱烈な願望へと結ばれていくこと

は、カルヴァンが、『綱要』3:20:6～7ですでに

述べていたことでした。祈りの第二の法則を説明

して言います──「それは、祈願にさいして、自

分自身の窮乏を真に意識し、また求めるすべての

ものにどんなに乏しいかを真剣に考え、それを得

ようとの真剣な、いや燃えあがるような感情を、

祈りそのものに結び合わすということである」。

『綱要』初版（1536年）→『信仰の手引き』（1537年）

→『ジュネーヴ教会信仰問答』（1542年）の関係

を映し出す個所の一つと言えます。なお、『信仰

の手引き』は、「第一のカテキズム」と呼ばれて

います。同書の23「祈祷について考慮されねば

ならぬことは何か」では、祈りが心の純粋な感情

にほかならないことが明らかにされたうえで、自

己の悲惨についての認識が、拍車のように、わた

したちをさらなる祈りへと励まし、刺激する、と
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言われています。

　祈る熱情の源泉について教えるのが、次の244

の問答です。祈る熱情は、人に生来備わったもの

ではありませんから、「神がそこに働いてくださ

ることが必要であります。なぜならば、われわれ

はあまりにも愚かでありますから」。外山訳で、「愚

か」とあるところを、1989年の渡辺信夫訳は「無

感動」としています。愚かさの内実を言い当てた

ものと思います。自分の窮乏と悲惨について無感

覚であり、神の恵みについて無感動であるがゆえ

に、神の霊が働いてくださらないならば、祈りへ

と体の向きを定めることはできません。

　神のお求めになる感情と熱意とを形造ってくだ

さるのは、聖霊ご自身です。したがって、このよ

うな感情と熱意が感じられないときには、これを

与えてくださることを主に求め、正しく祈ること

が可能になり、ふさわしくなるようにしてくださ

ることを主に嘆願するように、と続く245の問答

は勧めています。1542年の本問答は、フランス

語で出版され、1545年には、カルヴァンによる

ラテン語訳が、フランス文に添えて出版されまし

た。このラテン語版を底本とする渡辺訳では、こ

う言われています──「……祈ろうとする心が備

えられていないのを感じる時、信仰者は直ちに神

に逃れて、祈るに相応しくする御霊の激しい火を

我がうちに燃え上がらせて下さるように請い求め

るのであります」。

3. 主に叫ぶ

　『ジュネーヴ教会信仰問答』第二部「律法」か

ら、第三部「祈り」へ移行するにあたって、連結

器の役割を果たすのが、233の問答です。そこで

は、律法によって、自分の貧しさと欠けとを認識

する者は、あらゆる窮乏の中から、神に祈り求め

るべきことが明らかにされています。この筋道は、

本問答の構成を提示する問7で、既に明示されて

いました。

　都に上る道で、神の民は歌って言いました──

「深い淵の底から、主よ、あなたを呼びます」（詩

編130:1）。主を呼ぶその声は、まぎれもなく「嘆

き祈るわたしの声」でありました（2節）。嘆願は、

「叫び」でありました（詩編88:2、14）。旧約の

民の祈りの様式で特筆すべきものは、神に向かっ

て叫ぶという激しさです。詩編107編には、「苦

難の中から主に助けを求めて叫ぶと／主は彼らを

苦しみから救ってくださった」との表現が繰り返

し現れます（6、13、19、28節）。これに並行す

るように繰り返されるのが、救いへの感謝の言葉

です──「主に感謝せよ。主は慈しみ深く／人の

子らに驚くべき御業を成し遂げられる」（8、15、

21、31節）。詩編を読むにあたって、「呼ぶ」、「呼

び求める」、「叫ぶ」、「叫び求める」の語に目を留

めるならば、神の民の気迫を感じ取ることができ

ます。切迫感が祈りに活力を与えます。

　詩編142編ダビデの詩から、切迫感に満ちたダ

ビデの叫びを聞きましょう──「声をあげ、主に

向かって叫び／声をあげ、主に向かって憐れみを

求めよう」（2節）、「主よ、あなたに向かって叫び、

申します／『あなたはわたしの避けどころ／命あ

るものの地で／わたしの分となってくださる方』

と」（6節）、「わたしの叫びに耳を傾けてください。

／わたしは甚だしく卑しめられています」（7節）。

カルヴァンは、詩編こそ祈りと賛美の手本である

と言って、教会で詩編を歌うことを勧めました。

詩編に並ぶ重要な模範が、主イエスの教えられた

祈りの型、すなわち「主の祈り」です。

　涙のパンを食べ、三倍の涙を飲むときにも、信

仰者は万軍の神の力に依り頼み、勇気と希望とを

もって救いを祈り求めます（詩編80編）。わたし

たちの祈りは確かにかなえられると信じて、「国

と力と栄えとは、限りなく、なんじのものなれば

なり」と告白するのに続けて、「アーメン」と唱

えます。激しい熱意を込めて。

【宿題】　詩編31編を読み、ダビデが窮乏感覚を

吐露している語句に注目しなさい。特に、10

節の「嘆き」と「呻き」および23節の「叫び」

と「嘆き祈るわたしの声」に留意しなさい。32

編も読み「嘆きの叫び」(31:23) と「喜びの声」

(32:11) を対比しなさい。	 （石丸　新）
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第8課　祈る忍耐

1. 祈りをやめないダビデ

　信仰者にとって、どれだけ真剣に願い求めても

神からの答えが与えられないことは、何にも代え

がたい苦しみです。そこから発せられるのが「い

つまで、主よ」との呻きです。詩編13編で、ダ

ビデが「いつまで」と四回も重ねているのは、特

別のことと言わねばなりません（2～3節）。

　神の時を待つのを耐えかねるように、ダビデは

「速やかに」救い出し、助けてください、と祈り

求めました（詩編70:2）。「すぐに」助けてくだ

さいとも願いました（同38:23）。「急いで」助け

てくださいとも言いました（同40:14）。

　神を信じる者にとって、苦難を受ける理由を見

いだせないことも、耐え難いことです。そこから、

「主よ、なぜ」との問いがほとばしり出ます（同

10:1、22:2、42:10、44:24～25、74:1ほか）。地

上を旅する信者は、「いつまで、主よ」と「主よ、

なぜ」の二つの問いを交互に発しつつ、なお神を

見つめ、神が備えておられる最終の助けと救いを

期して待ちます。契約の神に、「契約を顧みてく

ださい」と、ひたすら祈り求めます（同74:20）。

静かに待つことに、信仰者の内なる信頼が表され

ます。待つ時間は、無限に長く感じられることで

しょう。はやる心を抑えることができないかのよ

うに、ダビデは両手を広げ、渇いた魂を神に向け

て嘆願しました──「主よ、早く答えてください

／わたしの魂は絶え入りそうです。／わたしの霊

は絶え入りそうです。／御顔をわたしに隠さない

でください。／わたしはさながら墓穴（はかあな）

に下る者です」（同143:7）。

　「いつまで、主よ」と問う口から、「主よ、早く」

の願いが突いて出ています。詩編からダビデに学

ぶのは、この切迫感であり、主の真実への揺るぎ

ない信頼であります。詩編には、祈りをやめるこ

とのないダビデの模範が満ちています。忍耐強く

祈り、疲れることなく求める信仰者のあり方を、

ダビデは身にまとっています。自分たちの先祖が

神に依り頼み、助けを求めて神に叫び、救い出さ

れた恵みの事実を基盤として、ダビデは言いまし

た──「あなたに依り頼んで、裏切られたことは

ない」（詩編22:6）。第4課、第5課で引用したと

おり、神ご自身が、「ダビデを裏切ることは決し

てない」と断言されました（詩編89:36）。神は

今も、ご自分の民の忍耐を裏切ることはありませ

ん。

2. 祈りの堅忍

　祈りにおけるダビデの忍耐は、恵みを獲得しよ

うとする熱意に固く結ばれていました。熱意と忍

耐の結合されたさまを、カルヴァンは「堅忍」と

呼んで言いました──「われわれは、整った心の

沈着さをもって、希望を先にのばして、聖書のう

ちにあのように強くわれわれに勧告されている堅

忍に固く立ち続ける」（『綱要』3:20:51）。祈りに

伴うのは、「祈りに耐え忍ぶ首尾一貫性」である

とも明言しています（同3:20:52）。

　熱烈な願いに心燃やされて、たゆみなく祈るこ

とを、主イエスは「やもめと裁判官」のたとえで

教えられました（ルカ18:1～8）。これを語り出

された目的が、「気を落とさずに絶えず祈らなけ

ればならないことを教えるために」と記されてい

ます（1節）。裁判官のもとに足しげくやって来

ては、自分を守ってくれるようにと願い求めるや

もめのことを、ただ「うるさくてかなわない」と

いう理由で、裁判をしてやろうと決心した、とい

う話です。「ひっきりなしにやって来て」（5節）

との句は、このやもめのしつこいばかりの熱心を

描き出しています。

　主イエスの結語は次のとおりです──「まして

神は、昼も夜も叫び求めている選ばれた人たちの

ために裁きを行わずに、彼らをいつまでも放って

おかれることがあろうか。言っておくが、神は速

やかに裁いてくださる」（7～8節）。ここで「昼

も夜も」とあるのは、なじみのある旧約の言葉の

反映です──「主よ、わたしを救ってくださる神

よ／昼は、助けを求めて叫び／夜も、御前におり

ます。／わたしの祈りが御もとに届きますように。

／わたしの声に耳を傾けてください」（詩編88:2
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～3）。

　『ウェストミンスター大教理問答』185は、ど

のようにして祈るべきかを問うています。答に挙

げられているものの一つが、「忍耐」です。証拠

聖句のエフェソ6:18には、「……絶えず目を覚ま

して根気よく祈り続けなさい」とあります。「根

気よく」は、口語訳で「うむことなく」とある

とおり、祈りにおける堅忍を意味していますの

で、本問の翻訳にあたり、「忍耐」に代えて「堅

忍」の訳を採用する訳本があります（松谷好明

訳）。同じ原語が『ウェストミンスター信仰告白』

第17章に用いられる場合には、一様に、「聖徒の

堅忍」と訳されてきました。

　『大教理問答』185の答では、堅忍と神への待

望と神のみ心への謙虚な服従が密接な関係にあり

ます。神が祈りに応えてくださる時と方法は、わ

たしたちの知恵と期待をはるかに超えるものであ

りますから、ただ、神の時と神の方途とを待ち望

まなければなりません。待望の証拠聖句ミカ7:7

「わが救いの神を待つ」は、もろもろの取り計ら

いにかかわる神の主権の告白にほかなりません。

服従の証拠聖句マタイ26:39は、「わたしの願い

どおりではなく、御心のままに」との主イエスご

自身の祈りであり、まことに及び難い、しかし、

信仰をもって目指すべき服従の水準を示すものと

なっていて、心の引き締まるのを覚えます。

3. 集中と持続

　「堅忍持久」「堅忍不抜」の熟語からも分かると

おり、堅忍は、じっと耐え抜くというよりは、あ

る目的を指して自分の志を通すという、積極的な

あり方を言い表しています。祈りにおける堅忍は、

祈る気力あってのことです。祈る気力は、神の言

葉の真実を疑わず、神の約束が果たされることを

確信するところに生まれます。

　民の罪の実状を聞いたネヘミヤは、座り込んで

泣き、嘆き、食を断って、天の神に祈り、「耳を

傾け、目を開き、あなたの僕の祈りをお聞きくだ

さい」と嘆願しました（ネヘミヤ記1:4～6）。す

さまじいばかりの真剣さが、ここには漂っていま

す。ダビデも、同じ真剣さをもって神を呼んで、

「わたしの涙に沈黙していないでください」と懇

願しました（詩編39:13）。真剣と集中と持続が、

堅忍の底に流れています。

　祈りの型として「主の祈り」を教えられた主イ

エスが、それに直ぐ続けて語り出されたのが、真

夜中に助けを求められた人のたとえでした（ルカ

11:2～4→5～13）。祈りは答えられるとの確信を

もって祈れとの勧めが、たとえの眼目となっては

いますが、祈るにあたって、たゆむことなく祈れ

との訴えがなされていることを見落としてはなり

ません。8節の「しつように頼めば」が、その強

調点を浮き彫りにしています。新改訳「あくまで

頼み続けるなら」には、「あつかましさのゆえに」

との脚注が施されています。これほどまでに「し

つように頼む」ことの展開として、9節以下の「求

めなさい、探しなさい、門をたたきなさい」の勧

めが続きます。あきらめることのない祈りの持続

が、ここでは意味されています。

　先に見たたとえに登場するやもめの「ひっきり

なしにやって来て」（ルカ18:5）に対応するのが、

このたとえでの「しつように頼めば」(11:8) です。

両者は、ルカ福音書の中で見事に響き合っていま

す。ルカの編集の巧みさを反映する個所の一つと

言えます。

　堅忍と待望は、ちょうど双子の関係にあります。

頑固なまでに祈りに固執するところに、希望に彩

られた晴れやかな心が生まれます。祈りにおいて

神に近づく者に対し、神の助けの手は常に差し伸

べられているのです。

【宿題】　詩編88編を読み、極度の苦悩の中から

の叫びと、神の助けを呼び求める声を聞き取

りなさい。祈りの持続について、2節の「昼」

と「夜」、14節の「朝ごとに」に注目しなさい。

10節の「来る日も来る日も」にも留意しなさい。

　　ローマ8:26を併せて読み、聖霊の執り成し

の力と確かさに思いを沈めなさい。

	 （石丸　新）
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第9課　神に近くあること

1. 神に近くあること

　詩編73編アサフの詩は、神のみもとにとどま

ることの幸いを、複雑と見える現実のただ中から

歌い上げています。神に逆らう者が栄え、富を蓄

えていく現実の中にあって、詩人は一筋の信仰を

貫こうとします。信仰が根底から問われる経験に

直面し、神の正義を疑い、心が騒ぎ、はらわたの

裂ける思いにとらわれ、まるで神を知らない獣の

ようにふるまうことさえある、とアサフは自分の

ありのままの姿をさらけ出します（21～22節）。

　しかし、神が自分の手をしっかりとつかまえて

くださるので、わたしは常に神と共にあることが

できる、とアサフは神による安泰を明らかに言い

表しています（23節）。23節の頭に置かれている

「しかし」が、新共同訳で訳出されていないのは、

惜しいことです。アサフをとらえて離さなかった

のは、神の力強い手でした。その確信から、「あ

なたは御計らいに従ってわたしを導き」との告白

がなされています（24節）。その神の手によって

「後には栄光のうちにわたしを取られるであろう」

と、アサフは自分の全生涯を神に委ね切りました

（24節）。地にあっても、天にあっても、神だけ

が望みです（25節）。

　老いは現実であり、衰えは直ぐそこに迫ってい

ますが、神はとこしえにわたしの心の岩であられ

ます（26節）。神の言葉と神の手の業が明らかに

示すとおり、神を遠ざかる者は滅び、神のもと

から迷い去る者は絶たれます（27節）。「しかし、

わたしは、神に近くあることを幸いとし／主なる

神に避けどころを置く」と、アサフは澄み切った

信仰のすべてを言い表しました（28節）。ここで

も、「しかし」と言われているところを読み取る

ことが必要です。

　神は、契約の神としてアブラハムを召し、エジ

プトの苦しみのもとから選びの民を救い出し、荒

れ野の旅の間、昼は雲の柱、夜は火の柱において

親しく臨在されました。時至って、独り子の神を

天から遣わされることにおいて、「神は我々と共

におられる」との預言は成就しました。永遠の距

離を超えて神が近付き、神が臨在してくださるこ

とが、福音の事実として明らかにされたからこそ、

このわたしが神に近くあることができ、真の安ら

ぎを得ることが許されます。

　礼拝で神の現臨在を実感する者は、祈りで、神

に近くあることを繰り返し体験します。「祈りの

実行と体験」とカルヴァンが語るところを、わた

したちは信仰生活の旅路で、少しずつ、しかし、

確かに納得できるようにされています（『綱要』

3:20:3）。詩編73編の25～28節が、『ウェストミ

ンスター小教理問答』問1の答にある「永遠に神

を喜ぶ」の証拠聖句であることを忘れないように

しましょう。

　神に近づこうとする、心の純粋な感情が、すな

わち、祈りであります。仲保者キリストのみ名に

よって祈るときに、わたしたちはためらうことな

く神に近づき、神を呼び求めるのです。信じる者

にとっては、この祈りのほかに、神に近づく道は

ありません（『ジュネーヴ教会信仰問答』250、『信

仰の手引き』23を参照）。

2. 神は近くにいます

　「神はいます」（詩編58:12）との信仰を明言し

たダビデは、主なる神が「主を呼ぶ人すべてに近

くいまし／まことをもって呼ぶ人すべてに近くい

まし」（詩編145:18）と、主の近さを告白するダ

ビデでありました。神前感覚とともに、「近接感

覚」とも言うべきものが、ダビデには植え込まれ

ていました。主の近さを、ダビデは苦難の中で、

ひときわ強く体験しました。信仰者の避けどころ

である神は、「苦難のとき、必ずそこにいまして

助けてくださる」神であられます（詩編46:2）。「い

つ呼び求めても、近くにおられる我々の神、主」

であられます（申命記4:7）。

　どのような時にも、神の言葉に真剣に聴き、従

おうとする者一人ひとりに、また、そのように努

める教会全体に神は近くおられます。神を信じる

とは、神の近さを信じることにほかなりません。

ダビデは、自分の経験から歌って言いました──

	 祈りの生活（第 9課）	 　成人科（12 月）



─ 126 ─

「主は打ち砕かれた心に近くいまし／悔いる心を

救ってくださる」（詩編34:19）。神の言葉をひた

すら待ち望み、神の仰せに心を砕く者に、主は近

くいてくださいます（詩編119:147～151）。

　近くいます神は、祈りという道をもって、わた

したちを神に近付かせてくださいます。窮乏を意

識させることによって、わたしたちを祈りへと駆

り立ててくださるのです。祈りの堅忍について学

んだとおり、わたしたちには、休みはありません。

あらゆる場面で祈るべきことをヤコブは勧めて言

いました──「あなたがたの中で苦しんでいる人

は、祈りなさい。喜んでいる人は、賛美の歌をう

たいなさい」（ヤコブ5:13）。「主にいやしていた

だくために、罪を告白し合い、互いのために祈り

なさい」とも勧めています（同5:16）。

　神が近くにいますことを信じながらも、なお、

「呼び求めるわたしに近づき／恐れるなと言って

ください」と願い求めるのが、信仰者の祈りで

す（哀歌3:57）。信仰とは、そういうものであり、

祈りとは、また、そういうものであります。

3. こぞって神に近付こう

　詩編に収められている詩は、信仰者個人の歌で

あると同時に、信仰共同体の歌であります。先に

見た145:18で、「主を呼ぶ人すべてに近くいまし

／まことをもって呼ぶ人すべてに近くいまし」と

ダビデが歌うときに、「すべて」が繰り返されて

いることに注目しましょう。ここには、祈りに応

えてくださる神の恵みの不動の原理と力とが、例

外なく働くことが証言されています。こう告白す

ることによって、ダビデは、自分に連なる者を、

すべて、主を呼ぶことへと招き入れています。

　ダビデは、「どのようなときも、わたしは主を

たたえ／わたしの口は絶えることなく賛美を歌う

／わたしの魂は主を賛美する」と、自分自身のあ

り方を明らかにしたうえで、礼拝への招きを厳か

に告げて言いました──「わたしと共に主をたた

えよ。ひとつになって御名をあがめよう」（詩編

34:2～3→4）。「ひとつになって」は、礼拝共同

体の一体性を描き出しています。ダビデは、自分

と共にいる人たちを「主の聖なる人々よ」と呼び

（10節）、愛を込めて、「子らよ、わたしに聞き従え。

／主を畏れることを教えよう」と言って（12節）、

信仰共同体の形成に向けて励ましました。

　個人の敬虔は、公同の礼拝へと結集されます。

「聖なる公同の教会、〔すなわち〕聖徒の交わり」

にあっては、個人の場面では体験することのでき

ない、大きな喜びと励ましとがあります。群れの

喜びは、互いに響き合い、群れの励ましは、互い

を建て上げます。群れの力は、キリストにおける

神の救いのみ業をことごとく語り伝えるために、

聖霊によって用いられます。「神に近くあること

を幸いとし」と言ったダビデが、「わたしは御業

をことごとく語り伝えよう」と、その使命を明ら

かにしたとおりです（詩編73:28）。

　イエス・キリストは、ご自分の肉を裂き、血を

流すことによって、罪の贖いの業を成し遂げ、わ

たしたちのために、新しい生きた道を開いてくだ

さいました。このキリストが、偉大な祭司として

神の家、すなわち教会を支配しておられます。で

すから、「心は清められて、良心のとがめはなく

なり、体は清い水で洗われています。信頼しきっ

て、真心から神に近づこうではありませんか」と

ヘブライ人への手紙の著者は勧めています（ヘブ

ライ10:22）。共に神に近づくことの恵みを、教

会は主の日の礼拝において覚え、公同の祈りの中

でそれを実感します。信仰の仲間の祈る声を聞い

て「主に近くある民」（詩編145:14）の幸いをか

みしめます。

【宿題】　「神との近さ」を共通項とするダビデの

65:5と、アサフの73:28を重ねて読み合わせな

さい。65:5については、神を主語とし、神の

主権の働きを表現する新改訳を参考にしなさい

──「幸いなことよ。／あなたが選び、近寄せ

られた人、／あなたの大庭に住むその人は」。

　　イザヤ58:2「神に近くあることを望むよう

に」を参照しなさい。直訳は、「神の近さを熱

望するように」。	 （石丸　新）
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10月2日（月）	 詩
し

編
へん

1編
へん

1～2節
せつ

主
しゅ

の教
おし

えを愛
あい

し、昼
ひる

も夜
よる

も口
くち

ずさむ

　幸
さいわ

いな人
ひと

とは、お金
かね

持
も

ちや頭
あたま

の良
よ

い

人
ひと

のことではありません。思
おも

い通
どお

りに

何
なん

でもできる人
ひと

でもありません。神
かみ

さ

まの教
おし

えを愛
あい

し、心
こころ

に蓄
たくわ

え、いつも口
くち

ずさんで、それに従
したが

って生
い

きる人
ひと

で

す。そのような人
ひと

は、神
かみ

さまに愛
あい

され、

祝
しゅくふく

福していただけるからです。

10月3日（火）	 詩
し

編
へん

1編
へん

3節
せつ

流
なが

れのほとりに植
う

えられた木
き

　水
みず

の乏
とぼ

しい砂
さ

漠
ばく

や荒
あ

れ野
の

では、木
き

は

枯
か

れてしまいます。しかしこの木
き

は、

わざわざ水
すい

路
ろ

の近
ちか

くに植
う

えられまし

た。水
みず

が枯
か

れることもないので、豊
ゆた

か

に実
み

を結
むす

ぶことができます。そのよう

にわたしたちも、神
かみ

さまの教
おし

えの中
なか

で

渇
かわ

いた心
こころ

がうるおされるのです。

10月4日（水）	 詩
し

編
へん

3編
へん

6～7節
せつ

主
しゅ

が支
ささ

えていてくださいます

　神
かみ

さまに信
しん

頼
らい

する人
ひと

は、たとえ敵
てき

に

周
まわ

りを取
と

り囲
かこ

まれた危
き

険
けん

の中
なか

でも、心
こころ

安
やす

らかに眠
ねむ

ることができます。危
き

険
けん

の

中
なか

でも、ちゃん

と神
かみ

さまが守
まも

っ

てくださってい

るからです。

10月5日（木）	 詩
し

編
へん

4編
へん

4節
せつ

呼
よ

び求
もと

める声
こえ

を聞
き

いてくださる

　神
かみ

さまを心
こころ

から信
しん

じて生
い

きる人
ひと

を、

神
かみ

さまはちゃんと見
み

分
わ

けてくださり、

苦
くる

しみや悩
なや

みの中
なか

で呼
よ

び求
もと

める祈
いの

り

に、耳
みみ

を傾
かたむ

けてくださいます。心
こころ

にあ

る悩
なや

みや苦
くる

しみ、悲
かな

しみや

恐
おそ

れを、みんな神
かみ

さまに訴
うった

え、委
ゆだ

ねていきましょう。

10月6日（金）	 詩
し

編
へん

5編
へん

13節
せつ

盾
たて

となってお守
まも

りくださいます

　神
かみ

さまは、ご自
じ

分
ぶん

に従
したが

う人
ひと

を祝
しゅくふく

福し

てくださるだけではなくて、その人
ひと

が

守
まも

られるように、ご自
じ

分
ぶん

がその人
ひと

の盾
たて

となってください

ます。今
き ょ う

日も、神
かみ

さまはあなたの盾
たて

となられます。

10月7日（土）	 詩
し

編
へん

6編
へん

10節
せつ

主
しゅ

はわたしの嘆
なげ

きを聞
き

き、わたしの

祈
いの

りを受
う

け入
い

れてくださる

　神
かみ

さまは、あなたの悲
かな

しみや悩
なや

みを

聞
き

いてくださり、それに答
こた

えてくださ

います。すぐに答
こた

えがないとあきらめ

ないで、祈
いの

り続
つづ

けてください。あなた

の祈
いの

りは、神
かみ

さまにちゃんと覚
おぼ

えられ

ているのですから。
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10月9日（月）	 詩
し

編
へん

8編
へん

4～5節
せつ

あなたの指
ゆび

の業
わざ

を、仰
あお

ぎます

　夜
よ

空
ぞら

に輝
かがや

く星
ほし

を見ると、自
じ

分
ぶん

がどん

なに小
ちい

さいかを思
おも

います。けれどもそ

れらはみな、神
かみ

さまが造
つく

られたもの、

そしてわたしたちもそうです。そして

神
かみ

さまは、小
ちい

さなわたし

たちを愛
あい

し、守
まも

り、祝
しゅくふく

福

してくださるのです。

10月10日（火）	 詩
し

編
へん

9編
へん

10節
せつ

苦
く

難
なん

の時
とき

の砦
とりで

の塔
とう

となって

　砦
とりで

には塔
とう

が立っていて、そこから敵
てき

が攻
せ

めてこないか見
み

張
は

ります。その

ように神
かみ

さまは、わたしたちを塔
とう

のよ

うに見
み

張
は

り、いざ

というときは砦
とりで

と

なって守
まも

ってくだ

さるのです。

10月11日（水）	 詩
し

編
へん

10編
へん

14節
せつ

御
み

手
て

に労
く

苦
ろう

と悩
なや

みをゆだねる人
ひと

を

　だれも助
たす

けてもらえないひとり

ぼっちの無
むりょく

力な人
ひと

は、神
かみ

さまに頼
たよ

るし

かありません。そこで、神
かみ

さま助
たす

けて

くださいと求
もと

め、悩
なや

みを神
かみ

さまにまか

せる人を、悩
なや

み苦
くる

しむ

その中
なか

で守
まも

り、支
ささ

えて

くださるのです。

10月12日（木）	 詩
し

編
へん

13編
へん

6節
せつ

主
しゅ

はわたしに報
むく

いてくださった

　思
おも

い煩
わずら

いと嘆
なげ

きで心
こころ

を一
いっぱい

杯にして

いた人
ひと

が、「この悩
なや

みはいつまで続
つづ

く

のですか」と祈
いの

りました。それに神
かみ

さ

まは答
こた

えて、思
おも

い煩
わずら

いに平
へい

安
あｎ

を、嘆
なげ

き

に喜
よろこ

びを与
あた

えてくださいました。その

ように神
かみ

さまは、信
しん

じる者
もの

に、ふさわ

しい報
むく

いを与
あた

えてくださるのです。

10月13日（金）	 詩
し

編
へん

14編
へん

6節
せつ

主
しゅ

は避
さ

けどころとなってくださる

　たとえ神
かみ

などいないと考
かんが

える悪
わる

い

人
ひと

たちが、正
ただ

しい人
ひと

をわなにかけよ

うとしても、そこで神
かみ

さまは、その人
ひと

の逃
のが

れ

場
ば

、避
ひ な ん じ ょ

難所となってく

ださいます。そこに逃
にげ

げ込
こ

めば安
あん

心
しん

です。

10月14日（土）	 詩
し

編
へん

16編
へん

8節
せつ

わたしは主
しゅ

に相
そう

対
たい

しています

　相
そう

対
たい

するとは、向
む

かい合
あ

って、たが

いに見
み

つめあうこ

とです。そのよう

にいつも神
かみ

さまを

見
み

ているなら、「わ

たしは揺
ゆ

らぐこと

がありません。」
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10月16日（月）	 詩
し

編
へん

17編
へん

8節
せつ

瞳
ひとみ

のようにわたしを守
まも

り

　目
め

の瞳
ひとみ

はとてもデリケートで、すぐ

に傷
きず

つきます。神
かみ

さまは、わたしたち

が傷
きず

つかないように、細
さい

心
しん

の注
ちゅうい

意を

払
はら

って、守
まも

ってくだ

さいます。そのため

に翼
つばさ

の陰
かげ

に隠
かく

してく

ださるのです。

10月17日（火）	 詩
し

編
へん

18編
へん

47節
せつ

主
しゅ

は命
いのち

の神
かみ

　たくさんの敵
てき

に囲
かこ

まれながら、何
なん

度
ど

もその危
き

険
けん

から守
まも

られた人
ひと

が賛
さん

美
び

しま

した。主
しゅ

は命
いのち

の神
かみ

と。命
いのち

の神
かみ

とは、命
いのち

を支
ささ

え、守
まも

る神
かみ

であると共
とも

に、命
いのち

を造
つく

り出
だ

す、命
いのち

の源
みなもと

でもあるということで

す。わたしたちの命
いのち

の源
みなもと

、元
げん

気
き

の源
みなもと

は、

神
かみ

さまなのです。

10月18日（水）	 詩
し

編
へん

19編
へん

8節
せつ

主
しゅ

の律
りっ

法
ぽう

は完
かん

全
ぜん

で魂
たましい

を生
い

き返
かえ

らせ

　命
いのち

の神
かみ

は、わたしたちの魂
たましい

を生
い

き返
かえ

らせる言
こと

葉
ば

をくださいました。この命
いのち

の言
こと

葉
ば

に触
ふ

れるたびに、わたしたちの

心
こころ

は生
い

き返
かえ

ります。命
いのち

の言
こと

葉
ば

とは主
しゅ

イ

エスのことであり、主
しゅ

について記
き

さ

れた聖
せい

書
しょ

です。今
き ょ う

日も命
いのち

の言
こと

葉
ば

によっ

て、力
ちから

を与
あた

えられましょう。

10月19日（木）	 詩
し

編
へん

20編
へん

9節
せつ

我
われ

らは力
ちから

に満
み

ちて立
た

ち上
あ

がる

　戦
せん

車
しゃ

や軍
ぐん

馬
ば

を頼
たよ

りにする人
ひと

は、戦
たたか

い

に負
ま

け、倒
たお

れていきます。人
にん

間
げん

により

頼
たの

む人
ひと

は、いずれ滅
ほろ

びます。しかし、

神
かみ

さまにより頼
たの

む人
ひと

は、力
ちから

に満
み

たされ

て、たとえ倒
たお

れても、

また立
た

ち上
あ

がること

ができるのです。

10月20日（金）	 詩
し

編
へん

22編
へん

11節
せつ

母
はは

の胎
はら

にあるときから、あなたは神
かみ

　神
かみ

さまは、あなたが生
う

まれる前
まえ

から

あなたを知
し

り、あなたを造
つく

り、あなた

を守
まも

ってこられた方
かた

で

した。その神
かみ

さまが、

これからもあなたと共
とも

にいて、あなたを見
み

守
まも

ってくださいます。

10月21日（土）	 詩
し

編
へん

23編
へん

1節
せつ

主
しゅ

は羊
ひつじ

飼
か

い、何
なに

も欠
か

けることがない

　羊
ひつじか

飼いは、どこに青
あお

々
あお

とした草
くさ

が生
は

え、どこに豊
ゆた

かな水
みず

辺
べ

があるかを知
し

り、そこに羊
ひつじ

たちを連
つ

れて行
ゆ

くこと

ができます。主
しゅ

イエスがわたしたち

の羊
ひつじか

飼いとして、いつも

わたしたちを養
やしな

い、守
まも

り、

導
みちび

いてくださるのです。
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10月23日（月）	 詩
し

編
へん

25編
へん

5節
せつ

あなたのまことにわたしを導
みちび

き

　「あなたはわたしを救
すく

ってくださる

神
かみ

」。そのような神
かみ

さまに、いつも望
のぞ

みをおいていくことができるよう、神
かみ

さまがいつもわたし

たちを導
みちび

き、教
おし

えて

くださることを祈
いの

り

ましょう。

10月24日（火）	 詩
し

編
へん

27編
へん

1節
せつ

主
しゅ

はわたしの光
ひかり

、わたしの救
すく

い

　神
かみ

さまはわたしたちの心
こころ

に光
ひかり

を照
てら

らして明
あか

るくし、進
すす

むべき道
みち

に光
ひかり

を照
てら

らして導
みちび

き、隠
かく

れた罪
つみ

に光
ひかり

を照
てら

らし

て、罪
つみ

を悔
く

い改
あら

めさせてくださる方
かた

で

す。神
かみ

さまの光
ひかり

で照
てら

らされ

て生
い

きていけるように、光
ひかり

を求
もと

めていきましょう。

10月25日（水）	 詩
し

編
へん

28編
へん

7節
せつ

主
しゅ

の助
たす

けを得
え

て、喜
よろこ

び踊
おど

ります

　困
こん

難
なん

に直
ちょくめん

面した人
ひと

が、神
かみ

さまに助
たす

け

を求
もと

めました。すると神
かみ

さまはその人
ひと

を助
たす

け、盾
たて

となって

守
まも

ってくださいまし

た。神
かみ

さまこそ、わ

たしたちの力
ちから

と喜
よろこ

び

の源
みなもと

です。

10月26日（木）	 詩
し

編
へん

30編
へん

12節
せつ

わたしの嘆
なげ

きを踊
おど

りに変
か

え

　わたしたちは、いつもうれしいこ

と、楽
たの

しいことばかりとは限
かぎ

りませ

ん。しかし神
かみ

さまは、わたしたちの悲
かな

しみを喜
よろこ

びに変
か

え、

恐
おそ

れを希
き

望
ぼう

に変
か

えて

くださる神
かみ

さまなの

です。

10月27日（金）	 詩
し

編
へん

31編
へん

6節
せつ

御
み

手
て

にわたしの霊
れい

をゆだねます

　主
しゅ

イエスが十
じ ゅ う じ か

字架で祈
いの

られた祈
いの

り

は、わたしたちの祈
いの

りでもあります。

寝
ね

ている間
あいだ

、自
じ

分
ぶん

を守
まも

れない無
む

防
ぼう

備
び

な

わたしたちですから、その間
あいだ

も神
かみ

さま

が共
とも

にいて守
まも

ってくださ

るように、自
じ

分
ぶん

を神
かみ

さま

に委
ゆだ

ねていきましょう。

10月28日（土）	 詩
し

編
へん

32編
へん

7節
せつ

救
すく

いの喜
よろこ

びで囲
かこ

んでくださる

　神
かみ

さまはわたしたちを、色
いろ

々
いろ

な困
こん

難
なん

から守
まも

ってくださるだけではなく、そ

こで救
すく

いの喜
よろこ

びをもくださいます。助
たす

かって良
よ

かったと

いうだけではなく、

喜
よろこ

びで満
み

たしてく

ださるのです。
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10月30日（月）	 詩
し

編
へん

33編
へん

5節
せつ

地
ち

は主
しゅ

の慈
いつく

しみに満
み

ちている

　神
かみ

さまが造
つく

られた世
せ

界
かい

には、神
かみ

さま

の愛
あい

と恵
めぐ

みと慈
いつく

しみの言
こと

葉
ば

が満
み

ち溢
あふ

れています。なぜなら、この世
せ

界
かい

は、

御
み

言
こと

葉
ば

によって造
つく

られたからです。だ

から鳥
とり

のさえずりや美
うつく

しい花
はな

を見
み

る

中
なか

で、今
き ょ う

日も神
かみ

さまに愛
あい

されているこ

とを知
し

ることができるのです。

10月31日（火）	 詩
し

編
へん

37編
へん

7～8節
せつ

主
しゅ

の使
つか

いはその周
まわ

りに陣
じん

を敷
し

き

　神
かみ

さまは、わたしたちに御
み

使
つか

いを送
おく

り、周
まわ

りを取
とり

り囲
かこ

ませて、わたしたち

を守
まも

ってくださ

います。今
いま

もあ

なたの周
まわ

りには

御
み

使
つか

いがいるの

です。

11月1日（水）	 詩
し

編
へん

36編
へん

10節
せつ

命
いのち

の泉
いずみ

はあなたにあり

　わたしたちの命
いのち

を生
い

き返
かえ

らせ、生
い

き

生
い

きとした喜
よろこ

びで満
み

ちたらせてくだ

さるのは神
かみ

さまです。神
かみ

さまと共
とも

にあ

るなら、まるで泉
いずみ

から尽
つ

きることなく

水
みず

が湧
わ

き出
で

て来
く

るよう

に、あなたの命
いのち

が湧
わ

き

出
で

て来
く

るのです。

11月2日（木）	 詩
し

編
へん

37編
へん

23～24節
せつ

主がその手をとらえてくださる

　わたしたちは元
げん

気
き

に歩
ある

いていても、

途
とちゅう

中で倒
たお

れたり、つまずいたりする

ことがあります。でも心
しん

配
ぱい

しなくて

大
だいじょうぶ

丈夫です。神
かみ

さまがわたしたちの手
て

を取
と

って、倒
たお

れないよ

うにつかんでくださっ

ているからです。

11月3日（金）	 詩
し

編
へん

40編
へん

4節
せつ

口
くち

に新
あたら

しい歌
うた

を授
さず

けてくださった

　神
かみ

さまは、わたしたちにいつも新
あた

し

い喜
よろこ

びを与
あた

えて、新
あたら

しく神
かみ

さまを賛
さん

美
び

させてくださいます。そうしてわたし

たちを新
あたら

し

くしてくだ

さるのです。

11月4日（土）	 詩
し

編
へん

42編
へん

9節
せつ

夜
よる

、主
しゅ

の歌
うた

がわたしと共
とも

にある

　苦
くる

しみの中
なか

で眠
ねむ

れない夜
よる

にも、神
かみ

さ

まはわたしたちに希
き

望
ぼう

と喜
よろこ

びを送
おく

っ

て、苦
くる

しみの中
なか

でな

お神
かみ

さまを賛
さん

美
び

する

歌
うた

を与
あた

えてください

ます。神
かみ

さまこそ、

あなたの命
いのち

なのです。
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11月6日（月）	 詩
し

編
へん

45編
へん

7節
せつ

あなたの王
おう

座
ざ

は世
せ

々
ぜ

限
かぎ

りなく

　この世
よ

を本
ほん

当
とう

に支
し

配
はい

しているのは、

神
かみ

さまです。神
かみ

さまこそが、この世
よ

の

王
おう

の王
おう

です。そしてこの神
かみ

さまの支
し

配
はい

は永
えい

遠
えん

に変
かわ

わることがありません。わ

たしたちは今
き ょ う

日も、こ

の神
かみ

さまの支
し

配
はい

の中
なか

で、

守
まも

られているのです。

11月7日（火）	 詩
し

編
へん

46編
へん

11節
せつ

 力
ちから

を捨
す

てよ、知
し

れ、わたしは神
かみ

　わたしたちが自
じ

分
ぶん

により頼
たの

むので

はなくて、本
ほん

当
とう

に神
かみ

さまにより頼
たの

んで

いくとき、神
かみ

さまの大
おお

きさと力
ちからづよ

強さを

知
し

って、心
こころ

を強
つよ

くされていきます。わ

たしたちも自
じ

分
ぶん

の力
ちから

を捨
す

てて、心
こころ

から神
かみ

さまによ

り頼
たの

んでいきましょう。

11月8日（水）	 詩
し

編
へん

48編
へん

15節
せつ

死
し

を越
こ

えて、導
みちび

いて行
い

かれる

　この世
よ

のものとは、死
し

と共
とも

に別
わか

れを

告
つ

げなければなりません。死
し

の先まで

わたしたちを守
まも

ってくれるものは、こ

の世
よ

にはありません。ただ、神
かみ

さまだ

けが、死
し

を越
こ

えて、わ

たしたちを導
みちび

き、共
とも

り、

共
とも

に歩
あゆ

まれるのです。

11月9日（木）	 詩
し

編
へん

49編
へん

10節
せつ

人
ひと

は永
えい

遠
えん

に生
い

きようか

　わたしたちはいつまでも生
い

きてい

るわけではありません。いつかは死
し

を

迎
むか

えます。けれども永
えい

遠
えん

の神
かみ

さまと共
とも

に生
い

きる人
ひと

は、永
えい

遠
えん

に神
かみ

さまと共に生
い

きることができます。命
いのち

の神
かみ

さまにしっかりとつ

ながっていきましょう。

11月10日（金）	 詩
し

編
へん

50編
へん

15節
せつ

苦
く

難
なん

の日
ひ

、わたしはお前
まえ

を救
すく

おう

　苦
くるし

しみに悩
なや

まされるとき、「わたし

を呼
よ

べ」と神
かみ

さまは言
い

われます。わた

しを呼
よ

ぶなら、救
すく

うからと。苦
くるし

しみの

中
なか

で呼
よ

ぶわたしたちの声
こえ

を、きちんと

聞
き

き取
と

ってくださるのが、あなたの神
かみ

さまなのです。

11月11日（土）	 詩
し

編
へん

51編
へん

12節
せつ

わたしの内
うち

に清
きよ

い心
こころ

を創
そう

造
ぞう

し

　大
おお

きな罪
つみ

を犯
おか

したダビデは、罪
つみ

に汚
よご

れた自
じ

分
ふん

の心
こころ

が洗
あら

い清
きよ

められて、新
あたら

し

い心
こころ

とされるように祈
いの

りました。神
かみ

さ

まがわたしたちの

心
こころ

をも清
きよ

め、新
あたら

し

くしてくださるよ

う祈
いの

りましょう。
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11月13日（月）	 詩
し

編
へん

53編
へん

6節
せつ

主
しゅ

はわたしの魂
たましい

を支
ささ

えてくださる

　わたしたちはいつも元
げん

気
き

でいるわ

けではなくて、がっかりしたり、心
こころ

が

くじけてしまうこともあります。そ

んなときにも、神
かみ

さまはあなたの心
こころ

を

しっかりと支
ささ

え、強
つよ

くして、

元
げん

気
き

に立
た

ち上
あ

がれるように

してくださるのです。

11月14日（火）	 詩
し

編
へん

55編
へん

23節
せつ

あなたの重
おも

荷
に

を主
しゅ

にゆだねよ

　わたしたちは疲
つか

れたとき、だれかに

背
せ

負
お

ってもらいたくなります。神
かみ

さま

は、そんなわたした

ちを今
いま

も背
せ

負
お

ってく

ださいます。だから

「あなたの重
おも

荷
に

を主
しゅ

にゆだねよ」。

11月15日（水）	 詩
し

編
へん

56編
へん

9節
せつ

革
かわぶくろ

袋にわたしの涙
なみだ

を蓄
たくわ

えて

　神
かみ

さまの手
て

許
もと

には大
おお

きな革
かわぶくろ

袋があ

り、わたしたちが流
なが

す涙
なみだ

が一
いっ

滴
てき

一
いっ

滴
てき

集
あつ

められています。そのようにわたし

たちの悲
かな

しみを、神
かみ

さまはちゃんと覚
おぼ

え、それに答
こた

えてくださる

のです。

11月16日（木）	 詩
し

編
へん

57編
へん

2節
せつ

あなたの翼
つばさ

の陰
かげ

を避
さ

けどころとし

　問
もん

題
だい

の嵐
あらし

が通
とお

り過
す

ぎようとすると

き、安
あん

全
ぜん

な避
ひ

難
なん

所
じょ

があれば安
あん

心
しん

です。

神
かみ

さまは大
おお

きな

翼
つばさ

を広
ひろ

げて、わ

たしたちを覆
おお

い

包
つつ

み、守
まも

ってく

ださいます。

11月17日（金）	 詩
し

編
へん

62編
へん

3節
せつ

神
かみ

こそ、わたしの岩
いわ

、わたしの救
すく

い、

わたしは決
けっ

して動
どう

揺
よう

しない

　しっかりした土
ど

台
だい

の上
うえ

に建
た

てるな

ら、家
いえ

はしっかりと立
た

っていられま

す。わたしたちも、岩
いわ

なる神
かみ

さまを土
ど

台
だい

としていくとき、決
けっ

して揺
ゆ

らいだり

することがありません。神
かみ

さまを、自
じ

分
ぶん

の土
ど

台
だい

としていきましょう。

11月18日（土）	 詩
し

編
へん

68編
へん

20節
せつ

日
ひ

々
び

、わたしたちを担
にな

う神
かみ

　毎
まい

日
にち

、わたしたちは神
かみ

さまに背
せ

負
お

われて、生
い

きています。疲
つか

れたとき、

つまずき倒
たお

れそうなとき、弱
よわ

ったと

き、どんなときにも神
かみ

さまはわたした

ちを背
せ

負
お

ってくださっているのです。

今
き ょ う

日も神
かみ

さまに背
せ

負
お

われて、生
い

きてい

きましょう。
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11月20日（月）	 イザヤ7章
しょう

4節
せつ

落
お

ち着
つ

いて、静
しず

かにしていなさい

　敵
てき

が攻
せ

めてきたことで、あわててい

る王
おう

に、神
かみ

さまは「落
お

ち着
つ

いて、静
しず

か

にしていなさい」と言
い

われました。信
しん

じているなら、神
かみ

さまが助
たす

け、守
まも

って

くださるからです。わたしたちも、あ

わてふためいたりせずに、神
かみ

さまを信
しん

頼
らい

していきましょう。

11月21日（火）	 イザヤ9章
しょう

1節
せつ

闇
やみ

の中
なか

を歩
あゆ

む民
たみ

は、光
ひかり

を見
み

た

　光
ひかり

は周
まわ

りが暗
くら

ければ暗
くら

いほど、明
あか

る

く輝
かがや

きます。わたしたちの心
こころ

が暗
くら

くて

も、明
あか

るい希
き

望
ぼう

の光
ひかり

を神
かみ

さまはともし

てくださいます。

そして暗
くら

闇
やみ

の中
なか

で

こそ、光
ひかり

は鮮
あざや

やか

に輝
かがや

くのです。

11月22日（水）	 イザヤ12章
しょう

2節
せつ

見
み

よ、わたしを救
すく

われる神
かみ

　まことの神
かみ

さまは、わたしたちのた

だ中
なか

にいてくださいます（6節
せつ

）。だ

からわたしたちは恐
おそ

れません。神
かみ

さま

がわたしたちの救
すく

いとなってくださ

るからです。共
とも

にいてくださる神
かみ

さま

にいよいよ信
しん

頼
らい

し

ていきましょう。

11月23日（木）	 イザヤ30章
しょう

15節
せつ

静
しず

かにしているならば救
すく

われる

　周
まわ

りを敵
てき

に囲
かこ

まれて、危
き

険
けん

が迫
せま

って

いるときに、神
かみ

さまはイスラエルの

人
ひと

々
びと

に約
やく

束
そく

されました。「立
た

ち帰
かえ

って、

静
しず

かにしているならば救
すく

われる」と。

安
やす

らかに神
かみ

さまを信
しん

頼
らい

するところに、力
ちから

がみ

なぎってくるのです。

11月24日（金）	 イザヤ30章
しょう

18節
せつ

主
しゅ

は恵
めぐ

みを与
あた

えようとして待
ま

ち

　神
かみ

さまはわたしたちに恵
めぐ

みを与
あた

え

ようと、待
ま

ち構
かま

えておられるとイザヤ

は語
かた

りました。わたしたちの神
かみ

さま

は、ご自
じ

分
ふん

の憐
あわ

れ

みを与
あた

えようとし

てやまない、恵
めぐ

み

の神
かみ

さまなのです。

11月25日（土）	 イザヤ30章
しょう

19節
せつ

主
しゅ

はあなたの呼
よ

ぶ声
こえ

に答
こた

えて

　恵
めぐ

みを与
あた

えようとされる神
かみ

さまは、

わたしたちの叫
さけ

ぶ声
こえ

を聞
き

き、呼ぶ声
こえ

に

答
こた

えてくださる方
かた

でもあります。わ

たしたちが叫
さけ

ぶとき、神
かみ

さまはそれを

ちゃんと聞
き

い

ていてくださ

るのです。
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11月27日（月）	 イザヤ35章
しょう

6節
せつ

荒
あ

れ野
の

に水
みず

が湧
わ

きいで

　荒
あ

れ野
の

や砂
さ

漠
ばく

から水
みず

が湧
わ

き出
で

るこ

とはありません。しかし神
かみ

さまは、そ

の荒
あ

れた地
ち

に水
みず

を与
あた

えて、そこを潤
うるお

し

てくださいます。そのように荒
あ

れて、

渇
かわ

いたわたしたちの心
こころ

に

も、命
いのち

の水
みず

を湧
わ

き出
で

させ

てくださるのです。

11月28日（火）	 イザヤ37章
しょう

20節
せつ

あなただけが主
しゅ

であることを

　アッシリアに攻
せ

められたとき、ヒゼ

キヤは神
かみ

さまを信
しん

頼
らい

して、敵
てき

を恐
おそ

れま

せんでした。イスラエルの神
かみ

さまだけ

がまことの神
かみ

で、

他
ほか

は偶
ぐう

像
ぞう

にすぎな

いことを知
し

ってい

たからでした。

11月29日（水）	 イザヤ40章
しょう

1節
せつ

 慰
なぐさ

めよ、わたしの民
たみ

を慰
なぐさ

めよ

　イスラエルとユダは、神
かみ

さまに逆
さか

らって滅
ほろ

びてしまいました。しかし神
かみ

さまはイスラエルの人
ひと

々
びと

を捨
す

てるこ

となく、罪
つみ

の裁
さば

きを終
お

えた彼
かれ

らに慰
なぐさ

め

を与
あた

えてくださいます。

わたしたちの神
かみ

さまは、

慰
なぐさ

めの神
かみ

さまなのです。

11月30日（木）	 イザヤ40章
しょう

12節
せつ

主
しゅ

は羊
ひつじか

飼いとして群
む

れを養
やしな

い

　神
かみ

さまは羊
ひつじか

飼いとなって、イスラエ

ルを集
あ

め、養
やしな

ってくださいます。傷
きず

つ

いた羊
ひつじ

は抱
だ

いて、傷
きず

をいやし、憐
あわ

れ

んでくださ

る、憐
あわ

れみ

の神
かみ

なので

した。

12月1日（金）	 イザヤ40章
しょう

31節
せつ

主
しゅ

に望
のぞ

みをおく人
ひと

は新
あら

たな力
ちから

を得
え

　若
わか

い人
ひと

も、力
ちから

に満
み

ちた人
ひと

も、疲
つか

れて

倒
たお

れることがあります。しかし神
かみ

さま

を信
しん

頼
らい

し、望
のぞ

みをおく人
ひと

は、いつも神
かみ

さまから新
あたら

しい力
ちから

をいただくので、繰
く

り返
かえ

し立
た

ち上
あ

がり、元
げん

気
き

に走
はし

りぬいていくことが

できるのです。

12月2日（土）	 イザヤ41章
しょう

10節
せつ

救
すく

いの右
みぎ

の手
て

であなたを支
ささ

える

　「わたしはあなたと共
とも

にいる」と約
やく

束
そく

してくださる神
かみ

さまは、ただ一
いっ

緒
しょ

に

いるだけではなくて、あなたを助
たす

ける

ために共
とも

にいてください

ます。そして倒
たお

れそうに

なるときは、右
みぎ

の手
て

で支
ささ

えてくださるのです。
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12月4日（月）	 イザヤ41章
しょう

13節
せつ

あなたの右
みぎ

の手
て

を固
かた

く取
と

って

　あなたと共
とも

にいる神
かみ

さまは、右
みぎ

の手
て

であなたを支
ささ

えるだけではなくて、倒
たお

れそうなときには、あなたの右
みぎ

の手
て

を

取
と

って、立
た

ち上
あ

がらせてくださる方
かた

で

もあります。だから、わ

たしたちは何
なに

も恐
おそ

れるこ

とがありません。

12月5日（火）	 イザヤ43章
しょう

1節
せつ

わたしはあなたの名
な

を呼
よ

ぶ

　名
な

を呼
よ

ぶとは、あなたをよく知
し

って

いるということです。あなたの悲
かな

し

み、悩
なや

み、苦
くる

しみ

をすべて知
し

ってく

ださり、その上
うえ

で

あなたを助
たす

けてく

ださるのです。

12月6日（水）	 イザヤ43章
しょう

2節
せつ

大
たい

河
が

を通
とお

っても、押
お

し流
なが

されない

　激
はげ

しい流
なが

れに足
あし

元
もと

をとられて、あや

うく流
なが

されてしまいそうになるとき

にも、あなたが流
なが

されないように守
まも

っ

てくださる。そのように神
かみ

さまはあな

たと共
とも

にいて

くださるので

す。

12月7日（木）	 イザヤ43章
しょう

4節
せつ

わたしはあなたを愛
あい

している

　神
かみ

さまの目
め

には、あなたはとても大
たい

切
せつ.

でかけがえのない人
ひと

です。そのあな

たを神
かみ

さまは、愛
あい

していると言
い

われ

ます。愛
あい

してくだ

さる神
かみ

さまを、あ

なたの愛
あい

し返
かえ

して

いってください。

12月8日（金）	 イザヤ43章
しょう

19節
せつ

見
み

よ、新
あたら

しいことをわたしは行
おこな

う

　神
かみ

さまは今
いま

までになかった、新
あたら

しい

ことを行うと宣
せん

言
げん

されました。それ

は、罪
つみ

深
ぶか

いわたしたちの罪
つみ

が取
と

り除
のぞ

か

れ、赦
ゆる

され、清
きよ

くされるということで

す。わたしたちの内
うち

に、新
あたら

しい創
そう

造
ぞう

を始
はじ

めてくださる

ということなのです。

12月9日（土）	 イザヤ46章
しょう

4節
せつ

白
しら

髪
が

になるまで、背
せ

負
お

って行
い

こう

　わたしたちは生
う

まれた時
とき

からずっ

と神
かみ

さまに背
せ

負
お

われてきました。そし

てこれからもずっと、そうしてくださ

ると、約
やく

束
そく

されます。そうやって神
かみ

さ

まは、「わたしが担
にな

い、背
せ

負
お

い、救
すく

い

出
だ

す」と言
い

ってくだ

さるのです。
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12月11日（月）	 イザヤ49章
しょう

15節
せつ

 女
おんな

が乳
ち

飲
の

み子
ご

を忘
わす

れるであろうか

　お母
かあ

さんが自
じ

分
ぶん

の産
う

んだ子
こ

を忘
わす

れ

ることは決
けっ

してありません。憐
あわ

れみを

かけないこともありません。神
かみ

さま

は、ご自
じ

分
ぶん

が生
う

んだ

わたしたちを忘
わす

れる

ことはないと約
やく

束
そく

さ

れるのです。

12月12日（火）	 イザヤ53章
しょう

6節
せつ

わたしたちの罪をすべて、主は彼に

負わせられた

　わたしたちの罪
つみ

のすべては、主
しゅ

イエ

スが背
せ

負
お

い、十
じ ゅ う じ か

字架にかかってくださ

いました。その犠
ぎ

牲
せい

によってわたした

ちは罪
つみ

赦
ゆる

され、救
すく

われました。罪
つみ

のす

べてを背
せ

負
お

ってくださった主
しゅ

イエス

に、感
かん

謝
しゃ

をささげていきましょう。

12月13日（水）	 イザヤ55章
しょう

2節
せつ

わたしに聞
き

き従
したが

えば、良
よ

いものを食
た

べることができる

　朽
く

ちる食
た

べ物
もの

（地
ちじょう

上のもの）ばかり

に心
こころ

とらえられているわたしたちに、

朽
く

ちない食
た

べ物
もの

を求めるように言
い

わ

れます。神
かみ

さまの言
こと

葉
ば

で心
こころ

を一
いっ

杯
ぱい

にす

るなら、心
こころ

は満
み

たされて、恵
めぐ

みの豊
ゆた

か

さを楽
たの

しむことができるのです。

12月14日（木）	 イザヤ55章
しょう

6節
せつ

尋
たず

ね求
もと

めよ、見
み

いだしうるときに

　神
かみ

さまは、一
いっしょう

生懸
けん

命
めい

に尋
たず

ね求
もと

めるな

ら、見
み

いだすことができ、呼
よ

び求
もと

める

なら、出
で

会
あ

うことができると約
やく

束
そく

され

ました。わたした

ちも熱
ねっ

心
しん

に、神
かみ

さ

まを求
もと

めていきま

しょう。

12月15日（金）	 イザヤ57章
しょう

15節
せつ

へりくだる霊
れい

の人
ひと

に命
いのち

を得
え

させ

　高
たか

く、聖
せい

なる所
ところ

におられる神
かみ

さま

は、低
ひく

いところにいるわたしたちを見
み

捨
す

てることなく、心
こころ

からへりくだる人
ひと

に命
いのち

を与
あた

えてくださる方です。高
たか

ぶる

人
ひと

ではなく、心
こころ

打
う

ち砕
くだ

かれている人
ひと

と

共
とも

にいてくだ

さるのです。

12月16日（土）	 イザヤ63章
しょう

9節
せつ

彼らの苦難をご自分の苦難とし

　神
かみ

さまは、わたしたちの苦
くる

しみを、

まるで自
じ

分
ぶん

の苦
くる

しみであるかのよう

に、共
とも

に苦
くる

しみ、共
とも

に悲
かな

しんで、一
いっ

緒
しょ

に背
せ

負
お

ってくださる方
かた

です。そしてそ

のために、御
み

使
つか

いを送
おく

って、

わたしたちを守
まも

り、励
はげ

まし

てもくださるのです。
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12月18日（月）	 マタイ1章
しょう

1節
せつ

アブラハムの子
こ

、ダビデの子
こ

　クリスマスにお生
う

まれになる主
しゅ

イ

エスは、アブラハム・ダビデの子
し

孫
そん

だ

と言
い

われます。それは、神
かみ

さまがアブ

ラハム・ダビデと結
むす

んだ契
けい

約
やく

に基
もと

づ

く救
すく

いをもたらすということでした。

わたしたちの救
すく

いは、神
かみ

さまの契
けい

約
やく

に

基
もと

づく、確
たし

かな救
すく

いなのです。

12月19日（火）	 マタイ1章
しょう

21節
せつ

この子
こ

は自
じ

分
ぶん

の民
たみ

を罪
つみ

から救
すく

う

　イエスとは「主
しゅ

は救
すく

い」という意
い

味
み

で、わたしたちの救
すく

い主
ぬし

としてお生
う

ま

れくださったことを表
あらわ

しました。それ

は罪
つみ

からの救
すく

いで、すでにそこにやが

て後
ご

の十
じ ゅ う じ か

字架の陰
かげ

が差
さ

し込
こ

んでいま

す。主
しゅ

イエスは、死
し

ぬために生
う

まれた

方
かた

なのでした。

12月20日（水）	 マタイ1章
しょう

23節
せつ

神
かみ

は我
われ

々
われ

と共
とも

におられる

　「神
かみ

は我
われ

々
われ

と共
とも

におられる」という

約
やく

束
そく

を実
じつ

現
げん

するために、主
しゅ

イエスはお

生
う

まれくださいました。それは、神
かみ

ご

自
じ

身
しん

が人
にん

間
げん

となることで、共
とも

にいるこ

とを実
じつ

現
げん

されたことによります。クリ

スマス以
い

来
らい

、主
しゅ

イエスはずっと神
かみ

であ

り、人
ひと

でもあるのです。

12月21日（木）	 ルカ1章
しょう

28節
せつ

主
しゅ

があなたと共
とも

におられる

　御
み

使
つか

いはマリアに「おめでとう、恵
めぐ

まれた方
かた

」と言いました。マリアが

「恵
めぐ

まれた方
かた

」なのは、「主
しゅ

があなたと

共
とも

におられる」からでした。わたした

ちとも主
しゅ

イエスが共
とも

にいてください

ます。わたしたちも「恵
めぐ

まれた方
かた

」なのです。

12月22日（金）	 ルカ1章
しょう

45節
せつ

主
しゅ

がおっしゃったことは実
じつ

現
げん

すると

信
しん

じた方
かた

は、なんと幸
さいわ

いでしょう

　エリサベトもマリアを、「あなたは

女
おんな

の中
なか

で祝
しゅくふく

福された
かた

方です」と祝
しゅくふく

福し

ました。エリサベトがそう言
い

ったの

は、マリアが心
しん

底
そこ

から神
かみ

さまにより頼
たの

み、信
しん

頼
らい

したからでした。わたしたち

も、そのように信
しん

じていきましょう。

12月23日（土）	 ルカ1章
しょう

78節
せつ

あけぼのの光
ひかり

が我
われ

らを訪
おと

れ

　暗
くら

闇
やみ

に閉
とざ

ざされ、うなだれて生
い

きる

人
ひと

々
びと

の許
もと

に、光
ひかり

が昇
のぼ

ります。光
ひかり

が照
て

ら

して、明
あかる

るく輝
かがや

かせます。そのように

主
しゅ

イエスの誕
たんじょう

生は、わたしたちの心
こころ

に

希
き

望
ぼう

の光
ひかり

がともされてい

ることです。クリスマス

の主
しゅ

に栄
えい

光
こう

あれ。
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12月25日（月）	 ルカ2章
しょう

7節
せつ

宿
やど

屋
や

には泊
と

まる場
ば

所
しょ

がなかった

　わたしたちのために主
しゅ

イエスはお

生
う

まれくださったのに、主
しゅ

は誕
たんじょう

生の最
さい

初
しょ

から、拒
きょ

絶
ぜつ

されました。わたしたち

は、この方
かた

を心
こころ

に迎
むか

え入
い

れ、わたした

ちの心
こころ

にお生
う

まれく

ださるように祈
いの

りま

しょう。

12月26日（火）	 ルカ2章
しょう

11節
せつ

あなたがたのために救
すく

い主
ぬし

が

　主
しゅ

イエス誕
たんじょう

生の知らせは、野
のじゅく

宿して

いた羊
ひつじか

飼いに伝
つた

えられました。人
ひと

々
びと

か

ら嫌
きら

われ、のけ者
もの

にされていた羊
ひつじか

飼

いです。「あなたがたのために」とは、

このように嫌
きら

われ者
もの

、のけ者
もの

とされた

人
ひと

たちのための救
すく

い主
ぬし

という意
い

味
み

な

のでした。

12月27日（水）　　マタイ2章
しょう

11節
せつ

彼
かれ

らはひれ伏
ふ

して幼
おさなご

子を拝
おが

み

　占
せんせいじゅつ

星術の学
がく

者
しゃ

たちの礼
れい

拝
はい

は、彼
かれ

らを

代
だいひょう

表とした世
せかいじゅう

界中の人
ひと

々
びと

による礼
れい

拝
はい

を意
い

味
み

しました。その中
なか

にわたしたち

も加
くわ

えられていま

す。わたしたちも

宝
たからもの

物をこの方
かた

に献
ささ

げていきましょう。

12月28日（木）	 ルカ2章
しょう

34節
せつ

倒
たお

したり立
た

ち上
あ

がらせたりする

　主
しゅ

イエスを前
まえ

にしたとき、人
ひと

々
びと

は二
ふた

つに分
わ

けられます。この方
かた

を信
しん

じる

か、信
しん

じないか。この方
かた

によって救
すく

わ

れるか、救
すく

われない

かで、中
ちゅうかん

間はありま

せん。あなたはその

どちらでしょうか。

12月29日（金）	 ルカ2章
しょう

35節
せつ

心
こころ

にある思
おも

いがあらわにされる

　主
しゅ

イエスを前
まえ

にしたとき、わたした

ちの心
こころ

の奥
おく

に隠
かく

している思
おも

いがあら

わにされ、罪
つみ

が明
あき

らかにされていきま

す。自
じ

分
ぶん

の罪
つみ

を隠
かく

すので

はなく、罪
つみ

を認
みと

めて、主
しゅ

イエスの十
じ ゅ う じ か

字架の救
すく

いを

信
しん

じていきましょう。

12月30日（土）	 ルカ2章
しょう

49節
せつ

自
じ

分
ぶん

の父
ちち

の家
いえ

にいるのは当
あ

たり前
まえ

　神
しん

殿
でん

が自
じ

分
ぶん

の父
ちち

の家
いえ

であるとは、主
しゅ

イエスがご自
じ

分
ぶん

を神
かみ

の御
み

子
こ

であり、わ

たしたちを救
すく

うという大
たい

切
せつ

な使
し

命
めい

が

あることを自
じ

覚
かく

されていたというこ

とです。やがて18年
ねん

後
ご

、ここに戻
もど

ら

れるときには、大
おお

きな戦
たたか

いが待
ま

ってい

るのでした。
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2007年1～3月カリキュラム（第24号）
─救済史に基づく二年サイクルカリキュラムの一年目─

月　日
教会暦・行事

主　　題 聖 書 箇 所 暗 唱 聖 句 対
応
表単 元 の 目 標

1月7日
新年

種まきのたとえ マタイ13:1－9，18－23 マタイ13:8

新年100倍の実を実らせる神の御言葉の力を信じよう

1月14日
5000人の給食 ヨハネ6:1－15 ローマ6:13

（59）
神は命を与えるご自身の御業に幼子をお用いくださる。喜んで応答しよう

1月21日
嵐を鎮める主 マタイ14:22－33 コリント二4:18

47
主イエスが共にいてくださるから、恐れることなく歩み続けよう

1月28日
ペトロの信仰告白 マタイ16:13－20 マタイ16:16

信仰の言葉を与え、教会を建て上げるキリストの恵みの力に生きよう

2月4日
山上の変貌 マタイ17:1－13 マタイ17:5

57
栄光を顕された主イエスが十字架への道を歩まれる。主イエスを仰ごう

2月11日
（信仰の自由）

善いサマリア人 ルカ10:25－37 ヨハネ一3:16
54

善いサマリア人となってくださった主イエスにならおう

2月18日
マルタとマリア ルカ10:38－42 ルカ12:31

50
もっとも大切なただ一つのことである御言葉を聴くことに生きよう

2月25日
レント

見失った羊のたとえ ルカ15:1－7 イザヤ43:4
52

神の喜びに招くために罪人を見つけ出す主イエス。その喜びにあずかろう

3月4日
レント

放蕩息子のたとえ ルカ15:11－32 ルカ15:24
53

放蕩息子を神の子として受け入れてくださる神の愛を知ろう

3月11日
レント

ザアカイの救い ルカ19:1－10 ルカ19:10
46

主イエスに出会い、喜びと悔い改めに生きよう

3月18日
レント

幼子の祝福 マタイ19:13－15 マタイ19:14

子どもを招き祝福される主イエスのもとに行こう

3月25日
レント

金持ちの青年 マタイ19:16－30 マタイ22:39
58

ただ神の恵みの御業として神の国に入れられることをたたえよう

※「対応表」欄は、『神の救いの歴史』（日本基督改革派教会教育委員会発行、1999年）の該当す
る単元を示しています。
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2006年度 年間カリキュラム
（2006年4月～2007年3月）

二年サイクルの聖書物語（救済史）と教会暦の併用カリキュラム

年・号 月　日 教会暦・行事 主　題 聖　書　箇　所

2006年 ４月２日 進級式・レント 十字架のキリスト マルコ15:21－32

21号 ４月９日 受難週 葬られるキリスト マルコ15:42-47

４月16日 復活祭 キリストの復活 マルコ16:1－8

４月23日 天地の創造 創世記1:1－31

４月30日 人間の創造 創世記2:4－25

５月７日 人間の堕落と救いの約束 創世記3:1－15

５月14日 母の日 ノアの箱舟 創世記6:1－22

５月21日 バベルの塔 創世記11:1－9

５月28日 アブラハムの召命 創世記12:1－9

６月４日 聖霊降臨祭 教会の誕生 使徒言行録2:1－13

６月11日 花の日 アブラハムへの約束 創世記15:1－21

６月18日 父の日 イサクの誕生と奉献 創世記21:1－8, 22:1－19

６月25日 ヤコブとエサウ 創世記27:18－29

22号 ７月２日 ヨセフの苦難 創世記39:1－23

７月９日 ヨセフの勝利 創世記50:15－21

７月16日 モーセの誕生 出エジプト1:22－2:10

７月23日 モーセの召命 出エジプト3:1－14

７月30日 主の過ぎ越し 出エジプト12:1－32

８月６日 葦の海を渡る 出エジプト14:1－31

８月13日 （平和） 平和を創り出す エフェソ2:14－22

８月20日 天からの食べ物 出エジプト16:1－36

８月27日 十戒を与えられる 出エジプト19:20－20:17

９月３日 金の子牛 出エジプト32:1－14

９月10日 幕屋づくりと礼拝 出エジプト40:17－38

９月17日 （18敬老の日） カナン偵察 民数記14:1－10

９月24日 モーセの死 申命記34:1－12



─ 143 ─

年・号 月　日 教会暦・行事 主　題 聖　書　箇　所

2006年 10月１日 洗礼を受ける主イエス マタイ3:13－17

23号 10月８日 荒れ野での誘惑 マタイ4:1－11

10月15日 弟子の召命 マタイ4:18－22

10月22日 幸いの説教 マタイ5:1－12

10月29日 宗教改革記念日 思いわずらいからの解放 マタイ6:25－34

11月５日 人をさばくな マタイ7:1－6

11月12日 岩の上に家を建てる マタイ7:24－29

11月19日 一羽の雀でさえ マタイ10:26－31

11月26日 重荷を負う者への招き マタイ11:25－30

12月３日 アドベント 待降節・平和の主 イザヤ52:7－10

12月10日 アドベント 待降節・真の羊飼い エゼキエル34:1－16

12月17日 アドベント 待降節・大いなる光 イザヤ9:1－6

12月24日 クリスマス 降誕祭・御子の降誕 ルカ2:1－7

12月31日 年末 少年イエス ルカ2:41－52

2007年 １月７日 新年 種まきのたとえ マタイ13:1－9,18－23

24号 １月14日 5000人の給食 ヨハネ6:1－15

１月21日 嵐を鎮める主 マタイ14:22－33

１月28日 ペトロの信仰告白 マタイ16:13－20

２月４日 山上の変貌 マタイ17:1－13

２月11日 （信教の自由） 善いサマリア人 ルカ10:25－37

２月18日 マルタとマリア ルカ10:38－42

２月25日 レント 見失った羊のたとえ ルカ15:1－7

３月４日 レント 放蕩息子のたとえ ルカ15:11－32

３月11日 レント ザアカイの救い ルカ19:1－10

３月18日 レント 幼子の祝福 マタイ19:13－15

３月25日 レント 金持ちの青年 マタイ19:16－30
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〈執筆者よりひとこと〉

●はじめてのことで、不慣れなところが多々あり

ましたが、小さな私たちでも働きに加えられたこ

と、感謝しております（坂戸教会教会学校教師会）。

●教会教育がますます重要になってきている昨

今、その大切な一翼を担う、この教案誌がこれ

からも豊かに用いられますようお祈りしています

（新座志木教会教会学校 )。

●教会での楽しい思い出の中で子どもたちの信仰

は育っていきます。子どもたちの成長を祈りつつ

（漆崎春美）。

●今年もクリスマスが近づいてきています。今ま

で学んできたカテキズムの言葉が、生徒たちの心

の中で自分たちの言葉になって、生徒たちに信仰

告白への思いが与えられるようにと祈り願ってい

ます（赤石めぐみ）。

●11月の日曜学校教師研修会に、昨年にもまし

て多くの方々が集われるよう、心から願っており

ます（木下裕也）。

●編集作業を通して、主の恵みにあずかることが

できることを感謝しています。子どもたちの信仰

の成長を楽しみに、これからも励んで参りましょ

う（望月信）。

〈前号（第22号）の訂正〉

●中学科展開例に誤りがありました。お詫びして、

次の通り訂正いたします。

　47ページ左19行目

　　「いま在すもの」→「在
いま

すもの」

　54ページ左33行目

    「わざわ禍い」→「禍
わざわ

い」

　54ページ右6行目

　　「まも護って」→「護
まも

って」

　61ページ右5行目

　　「つまず躓く」→「躓
つまず

く」

　61ページ右7行目

　　「むさぼ貪り」→「貪
むさぼ

り」

〈あとがき〉

●「いのちのパン」をお用いください。ある教会

の実践例をご紹介します。いのちのパンを画用紙

にコピーして、一日ごとに切り取ります。切り取

ると、一枚の大きさが MD の大きさとほぼ同じに

なります。一週分（あるいは一月分）を重ねて

MD ケースに入れて、子どもに渡します。そして、

日めくりのようにして、一日一枚ずつ用います。

いかがでしょうか。ぜひ参考にしてください。

●中部中会では、11月23日（木・休）に「教会

学校教師研修会」を行います。15ページの案内

をご覧ください。昨年度に続いて、「日曜学校教

師会の形成」を主題として学びの時を持つ予定で

す。ぜひ多くの日曜学校教師のご出席をお願いい

たします。

●今号にも、教師の声を掲載することができまし

た。皆様の声、教会での実践例などをお寄せいた

だけると、たいへん嬉しいです。

●契約の子どもたち、地域の子どもたちを主に導

く光栄なる奉仕に続けて励んで参りましょう。秋

の伝道、そして、クリスマスの営みに主の祝福が

豊かでありますように。

〈購読の申し込み〉

　『教会学校教案誌』をぜひご購読ください。別

冊『子どもカテキズム』（300円）、バックナンバー

もあります（品切れの号もあり）。第2～16号は

一部500円で販売しています。副読本のご注文も

お待ちしています。

　　名古屋岩の上伝道所　相馬伸郎まで

　　　〒458-0021名古屋市緑区滝の水2-2012

      　　  Tel/Fax. 052-895-6701
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まえがき

　中山仰（東広島伝道所宣教教師）

巻頭説教

　相馬伸郎（名古屋岩の上伝道所宣教教師）

教会学校・日曜学校訪問

　辻幸宏（中部中会青年育成委員会）

教師会の学びのために

　辻幸宏（大垣伝道所協力牧師）

教師の声

　玄元清子（神港教会聖書学校教師）

聖書研究

　吉岡契典（仙台カナン教会牧師）

　弓矢健児（新座志木教会牧師）

　岩崎謙（神港教会牧師）

　安田恵嗣（勝田台教会牧師）

　坂井孝宏（熊本伝道所宣教教師）

　長谷川潤（四日市教会牧師）

説教展開例

　望月信（高蔵寺教会牧師）

　木下裕也（名古屋教会牧師）

　辻幸宏（大垣伝道所協力牧師）

　相馬伸郎（名古屋岩の上伝道所宣教教師）

　石原知弘（北神戸キリスト伝道所宣教教師）

　小野静雄（多治見教会牧師）

分級展開例

　幼稚科

    坂戸教会教会学校教師会

　小学科下級

    新座志木教会教会学校教師会

　小学科上級

    漆崎春美（金沢伝道所教会学校教師）

　中学科

    赤石めぐみ（西神伝道所日曜学校教師）

　成人科

    石丸新（東関東中会引退教師）

いのちのパン（子ども聖書日課）

　三川栄二（稲毛海岸教会牧師）

　吉田櫻子（稲毛海岸教会）

表紙イラスト

　坂野知子（松戸小金原教会日曜学校教師）

本文イラスト

　新海敬造（名古屋岩の上伝道所）

　吉田櫻子（稲毛海岸教会）

☆ 執 筆 者 一 覧 ☆

☆ 編 集 部 ☆

相馬伸郎（長）　　名古屋岩の上伝道所宣教教師

木下裕也　　　　 名古屋教会牧師　　　　　　

辻　幸宏　　　　 大垣伝道所協力牧師　　　　

望月　信　　　　 高蔵寺教会牧師　　　　　　
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